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発 刊 に 当 た っ て

上川教育研修センター所長 山 下 尚 年

教育基本法・学校教育法の一部改正をはじめ，新しい教育の在り方を求め，教育改革が進め

られてきました。学校教育においては，今まで以上に「生きる力」の育成を目指して学習指導

要領が全面実施され，各学校においては「基礎的・基本的な知識・技能の習得」，「課題の解決

に必要な思考力・判断力・表現力等の育成」，「主体的に学習に取り組む態度の育成」を目指し

た教育活動が進められているところです。中でも北海道においては「確かな学力」を身に付け

させることが喫緊の課題とされており，教職員一人一人の研鑽や，教師力の向上が必要不可欠

のこととして強く挙げられております。

こうした現状を踏まえ，上川教育研修センターにおいては，平成23年度から第15次研究とし

て「学力の確実な育成を図る指導と評価の在り方～目標達成に向けた授業構築～」を研究主題

に「指導計画の工夫」，「授業展開の工夫」，「学習評価の工夫」を研究内容とし，３か年の計画

の下，研究を進めてまいりました。

今年度(平成24年度)は２年目として，「形成的評価を生かした指導の改善」に重点を置き，

目標・指導・評価の一体化を図り学力の確実な育成を目指して，

○ 身に付けさせなければならない知識・技能，考え方等について，重点化・焦点化した目

標の設定

○ 問題解決的な学習過程を基盤とした指導計画の作成

○ 児童生徒の実態を見取り，つまずきを捉え，目標達成に向けた必要な手立てを講じ，目

標・指導・評価の一体化を図る工夫

○ 研究員による研究授業と旭川市立青雲小学校・旭川市立永山小学校・旭川市立北都中学

校の研究協力校３校による研究授業を通した実践検証

を視点に，日常の指導に結び付く内容を求めて研究を深めてまいりました。ご協力いただきま

した研究協力校の皆様に，改めて厚くお礼申し上げます。

多くの皆様のお力をお借りし，ここに２年次の研究のまとめとして，研究紀要第38号を発刊

する運びとなりました。各学校の校内研修や授業実践の資料としてご活用いただければ幸いで

す。

終わりになりますが，研究推進に当たり　まして，ご指導・ご助言をいただきました北海道教

育庁上川教育局と旭川市教育委員会の指導主事の皆様に心から感謝申し上げ，紀要発刊に当た

っての言葉といたします。

(平成25年３月)
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第Ⅰ章 研 究 の 概 要

１ 研究主題及び副主題

２ 求める児童生徒像

３ 研究の仮説

４ 研究内容

５ 研究の進め方

６ 研究計画の概要

７ 研究の全体構造
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Ａ 上川管内や旭川市内の先生方に，各教科で取り組むことができる理論や研究実践を研究

紀要にまとめて紹介したり，授業を公開したりして，研究の成果を校内研修等に活用して

いただき，上川管内学力向上の一助となることを目指しています。

Ｑ１ 上川教育研修センターの研究は何を目指しているのでしょうか？

Ａ 問題解決的な学習過程は，児童生徒が主体的に学習に取り組むために有効な方法です。

そのため，構成する際には，児童生徒の思考の流れに沿っていることが重要です。基本展

開は「学習課題の把握（見付ける）→解決計画，追究・解決（求める）→まとめ・発展（高

める）」としています。なお，問題解決的な学習過程の例を資料として，掲載しておりま

す。 ☞ｐ10，11，15

Ｑ２　問題解決的な学習過程を単元に位置付ける際には，どんなことに留意するとよい
のでしょうか?

Ａ 学習指導要領や児童の実態から明らかとなった身に付けさせなければならない知識・技

能，考え方などの力について，重点化・焦点化を図り，目標を設定します。その上で，指

導内容や学習課題，評価規準との関連を吟味し，それらの関係にズレはないか，抽象的な

言葉になっていないか，再度内容の見直しを図ります。（15次研究で一番大切にしている

☞ｐ12～14

Ｑ３　目標を設定するときには，何に気を付けるとよいのでしょうか？

Ａ 教科や単元の指導計画の時数にもよりますが，児童生徒の思考の流れに沿って，バラン

スよく設定することが大切です。また，関心・意欲・態度や思考・判断・表現については，

その時間だけではなく，単元を通して全体で見取ることが大切です。（旭川市教育委員会

作成の学習評価シートを活用）

Ｑ４　単元を通して，1単位時間ごとに評価の観点をどのように絞って重点化するとよい
のでしょうか？

Ａ 本時の学習内容に合わせて，児童生徒の思考の流れに沿っていることや，分析的である

こと，関連付けがなされていること，階層的であること等，分かりやすい板書に心掛ける

ことが大切です。 ☞ｐ17

Ｑ５　構造的な板書とは，どんなことに留意するとよいのでしょうか？

✍Column－１       第 15 次研Ｑ＆Ａ 

のは，目標の設定です。）
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Ａ B「おおむね満足できる」状況に対して，質的な高まりや深まりをもっている状況と判

断できたとき，A「十分満足できる」状況としています。（この判断については，旭川市

教育委員会作成の全教科・全時間の評価規準を参考に，質的な高まりや深まりが見られる

状況について研究を進めています。）

Ｑ10　A「十分満足できる」状況とB「おおむね満足できる」状況の違いは，どんなところ
にあるのでしょうか？

Ａ 「目標達成に向けた授業構築」を副主題とし，学力の確実な育成を目指しています。全

員がB「おおむね満足できる」状況以上と判断したとき，目標を達成できたとしています。

Ｑ９　どうなると，本時の目標を達成できたことになるのでしょうか？

Ａ 一人一人に確実に学力を身に付けさせるためには，毎時間の評価が必要です。また，1

単位時間の評価観点を１～２つに重点化し，効率的に評価することが大切です。評価場面

においては，どのような記述ができているとよいかポイントを明確にし，ノートや学習プ

リントなどを活用して，目標達成状況を把握します。また，観察や実技で見取る場合は，

評価場面を複数回(複数時間)設けるなど，全員を見取ることができるように工夫します。

Ｑ８　児童生徒全員を，どうやって評価するとよいのでしょうか？

Ａ 単元導入前に，児童生徒の学習状況を見取るために，単元の評価規準を基に観点別に見

取ります。教科によっては，レディネステストを有効に活用したり，アンケートやこれま

での学習評価シートの記録，教師の見取りを基にしたりして状況を把握します。

☞ｐ21

Ｑ６　どのように，診断的評価を行っているのでしょうか？

Ａ 形成的評価は指導の改善のために行う「見取り」を目的とし，総括的評価は形成的評価

の記録を総括して判断した「評定」を目的としています。なお，市販テストを含めた複数

の評価方法を使い，客観性を高めることが大切です。学習シートを活用した授業中の評価

とノートやレポート，学習プリント，作品など，授業後に教師が確認しながら行う評価を

組み合わせ，全員の学習状況を適切に見取りつつ，それぞれの児童生徒の特性にも配慮し

た評価方法が重要です。 ☞Ｐ21，22

Ｑ７　形成的評価と総括的評価はどんな目的で行うのでしょうか？
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１ 研究主題及び副主題

⑴ 主題設定の理由

平成18年に，約60年ぶりに教育基本法が改正された。教育の理念として新たに，公共の

精神，環境の保全，伝統と文化の尊重などが規定された。この60年で教育をとりまく環境

は大きく変わった。知識基盤社会やグローバル化は，知識や人材をめぐる国際競争を加速

させる一方で，異なる文化や文明との共存や国際協力の必要性を増大させている。

このような状況において，新しい時代にふさわしい教育の在り方が求められることとな

った。これからますます重要となっている「生きる力」という理念を継承し，｢生きる力」

を支える確かな学力，豊かな心，健やかな体との調和のとれた育成を重視した学習指導要

領の改訂がされ，小学校では平成23年度から中学校では平成24年度から全面実施となった。

確かな学力を育成するためには，基礎的・基本的な知識・技能を習得させること，これ

らを活用して，課題を解決するために必要な思考力・判断力・表現力その他の能力を育む

ことの双方が重要である。また，学習意欲を向上させ，主体的に学習に取り組む態度を養

うことも大切である。それは，「教える」ことと，主体的に「学ぶ」こととのバランスを

重視することでもある。そのためには，学習指導の工夫・改善を進めるとともに，児童生

徒の学習状況を適切に評価することが必要である。

学習評価については，中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会の下に，児童生

徒の学習評価の在り方に関するワーキンググループが設置され，平成22年３月に「児童生

徒の学習評価の在り方について」(報告)が取りまとめられた。報告では，学習評価の改善

にかかわる３つの基本的な考え方が示された。

○ 目標に準拠した評価による観点別学習状況の評価や評定の着実な実施

○ 学力の重要な要素を示した新学習指導要領等の趣旨の反映

○ 学校や設置者の創意工夫を生かす現場主義を重視した学習評価の推進

これらを踏まえ，上川教育研修センターでは，これまでの第14次研究までに明らかにし

てきた「主体的に学ぶ学習過程」「指導内容の明確化」｢児童生徒の実態に応じたきめ細や

かな指導の工夫」などについての財産を基盤に，研究を進めることとした。

そこで，指導と評価の在り方を基本的な視点から見直し，目標達成に向けた授業構築を

目指すため，本研究主題を設定した。

学力の確実な育成を図る指導と評価の在り方

～目標達成に向けた授業構築～

第Ⅰ章
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⑵ 主題のおさえ

「学力」を学校教育法第30条の第２項に示されている「生涯にわたり学習する基盤が培

われるよう基礎的な知識及び技能を習得させるとともに，これらを活用して課題を解決す

るために必要な思考力，判断力，表現力その他の能力をはぐくみ，主体的に学習に取り組

む態度を養うことに，特に意を用いなければならない。」より，知識・技能，思考力・判

断力・表現力等の能力，学習意欲の３つの要素からなる力とおさえる。また，児童生徒一

人一人に，これら学力の３要素を確実に身に付けさせることが「確実な育成」である。

２ 求める児童生徒像

３ 研究の仮説

４ 研究内容

学力の確実な育成を図る指導と評価の在り方を検証するために，次の内容について研究する。

基礎的・基本的な知識・技能を身に付け，思考力・判断力・表現力等を高めながら，主体

的に課題を解決することができる児童生徒

学習指導において，１単位時間の適切な目標を具体的に設定し，指導計画に位置付けると

ともに，目標達成に向けた手立てを工夫し，その達成状況を計画的に評価しながら，目標・

指導・評価の一体化を図ることにより，基礎的・基本的な知識・技能を身に付け，思考力・

判断力・表現力等を育みながら，主体的に課題を解決する児童生徒を育成することができる

であろう。

研究内容１ ～指導計画の工夫～

⑴ 問題解決的な学習過程を基盤とした指導計画の工夫

⑵ 指導内容を明確にする１単位時間の目標の具体化及び，評価規準との関連

⑶ 目標達成につながる目標と学習課題との関連

研究内容２ ～授業展開の工夫～

⑴ 思考を促し，深める発問・指示の工夫

⑵ 学習の流れが分かる板書の工夫

⑶ 思考を伴う言語活動の設定

⑷ 学習評価シートを活用した指導の改善

研究内容３ ～学習評価の工夫～

⑴ 児童生徒の実態を把握する診断的評価の工夫

⑵ 指導に生かす形成的評価の工夫

⑶ 単元の目標達成状況を把握する総括的評価の工夫

第Ⅰ章
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５ 研究の進め方

◇ 文献や実践資料に基づく理論研究を週１回の定例研究室会議及び夏季，冬季の集中研究

室会議において進める。

◇ 各年次とも，上川教育研修センターの研究員及び，研究協力校の授業実践を基にして理

論を検証し，研究紀要にまとめる。

◇ 研究紀要にまとめた内容は，「センター研究発表会」において発表し，研究協議で明ら

かにされた成果と課題を基に，研究の深化・発展を図る。

◇ 本研究の主体は，国語科，社会科，算数数学科，理科，生活科，音楽科，図工美術科，

技術家庭科，保健体育科，英語科の10教科である。

〈基本的な用語のおさえ〉

研究内容１にかかわって

⑴ 問題解決的な学習過程

本研究で扱う問題解決的な学習過程の基本展開は，「学習課題の把握→解決計画(見通

し)→追究・解決→まとめ・発展」である。この基本展開を以下の３つに分けて考えて

いる。

「見付ける」………学習課題の把握

「求める」………解決計画(見通し)，追究・解決

「高める」………まとめ・発展

研究内容２にかかわって

⑴ 学習課題(学習問題)

事象との出会いから見いだされた，解決すべき内容。児童生徒の課題発見能力と教師

のねらいとが融合した中で設定される。本研究では，学習課題と学習問題は同義ととら

え，以下，学習課題として表記する。

⑵ 学習内容

学習課題の解決に向けて教師が提示したり，問いかけたりして示された１単位時間の

授業において学習する内容。

研究内容３にかかわって

⑴ 診断的評価

実際の指導に先立って，児童生徒の現状を診断し，最適の指導方法を準備するために

行われる予備的な評価。

⑵ 形成的評価

学習指導過程の中で，児童生徒の学習の到達状況やつまずきの状況などを把握し，指

導に生かすために行う評価。

⑶ 総括的評価

単元の指導後，学習指導の効果を確認するために実施される事後評価。

第Ⅰ章
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６ 研究計画の概要

平成23年度から平成25年度にわたる３か年において，目標・指導・評価の一体化を図る学

習指導の在り方を継続して研究する。

１年次 平成23年度

○研究員の授業実践

東神楽町立東聖小学校 社会科(小学６年「武士の政治が始まる」)

旭川市立神楽小学校 算数科(小学１年「おおきさくらべ⑴」)

○研究協力校の授業実践

当麻町立当麻小学校 生活科(小学２年「おみせたんけん」)

大 橋 雄 大 教諭　　西 山 あずさ 教諭

旭川市立正和小学校 算数科(小学５年「いろいろな三角形・四角形の面積」)

三 神 昭 宏 教諭　　山 本 百 里 教諭

旭川市立知新小学校 国語科(小学５年「大造じいさんとガン」)

林 　琢 磨 教諭　　山 名 正 記 教諭

旭川市立緑が丘小学校 国語科(小学３年「ちいちゃんのかげおくり」)

田 宮 隆 文 教諭　　松 田 隆 之 教諭

旭川市立愛宕中学校 理 科(中学２年「雲のでき方」)

佐 藤 正 友 教諭　　木 村 直 人 教諭

２年次 平成24年度
○研究員の授業実践

旭川市立共栄小学校 音楽科(小学１年「いろいろな おとに したしもう」)
相 澤 朋 子 研究員

旭川市立旭川中学校 数学科(中学１年「文字と式」)
菅 原 大 研究員

○研究協力校の授業実践
旭川市立青雲小学校 算数科(小学２年「三角形と四角形」)

五十嵐 徹 教諭
旭川市立永山小学校 国語科(小学３年「せつめいのしかたを考えよう」)

山 内 恵 美 教諭　　
旭川市立北都中学校 社会科(中学１年「統合を強めるヨーロッパの国々」)

難 波 広 寿 教諭

３年次 平成25年度
○研究員の授業実践

○研究協力校の授業実践

第Ⅰ章

北 川 真 美 研究員

小 野 義 幸 研究員

辻 　郁 教諭

堀 内 章 美 教諭
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７ 研究の全体構造 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学力の確実な育成を図る指導と評価の在り方 

～目標達成に向けた授業構築～ 

 

基礎的・基本的な知識・技能を身に付け，思考力・判断力・表現力等を高めながら，主体

的に課題を解決することができる児童生徒 

 

学習指導において，１単位時間の目標を具体的に設定し，指導計画に位置付けるととも

に，目標達成に向けた手立てを工夫し，その達成状況を計画的に評価しながら，目標・指

導・評価の一体化を図ることにより，基礎的・基本的な知識・技能を身に付け，思考力・

判断力・表現力等を育みながら，主体的に課題を解決する児童生徒を育成することができ

るであろう。 

研 究 主 題 

求める児童生徒像 

研究の仮説 

【研究内容２】 

授業展開の工夫 

 

・思考を促し，深める発

問・指示の工夫 

・学習の流れが分かる板書

の工夫 

・思考を伴う言語活動の設

定 

・学習評価シートを活用し

た指導の改善 

【研究内容３】 

学習評価の工夫 

 

・児童生徒の実態を把握す

る診断的評価の工夫 

・毎時間の目標達成を見取

る形成的評価の工夫 

・単元の目標達成状況を把

握する総括的評価の工

夫 

 

【研究内容１】 

指導計画の工夫 

 

・問題解決的な学習過程を

基盤とした指導計画の工

夫 

・指導内容を明確にする１ 

単位時間の目標の具体化

及び，評価規準との関連 

・目標達成につながる目標 

と学習課題との関連 

研究内容 

第Ⅰ章
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 「評価規準の作成，評価方法等の工夫改善のための参考資料」が，小学校は平成 23 年３月，

中学校は平成 23 年７月に，国立教育政策研究所より出されました。参考資料は，以下のよう

に評価を進める際のそれぞれの場面で活用できるように作成されています。 

 

■参考資料に掲載されている内容 

 第１編 総説(学習評価の基本的な考え方についての解説) 

 第２編 評価規準に盛り込むべき事項等 

 第３編 評価に関する事例(各教科４事例程度) 

 

                 □評価の進め方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

☞「評価規準の作成，評価方法等の工夫改善のための参考資料」の活用方法についてより抜粋 

✍Column－２      学習評価の充実に向けて 

単元，小単元，題材など，教科等によっ

て指導計画を作成する際の「学習内容の

まとまり」のとらえ方が異なります。そ

のまとまりを踏まえて指導計画上の目

標を設定することが大切です。 

設定した目標について，児童生徒がどの

ような学習状況として実現すればよい

のかを具体的に想定したものです。観点

ごとに設定し，「おおむね満足できる」

状況を示しています。 

設定した評価規準と評価方法を指導計

画に位置付けたものです。 

学習評価を行うに当たっては，児童生徒

の学習状況を把握して次の指導に生か

すことが重要です。 

指導要録の記載に向けて観点ごとに評

価結果を記録に残し，それを総括するこ

とも必要です。 

１  

単元または題材の目標を

設定する 

２  

評価規準を設定する 

 

３  

評価規準を「指導と評価

の計画」に位置付ける 

５  

観点ごとに総括する 

 

４  

評価結果のうち，「記録に

残す場面」を明確にする 

○学習指導要領の目標と内容

を踏まえる。 

○児童生徒の実態，前単元まで

の学習状況等を踏まえる。 

○「第２編 評価規準に盛り込

むべき事項等」を参考にし

て，評価規準を設定する。 

○上記で設定した目標を踏ま

えるように留意する。 

○評価時期や評価方法などに

ついて，「第３編 評価に関

する事例」を参考にして，「指

導と評価の計画」を作成す

る。 

○「第３編 評価に関する事

例」を参考にして，どんな評

価資料を基に，どのような目

安で評価するかを考える。 

○「第３編 評価に関する事

例」を参考にして，集まった

評価資料やそれに基づく評

価結果などの基礎資料に観

点ごとの総括的評価を記録

する。 

第Ⅰ章



第Ⅱ章 研究内容

１ 第15次研究のねらい

２ 研究の具体
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１ 第15次研究のねらい

本研究は，児童生徒一人一人が基礎的・基本的な知識・技能を身に付け，思考力・判断力

・表現力等を高めながら，主体的に課題を解決することを目指している。これら学力の３要

素を，児童生徒一人一人が確実に身に付けるためには，１単位時間の目標を具体的に設定し，

指導計画に位置付けるとともに，目標達成のための授業展開を工夫することが重要である。

また，児童生徒一人一人の目標達成状況を計画的に評価することも必要である。

そこで，本研究では，「指導計画の工夫」「授業展開の工夫」「学習評価の工夫」を研究内

容とし，目標・指導・評価の一体化を図りながら，１単位時間の目標達成を目指した授業の

在り方を研究の骨子とした。

本研究の基盤を成しているのは，１単位時間の目標の設定とその達成である。目標は，１

単位時間の授業において，児童生徒一人一人に身に付けさせなければならない新たな知識や

技能，考え方などから設定されている。これらは，学力の３要素と深く関連している。した

がって，目標が達成されたということは，児童生徒一人一人が新たな知識や技能，考え方な

どを身に付けたということである。この積み重ねによって単元の目標が達成され，学力の３

要素を確実に身に付けることにつながると考える。そこで，１単位時間の目標達成までに至

る場面において，様々な手立てを講じることが重要である。

なお，１単位時間の授業において教師が設定した目標は，学習課題や学習内容とも関連し

ている。したがって１単位時間の目標達成は，児童生徒一人一人が，様々な知識や技能，考

え方などを活用しながら思考力・判断力・表現力等を高め，学習課題を解決したり，学習内

容を的確にまとめたりすることであると考える。

◆学力の確実な育成の構造(１単位時間の授業の基本的な流れ)

☞◇は，教師側から見た流れ。○は，児童生徒側から見た流れ。

◇目標の設定

・新たに身に付け

させる知識や技

能，考え方など

から設定

◇◇手立ての工夫
・発問・指示の工夫，言語活動の設定，
板書の工夫

・学習評価シートを活用した指導の工夫など

◇目標の達成
・目標の達成状況

の評価(次時の
目標設定や手立
ての改善)

○学習課題や
学習内容の
把握

○学習課題の解
決や学習内容
のまとめ

○知識や技能，考え方などを活用

○課題解決に必要な思考力・判

断力・表現力等を高める

○主体的に学習に取り組む態度(学習意欲)

学力の確実な育成

第Ⅱ章
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２ 研究の具体

児童生徒一人一人に，学力を確実に身に付けさせるためには，学習指導要領の目標及び内容

を踏まえ，単元のねらい(教材観)や児童生徒の実態(児童生徒観)，育てたい力(指導観)を総合

的に判断し，単元の目標を設定することが重要である。したがって，指導計画は単元の目標を

踏まえ，問題解決的な学習過程を生かして作成することが必要である。

問題解決的な学習過程では，児童生徒一人一人が，知識や技能，考え方などを活用しながら

課題解決を行う。その中で，思考力・判断力・表現力等を高め，新たな知識や技能，考え方な

どを身に付けることができる。さらに，指導計画に位置付けられる１単位時間の目標を具体的

に設定することにより，児童生徒にどのような知識や技能，考え方などを身に付けさせなけれ

ばならないかを明らかにすることができる。

そこで本研究では，問題解決的な学習過程を基盤とした指導計画の工夫と，指導内容を明確

にする１単位時間の目標の具体化及び，評価規準との関連，目標達成につながる目標と学習課

題との関連について考えていくこととした。

指導計画を作成するときには，問題解

決的な学習過程を基盤に，その過程のス

パンを意識して１単位時間の目標を設定

することが重要である。また，指導計画

は教科の特性と関連しているため，それ

ぞれの教科に応じた指導計画を，適切に

作成することが大切である。(☞p.11，15

「問題解決的な学習過程の展開例」)

本研究では，問題解決的な学習過程を

研究内容１
指導計画の工夫

問題解決的な学習過

程を基盤とした指導

計画の工夫

◆問題解決的な学習過程

問題解決的な学習過程の

スパンに合わせて，１単

位時間の目標を設定

次の問題解決的な学習へ

第Ⅱ章

児童生徒の思考の流れであると捉えてい

る。基本的に，一つの問題解決的な学習

過程において設定される学習課題は，一

つであると考えている。そして，基本展

開を，「学習課題の把握(見付ける)→解決

計画，追究・解決(求める)→まとめ・発

展(高める)」としている。このように，問

題解決的な学習過程を基盤に指導計画を

工夫することにより，単元全体を通して

児童生徒一人一人に身に付けさせなけれ

ばならない知識や技能，考え方などが明らかにできると考える。な

お，１単位時間ごとの目標達成の流れは，p.９で示した「学力の確

実な育成の構造」(１単位時間の授業の基本的な流れ)と同様である。
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◆問題解決的な学習過程の展開例 ～小学1年音楽科の指導計画から抜粋～

本時の学習内容 題材の学習課題とまとめ

題課習学と動活習学な主階段

みみをすまして おとを きこう。

○「シンコペーテッド・クロック」を聴き，ウッドブロックとトラ
イアングルの音色に気を付けながら，楽曲全体の気分を楽しむ。

○楽曲に合わせて体を動かしたり，面白かったことや感じたこと
を話し合ったりする。

ようすにあわせた いろいろな おとに したしもう。

すずや トライアングルで ようすに あうような おとをならそう。

○「○○の音をつくろう」というクイズを通して，すずとトライ
アングルのいろいろな鳴らし方を試す。

○すずとトライアングルの正しい持ち方と鳴らし方を知る。
○「これは何の音？」というクイズを通して，すずやトライアン

グルのいろいろな音から様子を考える。
○音を鳴らしてみて気付いたことを話し合う。

おほしさまの ようすに あうような おとを ならして たのしもう。

○星空の様子を，挿絵やせりふを基に想像する。
○すずやトライアングルを使って，星空の様子に合う音づくりをする。

おほしさまの ようすを おもいうかべながら うたおう。

○「きらきらぼし」の歌詞を読みイメージを膨らませる。
○星空を見たときの様子について話したり，絵本を読んだりして

イメージを膨らませるようにする。
○星空の様子に合わせた歌い方で歌う。

きらきらぼしを おほしさまになったつもりで けんばんハー
モニカや てっきんで えんそうしよう。

○鍵盤ハーモニカで，星になったつもりで演奏する。
○鉄琴のいろいろな鳴らし方を試し，演奏の仕方を知る。
○鉄琴パートと鍵盤ハーモニカパート，歌パートに分かれて合奏する。

おほしさまの ようすに あわせて つくった おとで たのしもう。

○星空の様子を，挿絵やせりふを基に想像する。
○音遊び(星が増える様子)・「きらきらぼし」の演奏・音遊び(星が

減る様子)を続けて演奏し，１つの星空の音楽として楽しむ。

いろいろな ようすにあわせた おとが できたよ。
いろいろな おとが あって たのしいね。

鑑賞を通して，

楽器の音色に関心

をもち，単元を通

して，様子に合う

音づくりをすると

いう課題をもつ。

楽器の鳴らし方

をいろいろ試し，

音色に対するイメ

ージをもち，音づ

くりの見通しをも

つ。

挿絵やせりふか

ら，様子に合う鳴

らし方や音色を見

付ける。

絵本と歌から様

子に合う歌い方を

工夫する。

様子に合う音や

音色，歌い方を工

夫して，演奏を楽

しむ。

問題の場面や状況を理解し，解決する課題を捉える。

主体的な解決の仕方・方法の見通しをもつ。

解決の過程を情報交換し，結果について検討する。

様々な楽器を使っ

たり，歌い方を工夫

したりすることで，

様子に合う演奏の仕

方を見付ける。

解決の仕方・方法について一般化し，学習を振り返る。

第Ⅱ章
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◆目標の具体化の例① ～評価規準が１観点(数学的な考え方)の場合～

※中学１年数学科「文字と式」の６時間目の指導目標と評価規準の抜粋

指導内容を明確にす

る１単位時間の目標

の具体化及び，評価

規準との関連

学習課題：文字が表している意味の手がかりを考えよう。

国研の評価規準の設定例
〈考〉

数量の関係や法則などを
等式や不等式などで表すた
めに，具体的な場面で情報
の選択や演算決定などを
し，数量とその関係を捉え
ることができる。

指導目標

◎文字や数，単位に着目し

た話合いを通して，文字

を用いた式の意味の手が

かりを捉え，式が表して

いる数量関係を考えるこ

とができるようにする。

評価規準

〈考〉

文字を用いた式の

意味の手がかりを使

って，式が表してい

る数量関係を考える

ことができる。

関

連

目標達成につながる

目標と学習課題との

関連

第Ⅱ章

　単元(題材)の目標は，学習指導要領の目標と内容を踏まえ，児童生

徒の実態や前単元までの学習状況と当該単元で育てたい力等を総合的

に判断して設定される。

　本研究では，児童生徒一人一人に学力の確実な育成を図るために，

１単位時間の目標を具体化している。１単位時間の目標を具体化する

ときには，身に付けさせなければならない知識や技能，考え方などの

力について，重点化や焦点化を図ることが重要である。一方，１単位

時間の評価規準は，知識や技能，考え方などの力を身に付けた児童生

徒の姿として具体化することも重要である。

　さらに，それぞれ具体化された，１単位時間の目標と１単位時間の評

価規準との関連付けを図り(☞p.12，13「目標の具体化の例」)，児童

生徒一人一人の目標達成状況を確実に捉えていくことが大切である。

　このように目標や評価規準を具体化することにより，１単位時間に

おける指導内容が明確になり，目標達成に向けて具体的な手立てを講

じることができると考える。また，その達成状況を適切に評価するこ

ともできると考える。なお，「１単位時間の目標の具体化及び，指導

内容の明確化の手順」については，p.14に示してある。

　児童生徒一人一人が，１単位時間の目標を理解し，学習への興味・

関心を高め，主体的に課題解決に取り組もうとする態度を育むために

は，学習課題の設定や学習内容の提示が重要である。学習課題の設定

や学習内容の提示においては，診断的評価や形成的評価で明らかにな

った児童生徒の実態を踏まえ，単元や１単位時間の目標と関連付ける

ことが大切である。

　本研究では，児童生徒の実態を踏まえ，具体化した１単位時間の目

標と整合性を図りながら，学習課題を設定したり学習内容を提示した

りしている。また，下記のように重点化した評価の観点との関連も考

え，学習課題や学習内容の表記を工夫している。

　なお，１単位時間の目標は，学習課題や１単位時間において示され

る学習内容と関連する。また，単元(題材)の目標は，単元(題材)の学

習課題と関連する。
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※小学２年算数科「三角形と四角形」の８時間目の指導目標と評価規準の抜粋

◆目標の具体化の例② ～評価規準が２観点(関心・意欲・態度，鑑賞の能力)の場合～

※小学１年音楽科「いろいろな おとに したしもう」の１時間目の指導目標と評価規準の抜粋

◆単元目標と学習課題との関連

※小学３年 国語科「せつめいのしかたを考えよう」の指導計画より抜粋

※中学１年 社会科「ヨーロッパ連合への道のり」の指導計画より抜粋

単元の目標
大豆がすがたを変えることを説明した文章に興味・関心をもち，段落相互の関係から「はじめ・

中・おわり」の文章構成を捉えたり，中心文や接続語の働きを捉えたり，具体例を挙げる説明の仕

方を見付けたりするなど，目的に応じて分かりやすい説明の仕方を考えることができるようにする。

単単元の学習課題：分かりやすいせつめいのしかたを見つけよう。

学習内容：みみをすまして おとをきこう

国研の評価規準の設定例

〈関〉

音楽を形づくっている

要素のかかわり合いを感

じ取って聴く学習に進ん

で取り組もうとしている。

〈鑑〉

音楽を形づくっている

要素を聴き取り，それら

の働きが生み出すよさや

面白さなどを感じ取りな

がら，楽曲や演奏の楽し

さに気付き，味わって聴

いている。

指導目標

◎シンコペーテッド

・クロックから音

色のかかわり合い

や演奏の楽しさに

興味・関心をもち，

それらの働きが生

み出すよさや面白

さなどを感じ取り

ながら，楽曲の演

奏の楽しさに気付

いて，味わって聴

くことができるよ

うにする。

評価規準
〈関〉

シンコペーテッド・クロ
ックから音色のかかわり合
いや演奏の楽しさに興味・
関心をもち，鑑賞の学習に
進んで取り組もうとしてい
る。
〈鑑〉

音楽を形づくっている音
色を聴き取り，それらの働
きが生み出すよさや面白さ
などを感じ取りながら，楽
曲の演奏の楽しさに気付い
て，味わって聴いている。

関

連

単元の目標
ヨーロッパ州の自然環境やヨーロッパ連合の成り立ちと拡大について，有用な情報を適切に

選択して読み取り，ヨーロッパ州の農業・工業・環境問題などの地域的特色に対する関心を高
め，その知識を身に付けることで，地域統合を基に経済格差の拡大について，多面的・多角的
に考察し，表現することができるようにする。

単元の学習課題：ヨーロッパ連合による地域統合の利点と問題点を考えてみよう。

指導目標
◎図形を構成する要素に

着目しながら，長方形
や正方形を弁別し，「直
角」や「辺の長さ」とい
う言葉を使って，弁別
した理由を記述するこ
とができるようにする。

関

連

評価規準
〈考〉

図形を構成する要素に
着目しながら，長方形や
正方形を弁別し，「直角」
や「辺の長さ」という言
葉を使って，その理由を
記述することができる。

国研の評価規準の設定例
〈考〉

四角形(正方形や長方
形など)について，その
違いに気付き分類し，分
類した四角形の特徴を見
いだしている。

学習課題：長方形や正方形を見付け，その理由を考えましょう。
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◆目標の具体化及び，指導内容の明確化の手順 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

目標を達成させるために 

 
 
  
 
 
 
 
 

１時間ごとに観点を絞り込んで 

 
 
 
 
 

重点化された観点と関連付けて 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

学習指導要領の

目標・内容を踏ま

え，単元のねらい・

児童生徒の実態・育

てたい力を総合的

に判断し，単元の目

標を設定する｡ 

重点化された評

価の観点を基に，

１単位時間の目標

を具体化し，設定

する。 

目標の評価方法

を明示する｡（ノー

ト・学習プリン

ト・発言・観察な

ど） 

目標を具体化す

ることで，目標の

達成状況が明らか

になり，指導内容

を明確化すること

ができる。 

 

関心・意欲・態度

知識・理解単元の目標を達

成するために，観点

別の評価規準を設

定する｡ 

技能

思考・判断・表現 

１時間１観点を

基本に評価の観点

を重点化する。（授

業展開によって

は，２観点以上に

なる場合もある。）

学習指導要領の目標・内容 

単元のねらい 

（教材観） 

 明確となった指導

内容に基づいて，

目標を達成させる

ための手立てを工

夫していく。

問題解決的な学習過程 

各観点を１時間

ごとに重点化し，問

題解決的な学習過

程に基づき作成さ

れた指導計画の中

に盛り込む。 

育てたい力 

（指導観） 
児童生徒の実態 

（児童生徒観） 

各学校の教育課程を踏まえ 
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算数・数学科編

※旭川市教育研究会算数・数学科部研究紀要参考

問題提示・予想

課題把握

個人思考

集団思考

定着(まとめ，練習問題)

国語科編

※旭川市教育研究会国語科部研究紀要参考

問題提示

課題把握・学習の見通し

学びの手がかり

読 解

学びの振り返り

理科編

※旭川市教育研究会理科部研究紀要参考

事象との出会い(体験①)

問題把握・仮説づくり

(言語活動①)

問題把握・仮説づくり

考察(言語活動②)

結論(言語活動③)

実際の自然・日常生活(体験②)

社会科編

※旭川市教育研究会社会科部研究紀要参考

事象との出会い

学習問題（課題）の設定

見通し

社会的事実の追究

吟 味

社会的意味の追究

振り返り

✍Column－３  問題解決的な学習過程の展開例 
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具体化した目標を達成していくためには，様々な手立てを工夫することが重要である。目標

達成に向けた手立ては，一つとは限らない。児童生徒の実態や授業展開に応じて，複数の手立

てを講じることが考えられる。

そこで，本研究では，目標達成に向けた主な手立てとして，発問・指示，板書の工夫，思考

を伴う言語活動の設定，学習評価シートを活用した指導の改善を取り上げ，それらの効果的な

在り方について考えていくこととした。

児童生徒の思考を促し，主体的に課題解決に取り組む態度を養うた

めには，教師の適切な発問や指示が重要である。実際の授業において

は，どのような発問や指示が，児童生徒の思考を促し，深めるために

効果的なのか考え，授業を展開していくことが大切である。

本研究では，発問を「児童生徒の思考を促すもの」，指示を「児童

生徒の行動を促すもの」とおさえている。また，主発問を「１単位時

間の目標達成につながる中心的な発問」，補助発問を「主発問を補っ

たり，詳しくしたりする発問」とおさえている。これらを踏まえ，児

童生徒の思考を促す発問を吟味するとともに，発問に適した指示を考

えていく。また，主発問と補助発問とを効果的に組み合わせながら，

思考を深める授業展開となるよう，詳細な発問・指示を指導案に明記

している。

このように教師が発問と指示との違いを意識し，工夫することによ

り，目標達成につながる中心的な場面を捉えることができ，児童生徒

一人一人の課題解決を適切に支援することができると考える。

研究内容２
授業展開の工夫

思考を促し，深める

発問・指示の工夫

◇思考を促し，深める発問・指示の工夫の具体例

※小学１年音楽科「いろいろな おとに したしもう」の授業記録より抜粋

○星空の様子を，黒板に貼った紙芝居やせりふを基に，想像させる。

☆形成的評価により，音色のイメージをもちにくいことが予想されたので，「星空の様子

を表す言葉」と「音色を表す言葉」とを関連付けて考えさせる発問を工夫し，目標達成

へとつなげる。

主 発 問：「今日のめあては，紙芝居のお星様の様子に合う音を鳴らすことです。さて，ど

んな音が聞こえてくるでしょう。」

補助発問：「まず，１枚目。一番星の音ってどんな音だろう。」

Ｃ１：「キラキラキラ。」

Ｃ２：「ピカピカピカです。」

Ｃ３：「キラリンです。」
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児童生徒が，様々な考えを比較しながら，思考を整理したり，身に

付けなければならない知識や技能，考え方などを捉えたりするために

は，板書が重要である。実際の板書においては，学習課題や見通し，

まとめなどの他に，重要語句や児童生徒の意見を簡潔にまとめたり，

黒板の配分を工夫したりして，構造的な構成になることが大切である。

本研究では，１単位時間の授業が目標達成に向けて展開されていく

過程において，学習の流れが分かるように板書を工夫している。(板

書計画の実践例☞第Ⅲ章，第Ⅳ章)

１単位時間の授業において児童生徒が行う学習活動の基盤は言語で

あり，目標を達成するためには，思考を伴う言語活動を効果的に設定

することが重要である。平成20年の中教審答申によれば，「言語は知

的活動(論理や思考)の基盤であるとともに，コミュニケーションや感

性・情緒の基盤でもあり，豊かな心を育む上でも，言語に関する能力

を高めていくことが重要である。」としている。言語活動を行う能力

を身に付ける中核となるのは，国語科である。したがって，国語科に

おいては，言語活動を行う能力を育成し，他の教科においては，国語

科で培った能力を基に，それぞれの教科の目標を達成するための手立

てとして，言語活動を設定することが大切である。

学習の流れが分かる

板書の工夫

思考を伴う言語活動

の設定

◇言語活動例
①対話 ②記録 ③報告 ④要約 ⑤説明 ⑥感想 ⑦論述 ⑧紹介 ⑨討論 など

(※上川教育研修センター研究紀要第36号より)

◇学習の流れが分かる板書の工夫の具体例

※中学１年数学科「文字と式」の板書より抜粋

集団解決で導いた生徒の考えを，色チョークで色分け

し，考え方の手がかりとして分類する。
まとめと練習問題を

関連付ける。

第Ⅱ章

問題文

学習課題 まとめ

　その際，児童生徒の表現と思考・判断を切り離して考えるのではな

く，セットで捉えることが重要である。本研究では，言語活動例を主に

次の９つとし，これらの活動を通して，児童生徒は自ら思考したことを

表現することができる。

　そこで，単元の目標達成のためには，思考を伴う言語活動を指導過程

に関連付けるとともに，その思考の質を十分吟味することが大切である。
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学習評価シートを活

用した指導の改善

◇学習評価シートを活用した指導の具体例①

※中学１年数学科「文字と式」の学習評価シートより抜粋

動活の徒生動活の師教

５ 自力解決に取り組ませる。
★考えを書けていない生徒に対して，２ は２× であると

いった文字式の表し方の約束や，式が表している単位
などを考えさせる。

Ｔ 「２ の２と の間には何が隠れていますか？」
Ｓ 「×(かける)です。」Ｔ 「 やｂは何を表していますか？」

６ 机間指導で生徒の考えを把握し，取り上げる。 ※ほぼ全員が(その３)の考え
☆３つの意見を意図的に取り上げる。(その１)のような入館 方を選らんだ。

料というキーワードのない考え，(その２)のような式の具
体的な意味が示されていない考え，(その３)は必ず取り
上げる。また，(その３)を記述する生徒が多いと予想され
る。その場合，(その１)，(その２)の考えを教師が紹介す
る形で提示する。

a a

a a
a

形成的評価を生かし，１つの考えに固執し考え方のポイントが見いだせない生徒へ，全体の手立

てを行う。

２とaを分けて考え，数字

と文字に着目することができ

た。

複数の考え方を比べて考え
ることができ，数量関係を捉
える手がかりを見付けること
ができた。

診断的評価を生かし，四則計算のきまりを理解できない生徒へ個別の手立てを行う。

言葉の式を基にして，文字を用いる必要性や文
字の変数としての意味を理解している。 A
言葉の式を基にして，個数や代金などの数量の
関係を，文字を用いて表すことができる。

「×」の記号を省略することや数を文字の前にか
くという約束にしたがって，文字を用いて式に表
すことができる。

C
「÷」を含む式は，分数の形にすることで，÷の
記号を省略するという約束にしたがって，文字を
用いて式に表すことができる。

C C C A
文字式の表し方の約束にしたがって，様々な数
量の関係を，文字を用いて式に表すことができ
る。

C C A A A A
文字や数，単位に着目した話合いを通して，文
字を用いた式の意味を捉え，式が表している数
量関係を考えることができる。

AAAAAAAAA

１つの考え方に固執し，考え方
のポイントを見いだせない。

学習評価シートから得られた児童生徒の実態を

抜粋し，指導案中の☆と関連させて記載する。
学習評価シートから得られた児童生徒の実態を

抜粋し，指導案中の★と関連させて記載する。

　全ての児童生徒が「おおむね満足できる状況」を越えるためには，

より個へ寄り添ったきめ細かな指導が必要である。一人一人を丁寧に

見取って指導の改善を図る。

　形成的評価を充実させることで，目標達成をより確実なものにする

ことができると考える。そのためには，児童生徒の実態に応じて作成

した指導計画の修正や補足を行うことが重要である。

　本研究では，学習評価シートを活用し，これまでの目標達成状況か

ら，発問や指示，板書の工夫などの全体的な手立て(指導案中での☆)

を講じている。さらに，努力を要する児童生徒に対し，個別に具体的

な手立て(指導案中での★)を講じている。
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※旭川市教育委員会作成の「学習評価シート」を基に実践

◇学習評価シートを活用した指導の具体例②
※小学１年音楽科「いろいろな おとに したしもう」の学習評価シートより抜粋

動活の童児動活の師教

４ すずやトライアングルを使って，星空の様子に合う音づ ４ すずやトライアングルを使っ
りくづ音う合に子様の空星，て。るせさをりく

★教師が鳴らしたいろいろな音から，自分のイメージに合 をする。
う音を選ばせる。

。音てっラャシ「Ｃ」？のいたし出を音なんど「Ｔ 」
。んうう「Ｃ」？音なんこ「Ｔ 」(違う)

※トライアングルでチーンと音を鳴らす。
。のなんこ，んう「Ｃ」？音なんこ「Ｔ 」

※トライアングルでチリチリと鳴らす。
Ｔじゃあ，やってみて。

動活の童児動活の師教

５ 星空の様子に合う音を出していた児童を紹介する。 ５ 星空の様子に合う音を出して
いた児童のつくった音を聴く。

「○○さん，みんなに聴かせてあげてください。」 ・お星様が増えているように聴
☆音の数を増やすことで星空の様子を表現した児童，楽器や こえたよ。
音色を変えることで星空の様子を表現した児童を紹介し， ・キラキラした音が出ていたよ。
なぜそのような鳴らし方をしたのか理由を考えさせる。 ・(いろんな鳴らし方があるんだ。)

評価規準

おおむね満足できる(Ｂ)

音楽を形づくっている音色を聴き取り，それ

らの働きが生み出すよさや面白さなどを感じ

取りながら，楽曲の演奏の楽しさに気付い
て，味わって聴いている。

シンコペーテッド・クロックから音色のかかわ

り合いや演奏の楽しさに興味・関心をもち，

鑑賞の学習に進んで取り組もうとしている。 C C A

すずやトライアングルの様々な特徴に気付

き，それを生かして音遊びをしている。
A A

様子に合う音の鳴らし方をイ
メージできない。

ＡＡＡＣＣＡＣＣ

いろいろな鳴らし方を知ることができ，音づくりへの意欲をもつことができた。

形成的評価を生かし，鳴らし方のポイントが見いだせない児童

へ，全体の手立てを行う。

学習評価シートから得られた児童生徒の実態を

抜粋し，指導案中の☆と関連させて記載する。

自分のイメージに合う音を見付けることができた。

診断的評価を生かし，音づくりのイメージをもてない児童への個別の手立てを行う。

楽
曲
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か
す
活
動
に
意
欲
的
に
取
り
組

ん
で
い
た
。

楽
曲
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か
す
活
動
に
意
欲
的
に
取
り
組

ん
で
い
た
。

鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
で
簡
単
な
曲
を
演
奏
で
き
な
い
。

鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
で
簡
単
な
曲
を
演
奏
で
き
な
い
。

鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
で
簡
単
な
曲
を
演
奏
で
き
な
い
。

体
を
動
か
す
な
ど
の
音
楽
表
現
に
関
心
が
も
て
な
い
。

鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
で
い
ろ
い
ろ
な
曲
を
演
奏
し
て
い
た
。

楽
曲
の
速
度
の
変
化
に
気
付
き　

そ
れ
に
合
わ
せ
て
体
を

動
か
し
て
い
た
。

学習評価シートから得られた児

童生徒の実態を抜粋し，指導案中

の★と関連させて記載する。
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☞北海道立教育研究所プロジェクト研究「確かな学力の育成に資する学習指導に関する研究」

(平成 21 年～平成 22 年の２か年研究)より抜粋 

◇発問のポイント 

① 本時の学習内容に対して，興味・関心を喚起する発問 

② 学習課題や学習のねらいを明確に理解できるようにする発問 

③ 解決計画を立てることができるようにする発問 

④ 事前に学習の仕方や学習の対象を選択でき，自分なりに追究できるようにする発問 

⑤ 追究していくための方法や学習対象を明確にできるようにする発問 

⑥ 追究の過程で修正ができるようにする発問 

⑦ 常に学習課題に立ち戻って追究できるようにする発問 

⑧ 学習したことを確実にとらえられるようにする発問 

⑨ 友達同士で学習成果を比べられるようにする発問 

⑩ まとめた学習成果を発信できるようにする発問 

◇学習課題のポイント 

① 児童生徒が授業における学習の目標や内容を理解することができるものであること。 

② 児童生徒が学習への興味・関心や問題意識を高めることができるものであること。 

③ 児童生徒が主体的に学ぼうとする意欲を育むことにつながるものであること。 

④ 児童生徒が学習の見通しをもつことができるものであること。 

⑤ 児童生徒にとって日常の身近な事柄を取り扱ったものであること。 

✍Column－４   学習課題，発問，板書について 

◇板書のポイント 

【学習の流れに関すること】 

・「課題」や「見通し」，「まとめ」を書くなど，１時間の授業の流れが分かるように書

く位置も含めて工夫する。 

・児童生徒が学習内容をより理解できるようにするため，重要語句等を書く。 

・図や表，絵などを活用したり，図式化，模式化したりするなど，授業全体の流れを整理

する。 

 

【児童生徒の意見や発表に関すること】 

・児童生徒の意見をそしゃくして教師が簡潔に板書する場面と，児童生徒自身が考えを板

書する場面とのバランスを考える。 

・児童生徒の意見や発表を書くスペースを確保し，その位置に配慮する。 

(小学校低学年では，児童生徒が書けるよう黒板の低い位置に確保するなど）  

・児童生徒と約束して，記号化，囲み，色チョーク等を適時用いる。 

 

【その他】 

・電子黒板，小黒板，カード，掲示物，ＯＨＰ，ＶＴＲ，スライドなどと資料を効果的に
併用することを考える。 
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１単位時間や単元の目標達成状況を把握するためには，児童生徒一人一人の学習状況を的確

に捉えることが重要である。

具体的には，単元導入前の診断的評価により，当該単元にかかわる児童生徒一人一人の知識

や技能，考え方などの定着状況を把握する。さらに，毎時間の目標達成状況を判断する形成的

評価により，具体的な手立ての効果を検証し，次時の指導の改善へと生かしていく。最後に，

単元の指導後に行う総括的評価により，単元の目標達成状況を把握する。

このように，指導計画の各段階において，計画的に評価することが大切である。そのために

は，計画的に評価したことを適切に記録し，蓄積していくことが必要である。

そこで本研究では，学習評価の妥当性，信頼性を高めるために，「学習評価シート」を作成

し，評価の蓄積を行うとともに，上記の３つの学習評価の効果的な工夫について考えていくこ

ととした。

診断的評価は，単元の目標設定や指導計画の工夫に生かすことが重

要である。そこで，単元の指導計画作成に必要な，当該単元以前の学

習における目標達成状況を把握するために，質問紙やテストなどを通

して，当該単元にかかわる知識や技能，考え方などの定着状況を的確

に捉えている。

本研究では，「関心・意欲・態度」「思考・判断・表現」「技能」「知

識・理解」といった観点別学習状況の評価の観点に基づいて，児童生

徒一人一人の学習状況を捉えている。

形成的評価は，指導の改善や目標達成にかかわる具体的な手立てを，

１単位時間中や単元の途中に講じ

の工夫は研究内容２で整理している。

るために行う側面もあるが，手立て

本研究では，形成的評価により評定する（目標達成状況を見取る）場

面として，全体を見取る場面と，個人を見取る場面との２つを設定し

ている。評価方法としては，学習プリント，ノート，観察(机間指導を

含め)や発言などである。

また，１単位時間の目標達成状況を把握するために，書く活動を授

業展開に位置付けるようにしている。学習課題に対する自分の考えや，

学習内容のまとめなどを書くことにより，児童生徒一人一人の目標達

成状況が明らかになり，知識や技能，考え方などが身に付いているか

どうかを把握することができると考える。ただし，必ずしも毎時間書

く活動を行うわけではない。観察や実技等で見取る場合は，評価場面

を複数時間設けるなど，全員を見取ることができる工夫が大切である。

１単位時間の目標と照らし合わせ，指導計画の中で計画的に書く活動

を取り入れていくことが重要である。

研究内容３
学習評価の工夫

児童生徒の実態を把

握する診断的評価の

工夫

毎時間の目標達成を

見取る形成的評価の

工夫
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総括的評価では，単元の目標達成状況を総括するために，いろいろ

な評価方法を組み合わせて客観的に捉え，次の学習の診断的評価へと

つなげることが重要である。

本研究では，形成的評価や単元の指導後に行われるテストの結果な

どを踏まえ，観点別学習状況の評価の観点ごとに総括し，単元の目標

達成状況を把握している。

このように指導計画の各段階において，児童生徒の学習状況を計画

的に評価していくことにより，目標・指導・評価の一体化を図ること

ができると考える。

児童生徒一人一人の学習状況を的確に捉えるためには，評価方法や

評価場面を工夫することが重要である。

本研究では，評価の目的や評価場面に応じて，下記に示すような評

価方法を効果的に取り入れ，評価の妥当性・信頼性を高めている。

◆評価方法の一覧(◎，○，△は，評価との関連の程度を表す。)

単元の目標達成状況を

把握する総括的評価の

工夫

どな徴特・方仕の価評法方価評

テスト
・あらかじめ作成された問題に対する解答によって，達成状況などを

◎ ○ ◎
評価する。筆問筆答が基本となる。

質問紙 ・専門家や教師によって作成された質問紙を用いて，評価する。解答
◎ ◎ ◎

(アンケート) に正誤の別がない点が，テスト法と異なる。

観 察 ・児童生徒が取り組んでいる様子を観察し，達成状況を評価する。 ◎ ◎ ◎

発 言 ・児童生徒の発言内容を分析し，達成状況を評価する。 ◎ ◎ ◎

面接 ・教師と児童生徒が対面し，問答によって様々なことの実態を把握する。
○ △ ◎

(問答法)

実 技 ・児童生徒に，実際に演じさせて達成状況を評価する。 ○ ○ ◎

作 品 ・児童生徒が制作した作品から，達成状況を評価する。 △ ○ ◎

レポート ・児童生徒に何らかの課題を与えてレポートを書かせて，達成状況を評価する。 △ ○ ◎

学習プリン ・児童生徒が学習で使ったプリントやノートなどから，達成状況を評
○ ◎ ◎

ト・ノート 価する。

ポート ・上記の技法によって収集された資料を蓄積しておき，個人の学習の
○ ○ ◎

フォリオ 足跡を総合的に捉えて評価する。

自己評価
・児童生徒自らが自己の学習を振り返るとともに，教師が児童生徒の

△ ◎ ○
達成状況を把握する評価でもある。



第Ⅲ章 研究員の授業実践

○旭川市立共栄小学校 小学１年音楽科

授業者 相 澤 朋 子 研究員

○旭川市立旭川中学校 中学１年数学科

授業者 菅 原 大 研究員
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                   日 時  平成 24 年 10 月３日(水)５校時  実施 

                     児 童  旭川市立共栄小学校第１学年２組 23 名 

                     指導者  相 澤 朋 子 

 

１ 題材名   「いろいろな おとに したしもう」(教育芸術社 １年) 
 

２ 題材について 

〈教材観〉 

  本題材にかかわる学習指導要領の目標及び内容(抜粋)は，次の通りである。 

【学習指導要領】～第１学年(音楽科)の目標と内容～    

１ 目 標 
 ⑴ 楽しく音楽にかかわり，音楽に対する興味・関心をもち，音楽経験を生かして生活を 
  明るく潤いのあるものにする態度と習慣を育てる。 
⑵ 基礎的な表現の能力を育て，音楽表現の楽しさに気付くようにする。 
⑶ 様々な音楽に親しむようにし，基礎的な鑑賞の能力を育て，音楽を味わって聴くよう 
にする。 

２ 内 容   
Ａ 表現 
⑴ 歌唱 

   イ 歌詞の表す情景や気持ちを想像したり，楽曲の気分を感じ取ったりし，思いをも 
って歌うこと。 

  ⑵ 器楽 
   ウ 身近な楽器に親しみ，音色に気を付けて簡単なリズムや旋律を演奏すること。 
  ⑶ 音楽づくり 
   ア 声や身の回りの音の面白さに気付いて音遊びをすること。 
   イ 音を音楽にしていくことを楽しみながら，音楽の仕組みを生かし，思いをもって

簡単な音楽をつくること。 
Ｂ 鑑賞 
⑴ 鑑賞 

   ウ 楽曲を聴いて想像したことや感じ取ったことを言葉で表すなどして，楽曲や演奏 
の楽しさに気付くこと。 

〔共通事項〕 
   ア 音楽を形づくっている要素のうち次の(ｱ)及び(ｲ)を聴き取り，それらの働きが生 
    み出すよさや面白さ，美しさを感じ取ること。 
    (ｱ) 音色，リズム，速度，旋律，強弱，拍の流れやフレーズなどの音楽を特徴付け

ている要素。 

これまで音楽科では，「はくをかんじとろう」の題材で，体を動かしながら拍の流れを聴

き取り，それらの働きが生み出すよさや面白さを感じ取りながら，自分の考えや願いをもっ

て演奏する学習をしてきた。「はくにのってリズムをうとう」の題材では，歌詞の表す様子

を想像したり，拍の流れを感じ取ったりし，思いをもって歌う学習をしてきた。また，鍵盤

ハーモニカやカスタネット，タンブリンに親しみ，楽器の音色に気を付けて，簡単な２拍子

のリズムやドレミファソの旋律を演奏する学習をしてきた。さらに，楽曲を聴いて，想像し

たことや感じたことを体の動かし方や手拍子で表すなど，楽曲や演奏の楽しさに気付く学習

 

 

様子に合わせた音を工夫して音楽づくりをする学習 

研究員の授業実践 小学１年 音楽科 
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をしてきた。 

本題材では，楽曲や音を聴き，音色の様々な特徴や面白さに気付く活動を行う。また，そ

れらを生かして，音遊びや簡単な音楽づくりを行う。これらの活動を通して，自分の考えや

願いをもって，様子に合わせた音色を工夫して，音楽をつくることがねらいである。 

 

〈児童観〉 

  本題材にかかわる診断的評価を行った結果，本学級の児童の実態は次の通りであることが 

 分かった。 

「音楽への関心・意欲・態度」については，これまでの学習状況により評価し，次のよう 

な結果を得た。 

・「はくをかんじとろう」，「はくにのってリズムをうとう」では，「なまえあそび」や

「ことばあそび」など音の面白さに関心をもち，音遊びの活動に意欲的に取り組むことが

できている児童は，ほぼ全員であった。 

・「はくにのってリズムをうとう」，「けんばんハーモニカをふこう」では，カスタネット

やタンブリン，鍵盤ハーモニカなどの楽器に親しみ，自由に音を出して遊んだり，簡単な

リズムを演奏したりする活動に意欲的に取り組むことができている児童は，ほぼ全員で

あった。 

「音楽表現の創意工夫」については，これまでの学習状況により評価し，次のような結果

を得た。 

・「はくにのってリズムをうとう」では，楽曲の気分を感じ取って，自由に体を動かした

り，踊ったりしながら，表現を工夫して歌ったり，演奏したりすることができる児童は，

８割であった。 

・「けんばんハーモニカをふこう」では，楽曲のイメージに合うように，音の高低や強弱，

速度を変えて演奏することができる児童は，７割であった。歌詞の表す気分を感じ取り，

声や音色に気を付けて歌ったり演奏したりすることができる児童は，７割であった。 

「音楽表現の技能」については，これまでの学習状況により評価し，次のような結果を得 

た。 

・「はくをかんじとろう」では，４拍子の拍の流れにのって手拍子を打ちながら，楽曲の気

分に合わせて歌うことができる児童は，９割であった。 

・「けんばんハーモニカをふこう」では，ド～ソの５つの音の位置を覚えて，鍵盤ハーモニ

カを演奏することができる児童は，７割であった。 

「鑑賞の能力」については，これまでの学習状況により評価し，次のような結果を得た。 

・「はくをかんじとろう」，「はくにのってリズムをうとう」では，拍の流れを感じ取って 

手拍子を打ったり，歩いたり，踊ったりしながら，楽曲の楽しさに気付いて聴くことがで 

きる児童は，ほぼ全員であった。 

・「けんばんハーモニカをふこう」では，楽曲全体の気分や鍵盤ハーモニカの音色の美しさ

を感じ取って聴くことができる児童は，９割であった。 

 

これらの結果により，本学級は，音楽の学習への興味・関心は高く，自由に音遊びや楽器

遊びをすることに意欲的に取り組む児童が多い。しかし，物語のお話や場面の様子に合わせ

た音遊びは，これまで経験していない。また，拍の流れを感じ取り，拍の流れに合わせて音

を鳴らす技能や，鍵盤ハーモニカを演奏する技能については，個人差が大きいことが分かっ

た。 

 

〈指導観〉 

  本題材では，「シンコぺーテッド・クロック」の鑑賞を通して，いろいろな音や音色に興

味・関心をもたせるようにしたい。また，すずやトライアングル，鉄琴や鍵盤ハーモニカの

音色に気を付けて，音を鳴らすことができるようにしたい。さらに，星空の様子に合わせた
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音をつくる音遊びを通して，自分の考えや願いをもって音楽づくりをすることができるよう

にしていきたい。 

そのために，楽曲に合わせて体を動かしたり，面白かったことや感じたことを話し合わせ 

たりしていく。また，楽器の音色に気を付けながら聴いたり，鳴らし方をいろいろ試したり 

する活動を通して，楽器の音色の違いや面白さに気付かせていく。さらに，絵の様子に合わ 

せた音をつくる活動を通して，友達のつくった音を聴いたり，自分のつくった音を友達に聴 

かせたりすることにより，音色に気を付けて音を鳴らして，自分の音づくりのイメージを確 

かなものにしていく。 

 

３ 題材の目標 

いろいろな音に興味・関心をもち，楽曲全体にわたる気分を感じ取って聴いたり，音色に 

気を付けて簡単なリズムや旋律を演奏したりしながら，自分の考えや願いをもって様子に合 

わせた音を工夫し，簡単な音楽をつくることができるようにする。 

 

４ 評価規準 

題材の評価規準 

音楽への 

関心・意欲・態度 
音楽表現の創意工夫 音楽表現の技能 鑑賞の能力 

いろいろな音に興味・
関心をもち，意欲的に楽
曲全体にわたる気分を感
じ取って聴いたり，演奏
したりしながら簡単な音
楽づくりに進んで取り組
もうとしている。 
 
 

すずやトライアングル，
鉄琴の特徴を聴き取った
り，歌詞の表す情景や気持
ちを想像したり，それらの
働きが生み出すよさや面白
さを感じ取りながら，音遊
びや音を音楽にしていくこ
とを工夫し，どのように音
楽をつくるかについて，思
いをもっている。 

すずやトライアングルの
様々な特徴に気付き，それ
を生かして音遊びをしてい
るとともに，鍵盤ハーモニ
カや鉄琴に親しみ，音色に
気を付けて「きらきらぼ
し」を演奏している。 

音楽を形づくっている音
色を聴き取り，それらの働
きが生み出すよさや面白さ
などを感じ取りながら，楽
曲の演奏の楽しさに気付い
て，味わって聴いている。

１単位時間の評価規準 
①シンコペーテッド・ク
ロックから音色のかか
わり合いや演奏の楽し
さに興味・関心をも
ち，鑑賞の学習に進ん
で取り組もうとしてい
る。 

①すずやトライアングルの
様々な音色を聴き取り，
それらの働きが生み出す
音色の違いや面白さなど
を感じ取りながら，星空
の様子に合う音の出し方
を工夫して，楽しんでい
る。 

②「きらきらぼし」の歌詞
の表す情景や気持ちを想
像したり，楽曲の気分を
感じ取ったりして表現を
工夫し，どのように歌う
かについて自分の考えや

 願いをもっている。 
③すずやトライアングル，

鉄琴の様々な音色を聴き
取り，それらの働きが生
み出す音色の違いや面白
さなどを感じ取りなが
ら，自分の考えや願いを
もって星空の様子に合う
音の出し方を工夫して，
楽しんでいる。 

①すずやトライアングルの
様々な特徴に気付き，そ
れを生かして音遊びをし
ている。 

②鍵盤ハーモニカや鉄琴に
親しみ，音色に気を付け
て「きらきらぼし」を演
奏している。 

 

①音楽を形づくっている音
色を聴き取り，それらの
働きが生み出すよさや面
白さなどを感じ取りなが
ら，楽曲の演奏の楽しさ
に気付いて，味わって聴
いている。 
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５ 指導と評価計画  
１単位時間の学習内容    題材の学習課題及びまとめ ★努力を要する児童への手立て 

  動活習学な主 標目導指 時
評価規準
及び方法

見 

付 

け 

る 

 

１ 

◎シンコペーテッド・クロッ

クから音色のかかわり合い

や演奏の楽しさに興味・関

心をもち，それらの働きが

生み出すよさや面白さなど

を感じ取りながら，楽曲の

演奏の楽しさに気付いて，

味わって聴くことができる

ようにする｡ 

 

 

 

 

○「シンコペーテッド・クロック」を聴き，ウッドブロックとトラ

イアングルの音色に気を付けながら，楽曲全体の気分を楽しむ。 

★一緒に体を動かしたり，歩いたりしながら聴かせる。 

○楽曲に合わせて体を動かしたり，面白かったことや感じたことを

話し合ったりする。 

○主な旋律を口ずさみながら聴いたり，いちばん好きなところを発

表したりする。 

★友達や教師の真似をさせる。 

 

 

 

〈鑑①〉 

観察・発言

〈関①〉 

 観察・発言

求 

め 

る 

２ 

◎すずやトライアングルの

様々な特徴に気付き，それ

を生かして音遊びをするこ

とができるようにする。 

 

 

 

○「○○の音をつくろう」というクイズを通して，すずとトライア

ングルのいろいろな鳴らし方を試す。 

○すずとトライアングルの正しい持ち方と鳴らし方を知る。 

★よい響きのする楽器の持ち方や鳴らし方をしている児童の真似を

させる。 

○「これは何の音？」というクイズを通して，すずやトライアング

ルのいろいろな音から様子を考える。 

○音を鳴らしてみて気付いたことを話し合う。 

〈技①〉 

観察 

 

◎すずやトライアングルの

様々な音色を聴き取り，そ

れらの働きが生み出す音色

の違いや面白さなどを感じ

取りながら，星空の様子に

合う音の出し方を工夫し

て，楽しむことができるよ

うにする。 

 

 

 

 

○星空の様子を，挿絵やせりふをもとに想像する。 

○すずやトライアングルを使って，星空の様子に合う音づくりをす

る。 

★挿絵の星の数に着目して，だんだん増えていることに気付かせ，

音の数を考えさせる。 

★教師が鳴らしたいろいろな音から，自分のイメージに合う音を選ばせる。 

○朗読やつくった音を入れて演奏を楽しむ。 

〈創①〉 

観察・発言

 

 

 

 

４ 

◎「きらきらぼし」の歌詞の

表す情景や気持ちを想像し

たり，楽曲の気分を感じ

取ったりして表現を工夫

し，どのように歌うかにつ

いて自分の願いや考えをも

つことができるようにす

る。 

 

 

○「きらきらぼし」の歌詞を読みイメージを膨らませる。 

○星空を見たときの様子について話したり，絵本を読んだりしてイ

メージを膨らませるようにする。 

○星空の様子に合わせた歌い方で歌う。 

★星のカード(楽しい・悲しいなど)を見せて，自分の考えに合うも

のを選ばせる。 

○「きらきらぼし」の階名唱，階名暗唱をする。 

〈創②〉 

観察・発言

 

 

 

 

みみをすまして おとを きこう。 

ようすにあわせた いろいろな おとに したしもう。 

すずや トライアングルで ようすに あうような おとをな 

らそう。 

おほしさまの ようすに あうような おとを ならして た 

のしもう。 

おほしさまの ようすを おもいうかべながら うたおう。 
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５ 

・ 

６ 

 

◎鍵盤ハーモニカや鉄琴に親

しみ，音色に気を付けて

「きらきらぼし」を演奏で

きるようにする。 

 

 

 

○「きらきらぼし」の階名唱，階名暗唱をする。 

○鍵盤ハーモニカで，「きらきらぼし」を星になったつもりで演奏

する。 

★自分や友達の鍵盤ハーモニカの音をよく聴いて演奏させる。 

★十分に階名唱をしてから鍵盤ハーモニカの練習をさせる。 

★息の入れ方に気を付けながら鍵盤ハーモニカの練習をさせる。 

○鉄琴のいろいろな鳴らし方を試す。 

★マレットを変えて，よい音を探させる。 

○鉄琴の演奏の仕方を知る。 

○鉄琴で「きらきらぼし」の鉄琴パートを練習する。 

★音板を打つ順番が分かるように，印の付いている鉄琴で練習させ

る。 

○鉄琴パートと鍵盤ハーモニカパートに分かれて「きらきらぼし」

を合奏する。 

○鉄琴パートと鍵盤ハーモニカパート，歌パートに分かれて「きら

きらぼし」を合奏する。 

〈技②〉 

観察 

 

 

高 

め 

る 

７ 

◎すずやトライアングル，鉄

琴の様々な音色を聴き取

り，それらの働きが生み出

す音色の違いや面白さなど

を感じ取りながら,自分の

考えや願いをもって星空の

様子に合う音の出し方を工

夫して，楽しむことができ

るようにする。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

○星空の様子を，挿絵やせりふを基に想像する。 

○すずやトライアングル，鉄琴を使って，星が減っていく様子に合

う音づくりをする。 

★挿絵の星の数に着目して，だんだん減っていることに気付かせ，

音の数や強弱を考えさせる。 

★教師が鳴らしたいろいろな音から，自分のイメージに合う音を選

ばせる。 

○「きらきらぼし」を歌った後に，つくった音を入れて演奏を楽し 

む。 

○音遊び(星が増える様子)・「きらきらぼし」の演奏・音遊び（星

が減る様子）を続けて演奏し，一つの星空の音楽として楽しむ。 

 

 

 

 

〈創③〉 

観察・発言

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おほしさまの ようすに あわせて つくった おとで たの 

しもう。 

いろいろな ようすに　あわせた おとが できたよ。 

いろいろな おとが あって たのしいね。 

きらきらぼしを おほしさまに なったつもりで けんばんハ 

ーモニカや てっきんで えんそうしよう。 
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６ 本時の学習 （７時間扱い ３／７）                                                       

  ⑴ 目 標 

    ・すずやトライアングルの様々な音色を聴き取り，それらの働きが生み出す音色の違いや

面白さなどを感じ取りながら，星空の様子に合う音の出し方を工夫して，楽しむことが

できるようにする。 

 ⑵  授業仮説 

    ・絵からイメージする「様子を表す言葉」と「音色を表す言葉」を関連付けて考えさせる

発問を工夫することにより，星空の様子に合う音を鳴らして楽しむことができ，目標を

達成することができるであろう。 

  ⑶  展 開                                                  

１単位時間の学習内容 ☆形成的評価を生かした手立て ★努力を要する児童への手立て 

 動活の童児 動活の師教

１ 前時までの確認をする。 

 「この前は，様子に合う音をつくって遊びましたね。」 

 「これは，何の音だったかな？」 

 

 

２ 本時のめあてを提示する。 

「この前は，すずとトライアングルを使って，いろんな

音をつくって遊んだんだけど，今日は，みんなでお星

様の音をつくって遊びますよ。」 

 「しかも，ただ音を鳴らすのではなくて，紙芝居のお話に

合わせて，音を鳴らしてもらいます。」 

 「じゃあ，紙芝居を見せますよ。絵から，どんな音が聞こ

えてきそうか，考えながら見てね。」 

 「まず，１枚目です。」 

 「あっ，遠くの空で一番星が光り始めましたよ。」 

 

 

 「次に，２枚目です。」  

 「ほら，あっちでもこっちでも…，お星様がだんだん増え

てきたね。」 

 「最後に，３枚目です。」 

 「たくさんのお星様が，みんなで楽しそうに歌っている

よ。」 

 

 

 

１ 前時までの活動を思い出す。 

 

・目覚まし時計のベルだ。 

・クリスマスの音だね。 

 

２ 本時のめあてを把握する。 

・(お星様の音をつくるのか。) 

・(どんな音にしようかな。) 

 

・(紙芝居に合わせるのか。) 

 

・(どんな音が聞こえてくるのかな。) 

 

 

・お星様が一つあるよ。 

・一番星だ！ 

・(どんな音がするかな。) 

 

・お星様が増えたよ。 

・(どんな音がするかな。) 

 

・お星様が歌っているね。 

・(どんな音がするかな。) 

３ それぞれの場面の様子を，黒板に貼った挿絵やせりふを

基に想像させる。 

「今，みんなに紙芝居を見てもらったんだけど，お星様

はどんな様子だったかな？」 

 「１枚目のお星様はどんな様子だった？」 

 「２枚目のお星様はどんな様子だった？」 

 「３枚目のお星様はどんな様子だった？」 

３ それぞれの場面の様子を，挿絵やせりふを

もとに想像する。 

 

 

・一番星が光り始めたよ。 

・お星様がだんだん増えてきたよ。 

・お星様が楽しそうに歌っているよ。 

おほしさまの ようすに あうような おとを ならして たのしもう。 
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 「じゃあ，お星様の様子を音にすると，どうなるかな？」

 

「１枚目は，一番星が光り始めたんだって｡どんな音だろ

うね。」 

 

 「２枚目は，お星様がだんだん増えてきたんだって。音は

どんなふうになるかな？１枚目と違うかな？」  

 

 「３枚目は，お星様が楽しそうに歌っているんだって。楽

しそうに歌っているような音って，どんな音だろう

ね？」 

 

☆イメージをもたせるために，キーワードになる言葉を板

書する。 

 

４ すずやトライアングルを使って，星空の様子に合う音づ

くりをさせる。 

 「今，みんなが口で言った音を，すずやトライアングルで

鳴らしてみようね。」 

 「まずは，一人でお星様の様子に合う音を鳴らしてみま

しょう。」 

 

 

 「それでは,できた音をお隣さんに聴かせてあげましょ

う。」 

 

★星の数に着目させて，だんだん数が増えていることに気

付かせ，音の数を考えさせる｡ 

★教師が鳴らしたいろいろな音から，自分のイメージに合

う音を選ばせる。 

 

 

 

 

 

 

 

５ 星空の様子に合う音を出していた児童を紹介する。 

 

「お星様の様子に合う音を出していた友達を紹介します

よ。」 

「○○さん，みんなに聴かせてあげてください。」 

 

 

☆音の数を増やすことで星空の様子を表現した児童，楽

器や音色を変えることで星空の様子を表現した児童を

紹介し，なぜそのような鳴らし方をしたのか理由を考

えさせる。 

 

 

・「キラッ」 

・「チカッ」 

・「ピカッ」 

・「キラ，キラ」 

・「チカ，チカ」 

・「ピカ，ピカ」 

・「キラ，キラ，キラ」 

・「チカ，チカ，チカ」 

・「ピカ，ピカ，ピカ」 

 

 

 

 

４ すずやトライアングルを使って，星空の様

子に合う音づくりをする。 

・(どうやって鳴らそうかな？) 

 

・(「キラッ」とした音を鳴らしてみようか 

な。) 

・(「ピカピカ」の音をどうやって鳴らそう

かな。) 

・「シャン」って鳴らしたところがよかっ

たよ。 

・私と同じ鳴らし方だったよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 星空の様子に合う音を出していた児童のつ

くった音を聴く。 

・(みんなはどんな鳴らし方をしたのかな？)

 

・お星様が増えているように聴こえたよ。 

・キラキラした音が出ていたよ。 

・(いろんな鳴らし方があるんだな。) 

 

 

 

 

【評価場面①】 
〈創①〉観察 
Ａ すずやトライアングルの様々な特徴を聴き取り，それらの働きが生み出す音色の違いや面白さなどを感

じ取りながら，星空の様子を音色の特徴と関連付けて，お話に合う音の出し方を工夫して楽しんでい
る。 

Ｂ すずやトライアングルの様々な特徴を聴き取り，それらの働きが生み出す音色の違いや面白さなどを感
じ取りながら，星空の様子に合う音の出し方を工夫して楽しんでいる。 
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「みんな，お星様の様子に合う音を鳴らせたね，みんなお 

星様みたいで楽しそうだったよ。」 

 

６ 音づくりの続きをさせる。 

 「今度は，友達と一緒にさっきの続きをします。でもね，

  今度は，みんなもお星様になったつもりで，お星様の 

  様子に合う音を鳴らしてみてください。」 

 

 

★どんな音を出したいか，児童と相談しながら音づくり

を進める。 

 

 

 

 

 

 

 

７ 星空の様子に合わせてつくった音を鳴らさせ，最後に

「きらきらぼし」を聴かせる｡ 

 「最後に，紙芝居のお星様の様子に合わせてつくった音を

みんなで鳴らしてみます｡まずは,１・２・３班の人達が

鳴らしますよ。それでは紙芝居を読みますよ。準備はい

いですか？」 

 「次は，４・５・６班の人達が鳴らします。それでは紙芝

居を読みますよ。準備はいいですか？」 

 

８ 次時の学習内容を知らせる。 

 「実は，この紙芝居には続きがあってね，お星様の歌が続

くのですよ。」 

 

 「じゃあ，今度の時間は，この星の歌を勉強しようね。」

 

 

 

 

６ 音づくりの続きをする。 

・(どんなお星様になろうかな？) 

・(○○さんがやってた鳴らし方でやってみ 

ようかな？) 

・(○○さんと一緒にやってみたいな。) 

・(踊っちゃおうかな？) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 星空の様子に合わせてつくった音を鳴らし

最後に「きらきらぼし」を聴く。 

・(お話に合わせて音を出すんだな。) 

・(楽しみだな。) 

・(みんなで鳴らすとどうなるかな？) 

 

・紙芝居の朗読に合わせて，星空の様子に合

う音を鳴らす。 

 

８ 次時の学習内容を知る。 

・「きらきらぼし」を聴く。 

・この歌，知っているよ！ 

・「きらきらぼし」だ！ 

・(歌ってみたいな。) 

 

 ⑷ 板書  

 

 

 

 

【評価場面②】 
〈創①〉観察 
Ａ すずやトライアングルの様々な特徴を聴き取り，それらの働きが生み出す音色の違いや面白さなどを感

じ取りながら，星空の様子を音色の特徴と関連付けて，お話に合う音の出し方を工夫して楽しんでい
る。 

Ｂ すずやトライアングルの様々な特徴を聴き取り，それらの働きが生み出す音色の違いや面白さなどを感
じ取りながら，星空の様子に合う音の出し方を工夫して楽しんでいる。 
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７ 本時の授業記録及び分析 

時間  動活の童児 動活の師教

13:45 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
13:49 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
13:52 
 
 
 
 
 
 

○前時までの確認をする。 
Ｔ 挨拶をしますよ。 
Ｔ 今日も楽器遊びをしていくのだけども，さて

どんな勉強の名前か覚えていますか？ 
Ｔ はい，すごい，よく覚えていたね。 

そう，いろいろな音に親しもうっていうお勉
強をしていたね。 

Ｔ 昨日は，みんなで様子に合う音をつくって遊
んだよね。どんなのがあったかな？ 
※すずを縦にシャンシャン鳴らす。 

Ｔ そう，よく覚えていたね。 
Ｔ 様子に合う音。サンタさんのそりが走ってい

る音。 
※「サンタさんのそり」と板書する。 

Ｔ 他になかった？これだけでしたか？ 
 
 
※トライアングルをチーンチーンと鳴らす。 

Ｔ これはなんだっけ？ 
※トライアングルをジリジリ鳴らす。 

Ｔ 目覚まし時計の音っていうのもありました。 
※「目覚まし時計のベル」と板書する。 

Ｔ ここに書いてなくても，もっともっとたくさ
んあったよね。 
 

○本時のめあてを提示する。 
Ｔ 今日はすずとねトライアングルを使って，み

んなに，お星様の音を鳴らしてほしいの。 
Ｔ そう，お星様の音。 
Ｔ ただ，お星様の音を鳴らすのではなくて紙芝

居のお話に合わせた，音を鳴らしてほしいんだ
よね。 

Ｔ お話に合う音。紙芝居に合わせてね。 
Ｔ それでは，その紙芝居を見せますので，先生

の机の周りに，そっと来てください。 
Ｔ まず，１枚目。 
Ｔ 遠くの空で一番星が光り始めたよ。一番星，

見たことある？ 
Ｔ ２枚目。ほら，あっちでもこっちでもお星様

がだんだん増えてきたね。 
Ｔ ３枚目。たくさんのお星様がみんなで楽しそ

うに歌っているよ。 
Ｔ こんなにいっぱい，歌っているんだって。 
Ｔ 紙芝居は３枚です。席に戻ってください。 
Ｔ 今，見せた紙芝居のお星様の様子に合う音を

鳴らすよ。 
Ｔ はい，今日勉強することは，これです。 

※課題を黒板に貼る。 
 
 
 
Ｔ じゃあ，全員で言うよ。さん，はい。 
 
Ｔ はい，今日勉強すること，分かった？ 
 
○それぞれの場面の様子を，黒板に貼った挿絵や

せりふを基に想像させる。 
Ｔ ちょっと考えてほしいんだけど，今ね，みん

なに紙芝居を見てもらったんだよね。お星様は
どんな様子だったかな？ 

Ｔ 1 枚目の紙芝居，２枚目の紙芝居，３枚目の紙
芝居。 

 
※オルガンに合わせて礼をする。 
Ｃ  いろいろな音に親しもう。(多数) 
 
 
 
 
Ｃ８ サンタクロースの音 
Ｃ22 音あてクイズ 
 
 
 
 
 
Ｃ５ すず虫とか。 
Ｃ９ せみ。 
Ｃ３ 心臓の音とか。 
Ｃ15 時計のボーンボーンって音。 
 
Ｃ  目覚まし時計の音。(多数) 
 
 
 
 
 
 
Ｃ  えー！(多数) 
Ｃ  お星様？(多数) 
 
Ｃ  えー！(多数) 
Ｃ22 お話の音？ 
 
 
※前の方に集まる。 
 
Ｃ６ 一番星。 
Ｃ22 見たことない。 
 
 
 
Ｃ  こんなにいっぱい！(少数) 
 
 
Ｃ  えー！(少数) 
 
 
 
 
 
 
 
Ｃ  お星様の様子に合うような音を鳴らして楽し
  もう。(全員) 
Ｃ  分かった。(数人) 
 
 
 

Ｃ22 一番星。 
 
 
 
 

 おほしさまの ようすに あうような おとを ならして たのしもう。 
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※黒板に紙芝居を貼る。 

Ｔ １枚目のお星様の様子はどんなのだった？ 
 
 
Ｔ １枚目の紙芝居は一番星が出た様子でした。 

※黒板に「ようす」「いちばんぼし」のカード
を貼る。 

Ｔ じゃあ，２枚目。お星様はどんな様子でした
か？ 

Ｔ 忘れちゃったかな？ 
Ｔ じゃあ，答えを出すよ。 
※「だんだんふえてきた」のカードを黒板に貼
る。 

Ｔ はい，２枚目は，お星様がだんだん増えてき
た様子だったね。 

Ｔ じゃあ，３枚目。 
Ｔ はい，Ｃさん。 
 
 
Ｔ 正解。３枚目の様子は，お星様が楽しそうに

歌っている様子でした。 
 

☆イメージをもたせるために，キーワードになる
言葉を板書する。 
 

 主発問 
Ｔ お星様の様子を今，言ってもらったんだけど, 

今日のめあては，お星様の様子に合うような音 
を鳴らすことです。今，紙芝居からは音が聞こ 
えないんだけど，さあ，どんな音が聞こえてく 
るでしょう？ 

 
Ｔ まず，１枚目。一番星の音ってどんな音だろ

う？ 
※キラキラ，プゥー，ピカピカ，ピカッ，キラ
 リンと板書する。 

 
Ｔ じゃあ２枚目も同じように考えてみるよ。だ

んだん増えてきた音ってどんな音？ 
 ※ピュー，ヒュードン，シャラシャラ，ジャラ

ジャラジャラと板書する。 
Ｔ 一番星の音，だんだん増えてきた音，楽しそ

うに歌っている音。さあ，どんな音かな？ 
 ※ピカピカピカピカ，キャラキャラ，チャンチ

ャン，シャラシャラと板書する。 
 
 
 
 
 
 
 
○すずやトライアングルを使って，星空の様子に

合う音づくりをさせる。 
Ｔ 今，みんなに，口でお星様の様子の音を言っ

てもらったんだけど，これを，楽器で鳴らした
らどうなるかな？やり方を説明するよ。 

Ｔ まず，最初に一番星の様子の音をつくります｡
どんな音にしようかな？って考えていろいろな
楽器を使って，この音かな？この音かな？あっ
これがいい！って決めたら鳴らしてください。
「私の一番星の音はこれだ。」って鳴らしてく
ださい。だから，音を鳴らすときは，「一番星
の音」って自分で言って，音を鳴らすんだよ。

 

 
 
Ｃ22 はい，「空には一番星が光っていました。」

です。みなさん，どうですか？ 
Ｃ  いいです。(多数) 
 
 
 
 
 
Ｃ  はい。(多数) 
Ｃ  だんだん増えてきた。(数名) 
 
 
 
 
 
Ｃ９ 「お星様が歌っているよ。」です。みなさ

ん，どうですか。 
Ｃ  いいです。(多数) 
 
 
 
 
 
 
 
Ｃ５ キラキラキラ。 
 
 
 
 
 
Ｃ10 キラキラキラ。 
Ｃ23 プゥー。 
Ｃ15 ピカピカです。 
Ｃ２ キラリンです。 
Ｃ５ うんとね，ピカッ。ピカって光るの。 
Ｃ６ ピュー。 
Ｃ12 ヒュードン。 
Ｃ15 はい，シャラシャラです。 
Ｃ７ ジャラジャラジャラ。 
Ｃ16 ピカピカピカピカって。 
Ｃ14 キャラキャラです。 
Ｃ19 チャンチャンです。 
Ｃ８ シャラシャラです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

形成的評価により，音色のイメージ
をもちにくいと予想されたので，「星
空の様子を表す言葉」と「音色を表す
言葉」を関連付けて考えさせるための
発問を工夫した。 

発問の工夫 

本時の主発問が本時の目標達成に向けた主な手立てである。Ｃ15 やＣ10 のよう
に，鳴らしたい音を，より具体的にイメージすることができ，音を鳴らすときのき
っかけをつくることができた。 

仮説の分析 
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Ｔ できたら，２番目です。今度は，「だんだん

増えてきた」って言って音を鳴らすんだよ。 
Ｔ 最後は３番目。「楽しそうに歌ってる」って

言って鳴らすんだよ。いろんな音を試して，ぴ
ったりの音を見付けてください。 

Ｔ よし，じゃあ，できない人は先生が行って教
えるので，言ってください。 

Ｔ いいかな？すずもトライアングルも，使って
いいからね。 

Ｔ どっちも使っていいです。 
※机間指導を行う。 

 
★星の数に着目させて，だんだん数が増えて 
いることに気付かせ，音の数を考えさせる｡ 

★教師が鳴らしたいろいろな音から，自分の 
イメージに合う音を選ばせる。 

 
 
 
Ｔ 困ってる？ 
Ｔ どんな音を出したいの？ 
Ｔ こんな音？ 

※トライアングルでチーンと音を鳴らす。 
Ｔ こんな音？ 
※トライアングルでチリチリと音を鳴らす。 

Ｔ じゃあ，やってみて。 
Ｔ そう，じゃあ，「一番星の音」って言って鳴

らしてごらん。 
Ｔ そう。じゃあ２枚目も同じようにやってみて｡ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｔ はい，じゃあ，一回やめます。そしたらね，

できた人も途中の人もいるんだけれども，お隣
さんに聴かせてあげたいと思います。 
※列の窓側，廊下側と交互に演奏させる。 

Ｔ みんな，お星様の音をつくれたかな？つくれ
た人？ 

 
○星空の様子に合う音を鳴らしていた児童を紹介

する。 
 

☆音の数を増やすことで星空の様子を表現した児
童，楽器や音色を変えることで星空の様子を表
現した児童を紹介し，なぜそのような鳴らし方
をしたのか理由を聞く。 

 
Ｔ そしたらね，今，先生が見ててね，お星様の 
様子にぴったり合っているな，って思った人が 
何人かいたので，紹介したいと思います。 

 
※一人目の児童に音を鳴らさせる。 

 
Ｔ まず，一番星の音。 
Ｔ だんだん増えてきた音。 
 
Ｔ みんな，増えてきたように聴こえた？ 

 
 
 
 
 
 
Ｃ22 どっちも使っていいの？ 
 
 
※各自，音づくりをする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｃ５ うん。 
Ｃ５ シャラって音。 
Ｃ５ ううん。(違う) 
 
Ｃ５ うん，こんなの。 
 
※教師の真似をして鳴らす。 
Ｃ５ 一番星の音。(鳴らす) 
 
Ｃ５ うん，分かった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※列の窓側，廊下側と交互に演奏する。 
Ｃ  はい。(多数) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｃ５ (トライアングルで，チーンと鳴らす。) 
Ｃ５ (トライアングルで，チリチリチリチリと鳴

らす。) 
Ｃ  聴こえてる。 

机間指導において，手の止まっている児童
(診断的評価においてＣ「努力を要する」と
判断した児童)に対して，個別に助言してい
る様子。この手立てにより，児童は自分のイ
メージに合った音を見付けることができ，自
分で音づくりができるようになった。 

いろいろな鳴らし方を知ったり，次
の音づくりへの意欲付けをしたりする
ために，形成的評価においてＡ「十分
満足できる」と判断した児童の鳴らし
方や，なぜそのような鳴らし方をした
かを紹介した。その結果，友達の鳴ら
し方や，なぜ,そのような鳴らし方を
したかの理由を聞くことにより,児童
はいろいろな鳴らし方を知ることがで
き，２回目の音づくりへの意欲付けと
なった。 

 １回目の音づくりをする活動は，目標達成状況を把握する主な評価場面の１回目
である。ここでは，主に診断的評価においてＣ「努力を要する」と判断した児童を
中心に見取った。特に上記のＣ５のように，やり方が分からず手が止まっている児
童に個別に支援を行った。また，気分が乗らず手が止まっている児童に対しても支
援を行った。この他に，楽器を変えたり，音色を変えたりすることで星空の様子を
進んで表現した児童を見取り，次の活動の手立てに生かした。 
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Ｔ 聴こえてるね。すごいね。はい，拍手。 

※二人目の児童に音を鳴らさせる。 
Ｔ 一番星の音。 
Ｔ だんだん増えてきた音。 
Ｔ 楽しそうに歌っている音。 
 
Ｔ どうだい？ 
Ｔ 楽器を変えたんだね。 
Ｔ みんな，どうして楽器を変えたんだと思う？

ちょっと考えてみて。 
 
 
 
 
 
 
 
Ｔ どうして楽器を変えたんですか？みんなに教

えてあげてください。 
Ｔ なるほど。工夫してるね。みんな拍手！はい,

ありがとう。すごく上手でした｡ 
 
○音づくりの続きをさせる。 
Ｔ まだ，音づくりをするよ。お友達のを見て真

似したい人もいると思うんだよね。 
Ｔ 今度は，お友達と一緒に一番星の音，だんだ

ん増えてきた音，楽しそうに歌っている音，を
鳴らしてみます。 

Ｔ 立ってもいいですし，動いてもいいよ。ただ
座ったまんま，音を鳴らすのだったらつまらな
いから，みんなが今度お星様になったつもりで
鳴らしてみようね。みんなお星様だよ。ピカピ
カして，キラキラして，シャラシャラしてるよ｡
お星様になったつもりで，音を鳴らしてほしい
んだ。 

Ｔ はい，それでは始めてください。 
 
★どんな音を出したいか，児童と相談しながら音

づくりを進める。 
 
Ｔ 音づくりはできたかい？ 
Ｔ 迷っているの？ 
Ｔ すずとトライアングル,どっちを使いたいの？ 
Ｔ まず一番星の音をつくってみようか。どんな

音がいい？ 
Ｔ こんな音？ 
 ※すずで縦にシャンと音を鳴らす。 
Ｔ こんな音？ 
 ※すずで横にシャラシャラと鳴らす。 
Ｔ じゃあ，自分で鳴らしてみて。 
 
Ｔ よし，じゃあ今度はお友達と一緒にやってみ

ようか。先生と一緒にお友達のところに行って
みようね。 

 
 
 
 
 
 
Ｔ 友達とやってみたね。さっきよりもどうだい？

楽しかった？楽しくなかった？ 
Ｔ お友達とやると，いっぱい「あっこんなやり

方もあるんだ！」とか「こんな音も出るんだ！｣
ってお勉強になるね。 

 
※みんな拍手する。 
 
Ｃ20

20

20

 (トライアングルでチーンチーンと鳴らす。)
Ｃ (すず２つで縦にシャンシャンと鳴らす。)
Ｃ  (すず２つで横にシャラシャラと素早く鳴ら

す。) 
Ｃ５ 楽しそう。 
Ｃ22 私も。 
Ｃ21 いろいろな音に変えるため。 
Ｃ14 きれいな音を出すため。 
Ｃ10 流れ星は，ちょっとだけ聴こえるように，だ

 んだん大きく聞こえるように，音が近くなる時
もあるから楽器を変えた。 

Ｃ22 あんまりトライアングルだと，自分が思って
も難しいのがあったから，すずはどうかなと思
って変えたら，それに合うのがあったから，そ
うした。 

Ｃ20  トライアングルだったら，音がきれいだけ
ど，音を変えたほうがいいから変えた。 
  

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
※友達と一緒に音づくりをする。 
 
 
 
 
Ｃ９ まだ。 
Ｃ９ うん。 
Ｃ９ すず。 
Ｃ９ 分かんない。 
 
Ｃ９ 違う。 
 
Ｃ９ こんなの。 
 
Ｃ９ 一番星の音。 

(鳴らす)  
Ｃ９ うん。 
※友達と一緒に音づくりの続きをする。 

 
 
 
 
 
 
 
Ｃ  楽しかった。(多数) 
 
 
 
 

 

机間指導において，
手の止まっている児童
に対して，個別に助言
している様子。この手
立てにより，児童は自
分のイメージした音を
見付けることができる
とともに，友達と一緒
に音づくりができるよ
うになった｡ 
 

２回目の音づくりをする活動は，目標達成状況を把握する主な評価場面の２回目で
ある。１回目の評価で見取ったＣ５の児童は自ら進んで活動できていたので，Ｃ９(手
が止まっていた児童)にかかわった。その結果，児童は自分のイメージした音を見付
けることができるとともに，友達と一緒に音づくりができるようになった｡ 
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○星空の様子に合わせてつくった音を鳴らさせ，
最後に「きらきらぼし」を聴かせる。 

Ｔ じゃあね，最後にみんなが頑張ってつくって
くれた音を紙芝居に合わせて鳴らしてみたいと
思います。 
※１・２・３班の児童に音を鳴らさせ，４・５

・６班の児童に音を聴かせる。次に，４・５
・６班の児童に音を鳴らさせ，１・２・３班
の児童に音を聴かせる。 

 
○次時の学習内容を知らせる。 
Ｔ はい，今日は紙芝居のお星様の様子に合わせ

て音を鳴らしたんだけれども，実はこの紙芝居
の後には続きがあってね，お星様の音が続くの
ですよ。 

Ｔ お星様の歌，みんな知ってるかな？ 
 ※オルガンで「きらきらぼし」を弾く。 
Ｔ そう，この紙芝居の続きって，実は「きらき

らぼし」の歌が続くのですよ。 
Ｔ 今度の音楽の時間は，この「きらきらぼし」

をお勉強したいと思います。 
Ｔ 挨拶をしますよ。 
※オルガンに合わせて挨拶する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
※１・２・３班の児童が音を鳴らし，４・５・６
班の児童が音を聴く。次に，４・５・６班の児
童が音を鳴らし，１・２・３班の児童が音を聴
く。 

 
 
Ｃ5 やっぱり，そう思った。 
 
 
 
Ｃ3 知ってる。 
Ｃ 「きらきらぼし」です。(多数) 
 
 
 
 
 
※オルガンに合わせて礼をする。 
  
 
 
 
 
 
 

 

 

 

◇本時の目標達成状況 
  主に星空の様子に合う音づくりをする場面で，目標達成状況を評価した。 
  すずやトライアングルの様々な特徴を聴き取り，それらの働きが生み出す音色
の違いや面白さを感じ取りながら，星空の様子に合う音の出し方を工夫して楽し
むことができ，目標を達成することができたと考えられる児童は，100％であった。
※発問の工夫により，音づくりのきっかけをつくることができた。さらに，全体
で鳴らし方の工夫を交流する場面を設定したことも効果的であった。これらの
ことにより，音色の違いや面白さを感じ取りながら星空の様子に合う音の出し
方を工夫して楽しむことができ，目標達成につながったと思われる。 

１回目の音づくりをする場面において，紙芝
居の１枚目はトライアングルで「チーン，チー
ン」，２枚目はすず２つで縦に「シャンシャ
ン」，３枚目は同様に横に「シャラシャラ」と
素早く鳴らした。このように，楽器や音色を変
えるとともに，音の数を増やすことで星空の様
子を表現するなど，音色の特徴と関連付けてお
話に合う音の出し方を工夫して楽しんでいるの
で，Ａ「十分満足できる」状況と判断した。 

 交流を行った後の音づくりにおいて，どのような
音を出したらよいか迷っている児童（診断的評価に
おいて，Ｃ「努力を要する」と判断した児童）に対
して，教師が実際に音を鳴らしてみせ，どの音が自
分のイメージする音に近いかを考えさせた。この手
立てにより，児童は星空の様子に合わせて音づくり
を進めることができるようになったので，Ｂ「おおむ
ね満足できる」状況と判断した。 

〈Ａ「十分満足できる」と判断した児童の様子〉 

〈Ｂ「おおむね満足できる」
と判断した児童の様子〉
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⑴　題材の指導目標 ⑵　題材の評価規準　

⑶ 　評価計画表（８時間扱い）
時時
間

具具体的
評価場面

評評価
方法

評評価規準
十分満足できる(Ａ)

評価規準
おおむね満足できる(Ｂ)

1 鑑 ①

「シンコペーテッ
ド・クロック」か
ら聴こえてくる音
に注意しながら聴
く場面

観察
発言

音楽を形づくっている音色を聴き取り，そ
れらの働きが生み出すよさや面白さなどを
感じ取りながら，音色のかかわり合いを感
じ取ったり，楽曲の演奏の楽しさに気付い
たりして，味わって聴いている。

音楽を形づくっている音色を聴き取
り，それらの働きが生み出すよさや
面白さなどを感じ取りながら，楽曲
の演奏の楽しさに気付いて，味わっ
て聴いている。

1 関 ①

「シンコペーテッ
ド・クロック」か
ら聴こえてくる音
に注意しながら聴
く場面

観察
発言

シンコペーテッド・クロックから音色のか
かわり合いや演奏の楽しさに興味・関心を
もち，主旋律を口ずさんだり，楽曲に合わ
せて体を動かしたりしながら，鑑賞の学習
に進んで取り組もうとしている。

シンコペーテッド・クロックから音
色のかかわり合いや演奏の楽しさに
興味・関心をもち，鑑賞の学習に進
んで取り組もうとしている。

2 技 ①

音 色 に 気 を 付 け
て，すずやトライ
アングルを鳴らす
場面

観察

すずやトライアングルの様々な特徴に気付
き，それを生かし，よい響きがする演奏の
仕方を意識して音遊びをしている。

すずやトライアングルの様々な特徴
に気付き，それを生かして音遊びを
している。

3 創 ①

星空の様子に合う
音の出し方を工夫
して，すずやトラ
イアングルを鳴ら
す場面

観察
発言

すずやトライアングルの様々な特徴を聴き
取り，それらの働きが生み出す音色の違い
や面白さなどを感じ取りながら，星空の様
子を音色の特徴と関連付けて，お話に合う
音の出し方を工夫して，楽しんでいる。

すずやトライアングルの様々な特徴
を聴き取り，それらの働きが生み出
す音色の違いや面白さなどを感じ取
りながら，星空の様子に合う音の出
し方を工夫して，楽しんでいる。

4 創 ②

「きらきらぼし」
の歌詞の表す情景
を思い浮かべなが
ら歌う場面

観察
発言

「きらきらぼし」の歌詞の表す情景や気持
ちを想像したり，楽曲の気分を感じ取った
りして，音楽を形づくっている要素と関連
付けながら，表現を工夫し，どのように歌う
かについて自分の考えや願いをもっている。

「きらきらぼし」の歌詞の表す情景
や気持ちを想像したり，楽曲の気分
を感じ取ったりして表現を工夫し，
どのように歌うかについて自分の考
えや願いをもっている。

5
・
6

技 ②

鍵盤ハーモニカや
鉄琴で「きらきら
ぼし」の旋律を演
奏する場面

観察

鍵盤ハーモニカや鉄琴に親しみ，音色に気
を付けて，よい響きがする演奏の仕方を意
識して「きらきらぼし」を演奏している。

鍵盤ハーモニカや鉄琴に親しみ，音
色に気を付けて「きらきらぼし」を
演奏している。

7 創 ③

星空の様子に合う
音の出し方を工夫
して，すずやトラ
イアングル、鉄琴
を鳴らす場面

観察
発言

すずやトライアングル，鉄琴の様々な特徴
を聴き取り，それらの働きが生み出す音色
の違いや面白さなどを感じ取りながら，楽
器の演奏の仕方や組み合わせ方を試行錯誤
し，明確な自分の考えや願いをもって星空
の様子に合う音の出し方を工夫して，楽し
んでいる。

すずやトライアングル，鉄琴の様々
な特徴を聴き取り，それらの働きが
生み出す音色の違いや面白さなどを
感じ取りながら，自分の考えや願い
をもって星空の様子に合う音の出し
方を工夫して，楽しんでいる。

評評価規準の
観点・番号

音音楽表現の創意工夫
すずやトライアングル，鉄琴の特徴を聴き取ったり，歌詞の表す情景

や気持ちを想像したり，それらの働きが生み出すよさや面白さを感じ取
りながら，音遊びや音を音楽にしていくことを工夫し，どのように音楽
をつくるかについて思いをもっている。

音音楽表現の技能
すずやトライアングルの様々な特徴に気付き，それを生かして音遊び

をしているとともに，鍵盤ハーモニカや鉄琴に親しみ，音色に気を付け
て「きらきらぼし」を演奏している。

鑑鑑賞の能力
音楽を形づくっている音色を聴き取り，それらの働きが生み出すよさ

や面白さなどを感じ取りながら，楽曲の演奏の楽しさに気付いて，味わ
って聴いている。

８　学習評価シート(抜粋)

いろいろな音に興味・関
心をもち，楽曲全体にわた
る気分を感じ取って聴いた
り，音色に気を付けて簡単
なリズムや旋律を演奏した
りしながら，自分の考えや
願いをもって様子に合わせ
た音を工夫し，簡単な音楽
をつくることができるよう
にする。

音音楽への関心・意欲・態度
いろいろな音に興味・関心をもち，意欲的に楽曲全体にわたる気分を

感じ取って聴いたり，演奏したりしながら簡単な音楽づくりに進んで取
り組もうとしている。
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Ｃ Ｃ Ａ Ｃ Ｃ Ａ Ａ Ａ

A A A

C
C
↓
B

C A A A

A A A

A A A A

A A A A

A A A A

【【１単位時間の評価】

【【診断的評価】

鑑賞曲に合わせて， 口ず
さむことができない。

シンコペーテッ ド ・ クロッ クを聴いて， いろ
いろな音があることに気付いていた。

トライアングルの持ち方を
工夫して音を出すことで，
時計の「チクタク 」 の音を
表現していた。

シンコペーテッ ド・クロッ
クに合わせて， 自ら体を
動かしていた。

音の数を増やすことや楽器や音
色を変えることで， 星空の様子
を工夫して表現していた。

よい響きになるよう に， マレッ ト
の使い方をいろいろ試しながら音
を出していた。

すずやトライアングル， 鉄琴の演奏の仕方をいろい
ろ試しながら， 自分のイメ ージにあった音を鳴らし
ていた。 どんな音を出したいか， 理由も言えた。

トライアングルのたたく場
所が違う と ， 出る音が違う
ことに気付いていた。
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本学級は，音楽の学習への興味・関心は高く，自由に音遊びや楽器遊びをすることに意

欲的に取り組む児童が多い。しかし，物語のお話や場面の様子に合わせた音遊びは，これ
まで経験していない。また，拍の流れを感じ取り，拍の流れに合わせて音を鳴らす技能
や，鍵盤ハーモニカを演奏する技能については，個人差が大きいことが分かった。

 

いろいろな音に興味・関心をもち，楽曲全体にわたる気分を感じ取って聴いたり，音色 

に気を付けて簡単なリズムや旋律を演奏したりしながら，自分の考えや願いをもって様子 

に合わせた音を工夫し，簡単な音楽をつくることができるようにする。 

 
指導計画の主な時間における目標達成状況を，以下のように分析した。 
 

◎第１時の目標(「音楽への関心・意欲・態度」と「鑑賞の能力」) 
・シンコペーテッド・クロックから音色のかかわり合いや演奏の楽しさに興味・関心を 

もち，それらの働きが生み出すよさや面白さなどを感じ取りながら，楽曲の演奏の楽
しさに気付いて，味わって聴くことができるようにする。 

 
○目標達成状況 
「音楽への関心・意欲・態度」の観点にかかわる目標達成状況を，主に観察・発言により評

価した。 
・シンコペーテッド・クロックから音色のかかわり合いや演奏の楽しさに興味・関心を 
もち，鑑賞の学習に進んで取り組もうとしている児童は，91％であった。 

 
「鑑賞の能力」の観点にかかわる目標達成状況を，主に観察・発言により評価した。 
・音楽を形づくっている音色を聴き取り，それらの働きが生み出すよさや面白さなどを 
感じ取りながら，楽曲の演奏の楽しさに気付いて，味わって聴いている児童は，100
％であった。 

 
以上のことから，第１時の目標達成状況(どちらの観点も達成)は，91％であると判断し 

た。 
 
なお，目標を達成した児童の学習状況は，以下の通りであった。 
・Ａ「十分満足できる」と判断した児童の例 
〈関〉…シンコペーテッド・クロックに合わせて，自ら体を動かしていた。 
〈鑑〉…シンコペーテッド・クロックを聴いて，いろいろな音があることに気付いて 

いた。 
 

★手立てを講じた後の児童の学習状況 
〈関〉…自分の好きな曲ではなく，シンコペーテッド・クロックを聴いて口ずさむこ 

とを確認することで，曲に合わせて口ずさむことができていた。 
 
◎第５・６時の目標(「音楽表現の技能」) 
・鍵盤ハーモニカや鉄琴に親しみ，音色に気を付けて「きらきらぼし」を演奏できるよ 
うにする。 

 

９ 実践を終えて  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

診断的評価による児童の実態

単元の目標 

本時以外の目標達成状況の分析 
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学習評価シートを基に，単元の目標達成状況を以下のように把握した。 

〈音楽への関心・意欲・態度〉 

主に，第１時のシンコペーテッド・クロックに合わせて体を動かしたり，面白かった 

ことや感じたことを話し合ったりする活動において，児童の観察・発言を基に評価した｡ 

また，第１時以外の評価を加味した結果，いろいろな音に興味・関心をもち，意欲的に 

楽曲全体にわたる気分を感じ取って聴いたり，演奏したりしながら，簡単な音楽づくり

に進んで取り組もうとしていた児童は，100％であった。 

 

○目標達成状況 

「音楽の技能」の観点にかかわる目標達成状況を，主に観察により評価した。 

・鍵盤ハーモニカに親しみ，音色に気を付けて「きらきらぼし」を演奏している児童は，

100％であった。 

・鉄琴に親しみ，音色に気を付けて「きらきらぼし」を演奏している児童は，100％であ 

った。 

 

以上のことから，第５・６時の目標達成状況は，100％であると判断した。 

 

なお，目標を達成した児童の学習状況は，以下の通りであった。 

・Ａ「十分満足できる」と判断した児童の例 

〈技〉…鉄琴の演奏において，音色に気を付けてマレットの使い方を工夫していた｡ 

 

◎第７時の目標(「音楽表現の創意工夫」) 

 ・すずやトライアングル，鉄琴の様々な特徴を聴き取り，それらの働きが生み出す音色

の違いや面白さなどを感じ取りながら,自分の考えや願いをもって星空の様子に合う

音の出し方を工夫して，楽しむことができるようにする。 

 

○目標達成状況 

 「音楽表現の創意工夫」の観点にかかわる目標達成状況を，主に観察・発言により評価 

した。 

 ・すずやトライアングル，鉄琴の様々な特徴を聴き取り，それらの働きが生み出す音 

色の違いや面白さなどを感じ取りながら，自分の考えや願いをもって星空の様子に 

合う音の出し方を工夫して楽しんでいた児童は， 100％だった。 

 

以上のことから，第７時の目標達成状況は，100％であると判断した。 
 

 なお，目標を達成した児童の学習状況は，以下の通りであった。 
・Ａ「十分満足できる」と判断した児童の例 

〈創〉…すずやトライアングル，鉄琴の様々な音色を聴き取り，それらの働きが生み 
出す音色の違いや面白さなどを感じ取りながら，楽器の演奏の仕方や組み合 
わせ方を試行錯誤し，明確な自分の考えや願いをもって星空の様子に合う音 
の出し方を工夫して，楽しんでいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総括的評価による単元の目標達成状況の把握と考察 
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〈音楽表現の創意工夫〉 

  主に，第３・４・７時の星空の様子に合う音の出し方を工夫して楽しむ活動において, 

観察・発言を基に評価した。 

  その結果，すずやトライアングル，鉄琴の様々な特徴を聴き取り，それらの働きが生 

み出す音色の違いや面白さを感じ取りながら，自分の考えや願いをもって星空の様子に 

合う音の出し方を工夫して楽しむことができていた児童は，100％であった。 

 

〈音楽表現の技能〉 

主に，第２時のすずとトライアングルで様子に合う音を鳴らす活動，第５・６時の鍵 

盤ハーモニカと鉄琴で「きらきらぼし」を演奏する活動において，観察を基に評価した｡ 

その結果，すずやトライアングルの様々な特徴に気付き，それを生かして音遊びをす 

るとともに，鍵盤ハーモニカや鉄琴に親しみ，音色に気を付けて「きらきらぼし」を演 

奏していた児童は，100％であった。 

 

〈鑑賞の能力〉 

主に，第１時のウッドブロックとトライアングルの音色に気を付けながら「シンコペー

テッド・クロック」を聴く活動において，観察・発言を基に評価した。 

  その結果，音楽を形づくっている音色を聴き取り，それらの働きが生み出すよさや面白

さなどを感じ取りながら，音色のかかわり合いを感じ取ったり，楽曲の演奏の楽しさに気

付いたりして，味わって聴いていた児童は，100％であった。 

 

 以上のことから，単元の目標達成状況は，100％であると把握した。100％の児童が目

標を達成できた理由は，一人一人に十分な楽器が当たるなど，個別の学習環境を整えた

ことで意欲的に学習に取り組むことができたことと，楽器を鳴らしたり，音づくりをし

たりする時間を十分に保障することで，じっくりと活動に取り組むことができたからだ

と考える。 
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日 時  平成 24 年６月 28 日(木)５校時  実施  

生 徒  旭川市立旭川中学校第１学年２組 27 名 

指導者  菅 原  大 

 

１ 単元名   「文字と式」(啓林館 １年) 

                     

２ 単元について 

〈教材観〉 

  本単元にかかわる学習指導要領の目標及び内容(抜粋)は，次の通りである。 

【学習指導要領】～第１学年(数学科)の目標と内容～    

１ 目 標 

⑴ 数を正の数と負の数まで拡張し，数の概念についての理解を深める。また，文字を用

いることや方程式の必要性と意味を理解するとともに，数量の関係や法則などを一般的

にかつ簡潔に表現して処理したり，一元一次方程式を用いたりする能力を培う。 

２ 内 容 

 Ａ 数と式    

⑵ 文字を用いて数量の関係や法則などを式に表現したり，式の意味を読み取ったりす

る能力を培うとともに，文字を用いた式の計算ができるようにする。 

   ア 文字を用いることの必要性と意味を理解すること。  
イ 文字を用いた式における乗法と除法の表し方を知ること。  
エ 数量の関係や法則などを文字を用いた式に表すことができることを理解し，式を

用いて表したり読み取ったりすること。 

これまで小学校算数科では，数量の関係や法則などを数の式や言葉の式，□，△などを用

いた式で簡潔に表したり，式の意味を読み取ったりすることや，公式を用いることができる

ようにしてきた。また，簡単な式で表されている関係について□や△などの代わりに，aや x
などの文字を用いて式に表したり，文字に数を当てはめて調べたりすることを学習してきた。 

 本単元では，数量の関係や法則などを，文字を用いて式に表したり，式の意味を読み取っ

たり，文字を用いた式の計算をしたりして，文字を用いることの必要性と意味を捉えさせ，

そのよさを実感することがねらいである。 

なお，本単元では，第２章「文字と式」21 時間扱いのうち，文字を使った式の８時間分に

ついて取り上げた。 

 

〈生徒観〉 

  本単元にかかわる診断的評価を行った結果，本学級の生徒の実態は次の通りであることが 

分かった。 

 

 

文字を用いた式の意味を考え表現する学習 

研究員の授業実践 中学１年 数学科
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「数学への関心・意欲・態度」については，これまでの学習状況により評価し，次のような

結果を得た。 

・第１章「正の数・負の数」では，これまでの経験や日常生活と関連付け，正の数と負の数

が使われている具体的な場面に関心をもち，四則計算の方法を活用して，ほぼ全員が問題

の解決に意欲的に取り組むことができていた。しかし，追究・解決の過程で積極的に説明

しようとする生徒は，４割であった。 

「数学的な見方や考え方」については，これまでの学習状況により評価し，次のような結果

を得た。 

・他者の意見に対しての賛同や反対の意見を述べる話合い活動を通して，論理的に考えられ

る生徒は，４割であった。 

・第１章「正の数・負の数」において，「３つ以上の加法や乗法」では，ほとんどの生徒が

計算の過程や根拠を表現し，見通しをもって計算に取り組むことができていた。また，多

様な考え方については，効率性に着目し，それぞれの計算方法のよさについての理由を考

えることができていた。 

・問題を解決する手立てとして，図や言葉，式などを用いて考え，表現できる生徒は，６割

であった。 

「数学的な技能」については，事前テストにより評価し，次のような結果を得た。 

・簡単な数量関係について， aや xなどの文字を用いて式に表す問題では，８割の生徒が正

解していた。 

・文字を用いた式の意味を読み取る問題では，９割の生徒が正解していた。 

「数量や図形などについての知識・理解」については，事前テストにより評価し，次のよう

な結果を得た。 

・「文字はどのようなときに必要があるのか」という記述問題では，７割の生徒が「分から

ない数を表している」などという未知数としての捉え方をしていた。１割の生徒は「□や

△の代わりとして使うもの」などであった。１割の生徒は「当てはまる数が変わる」とい

う変数としての捉え方をしていた。 

 

これらの結果により，本学級は，授業で提示する問題や課題に対して，既習の知識・技能

を活用しながら考えようとする情意面が育ちつつある。また，小学校で学習した数量関係に

ついて文字を用いて表すことや，文字を未知数として捉えるなどの知識をほとんどの生徒が

身に付けている。しかし，文字の変数としての見方や，文字を用いた式が表す意味を読み取

る力を高めていく必要があることが分かった。 

 

〈指導観〉 

本単元では，１単位時間毎に，追究・解決の過程における話合い活動を通して，論理的に

考え，自分の考える立場を明確にできるようにしたい。また，その考え方の根拠として，図

や言葉，式などを用いて考え，表現できるようにしたい。さらに，文字が様々な数字を表し

ているという変数的な見方や考え方を身に付けさせ，文字を用いることで全ての数を表せる

ことや，様々な数量の関係や法則などについて文字を用いた式で表せることを理解すること

ができるようにしたい。 
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そのために，学習過程である見付けるの段階では，生徒が目的意識をもてるよう日常生活

とのかかわりのある問題場面を設定する。また，多様な考え方のメリットやデメリットを明

らかにする話合い活動の充実を図る。さらに，文字を用いた式を読み取り，文字の必要性と

その意味を考える活動を通して，論理的思考力を高めていく。 

 

３ 単元の目標 

様々な事象を文字や文字を用いた式で捉えたり，それらの性質や関係を見いだしたりする

など，数学的に考えを表現することに関心をもち，論理的に表現することを通して，文字を

用いることの必要性や意味について理解するとともに，数量の関係や法則などについて，文

字を用いて式に表したり，式の意味を読み取ったり，式の値を求めたりすることができるよ

うにする。 

 

４ 評価規準 

単元の評価規準 

数学への 

関心・意欲・態度 
数学的な見方や考え方 数学的な技能 

数量や図形についての

知識・理解 
 様々な事象を文字や文
字を用いた式で表すこと
に関心をもち，その必要性
と意味を考えたり，文字を
用いた式を意欲的に問題
の解決に活用して，式の値
を求めたりしようとして
いる。 

 様々な事象について，数
量の関係や法則などを文字
や文字を用いた式でどのよ
うに表すのか見通しをもっ
て考えたり，文字や文字を
用いた式が表している数量
関係を論理的に考えたりす
ることができる。 

 数量の関係や法則など
を，文字を用いた式に表し
たり，文字を用いた式の意
味を読み取ったりするとと
もに，文字を用いた式に数
を代入して，式の値を求め
ることができる。 

 文字を用いることの必要
性や意味を理解し，「代入」
や「式の値」の意味を理解し
ている。 

１単位時間の評価規準 
①画用紙の枚数とマグネ
ットの個数の関係に関
心をもち，文字の必要性
や意味について考えよ
うとしている。 

②文字を用いた式を意欲
的に活用し，平地の気温
と上空の気温の関係か
ら，およその気温を求め
ようとしている。 

 
 

①画用紙の枚数とマグネッ
トの個数の関係や法則に
ついて，帰納的に考える
ことができる。 

②文字や数，単位に着目し
た話合いを通して，文字
を用いた式の意味を捉
え，式が表している数量
関係を考えることができ
る。 

③「－ x」に，様々な数値
を代入することで，「－
x」の文字が正の数，負
の数，０の３つの場合を
意味していることを見い
だすことができる。 

①言葉の式を基にして，個
数や代金などの数量の関
係を，文字を用いて表す
ことができる。 

②「×」の記号を省略する
ことや数を文字の前に書
くという約束にしたがっ
て，文字を用いて式に表
すことができる。 

③「÷」を含む式は，分数
の形にすることで，「÷」
の記号を省略するという
約束にしたがって，文字
を用いて式に表すことが
できる。 

④文字式の表し方の約束に
したがって，様々な数量
の関係を，文字を用いて
式に表すことができる。

⑤文字を用いた様々な式に
正の数や負の数を代入し
て，式の値を求めること
ができる。 

①言葉の式を基にして，文字
を用いる必要性や文字の
変数としての意味を理解
している。 

②文字を数に置き換えるこ
とを「代入する」というこ
とや，式に数を代入した結
果を「式の値を求める」と
いうことを理解している。
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５ 指導と評価計画  
１単位時間の学習課題    １単位時間の問題文 ★努力を要する生徒への手立て 

 動活習学な主 標目導指 時
評価規準 

及び方法 

１ 

◎画用紙の枚数とマグネッ

トの個数の関係に関心を

もち，その関係や法則，文

字の必要性や意味につい

て帰納的に考えることが

できるようにする。 
 
 

 

  次のように画用紙をマグネットで掲示します。 

 

                ・・・ 

 

 

 画用紙を５枚掲示するとき，マグネットの個数を工夫して数えよ

う。 

 

 

  画用紙が28枚のとき，必要なマグネットの個数を求める式を考え

よう。 

 

○画用紙が５枚のときのマグネットの個数を工夫して求める。 

★マグネットの数を数えさせる。 

○画用紙が28枚のときのマグネットの個数を求める式を考える。 

★５×２＋２などの式を参考に考えさせる。 

○画用紙が x枚のときのマグネットの個数を式で表現する。 

★28×２＋２などの式で考えさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈関①〉 

観察・発言 
〈考①〉 

発言・ノート

 

２ 

◎言葉の式を基にして，文字

を用いる必要性や文字の

変数としての意味を理解

するとともに，個数や代金

などの数量の関係を，文字

を用いて式に表すことが

できるようにする。 

 

 

  １個97ｇのドーナツ５個を，40ｇの箱に入れた。全体の重さは何

ｇだろうか。 

 

 

  重さの分からないドーナツ５個の表し方を見付け，40ｇの箱に入

れたときの全体の重さを，言葉の式で表そう。 

 

○「97×５＋40」という式を作らせて全体の重さを求める。 

○「(ドーナツの重さ)×５＋40」という言葉の式で，ドーナツの重さ

を表す式を考える。 

★ドーナツの重さは(ドーナツの重さ)と表記することを確認させる。 

○文字を用いて，a×５＋40と表すことを確認する。 

○様々な数量の関係について，文字を用いた式の表す練習問題に取り

組む。 

★言葉の式を考えさせる。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〈知①〉 

観察・ノート

〈技①〉 

ノート 

３ 

◎「×」の記号を省略するこ

とや数を文字の前に書く

という約束にしたがって，

文字を用いて式に表すこ

とができるようにする。

 

  次のような長方形と正方形がある。それぞれの面積と周りの長さ

を，文字を使った式で表そう。 

           

 

 a cm         a cm 

 

      b cm       a cm 

 

○長方形と正方形の面積を文字で表す。 

○「×」を省略し，a×aは累乗で表すことを説明する。 

○長方形と正方形の周りの長さを文字で表す。 

★４つの辺を足した式を考えさせる。 

○数は文字の前に書くことを理解する。 

○練習問題に取り組む。 

★該当する表し方を助言する。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈技②〉 

ノート 
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４ 

◎「÷」を含む式は，分数の
形にすることで，「÷」の
記号を省略するという約
束にしたがって，文字を用
いて式に表すことができ
るようにする。 

 
  a÷５の「÷」を省略した式に表そう。 
 
○「÷」を省略した式をノートに書く。 

○
5
a

， a
5
1

という２つの式から，それぞれの式が導き出された途中の

計算を考える。 

★自分で考えた式，示されたいずれかの式について考えさせる。 
○それぞれの式の考えを説明する。 
○「÷」は分数の形で表すことを確認する。 
○練習問題に取り組む。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〈技③〉 
観察・ノート
 

５ 

◎文字式の表し方の約束に
したがって，様々な数量の
関係を，文字を用いて式に
表すことができるように
する。 

 
 

   
5000円を出して，１個 x円のケーキを６個買った。このときの
おつりを，文字を使った式で表そう。 

 
 

いろいろな数量を，文字を使った式で表そう。 
 
○文字式の表し方の約束にしたがって，式を作る。 
○６ x－5000などの誤答例を取り上げて，式の正誤について話合いを
通して確認する。 

○速さや割合などの数量について，文字を用いた式で表す。 
★文字を使わない具体的な数量で考えさせる。 
○練習問題に取り組む。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〈技④〉 
学習プリント

◎文字や数，単位に着目した
話合いを通して，文字を用
いた式の意味を捉え，式が
表している数量関係を考
えることができるように
する。 

   
ある美術館の入館料は，大人１人がa円，子ども１人がb 円で
ある。 

  ２a＋３b はどんなことを表しているだろうか。 
  
 

  文字式が表している意味の手がかりを考えよう。 
 
○美術館の写真を見て，問題場面を把握する。 
○２a＋３b が表していることを考え，その考えをノートに書く。 
★文字式の表し方の約束や単位について助言する。 
○多様な考え方のメリット・デメリットを考える。 
○文字を用いた式を読み取るときのポイントについて考える。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
〈考②〉 
ノート 

 
〈考②〉 
学習プリント

７ 

◎文字を数に置き換えるこ
とを「代入する」というこ
とや式に数を代入した結
果を「式の値を求める」と
いうことを理解するとと
もに，文字を用いた式を意
欲的に活用し，平地の気温
と上空の気温の関係から，
およその気温を求めよう
としている。 

 

 

  現在，平地の気温は28℃である。３㎞上空の気温は何℃だろうか。
 

 
 

  平地から３㎞上空の気温は，a －18(℃)であるという。気温を
求めよう。 

 
○現在の外気温を基に，３㎞上空の気温について考える。 
○３㎞上空の気温は，a－18（℃）であることを理解し，実際の気温
を求めるための方法について考える。 

○「文字を数に置き換えること」を代入する，「代入して計算した結
果」を式の値であることを知る。 

○練習問題に取り組む。  
★文字に数を代入した式を確認させる。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
〈関②〉 
観察・発言 

 
 
 
〈知②〉 
ノート 

８ 

◎文字を用いた様々な式に
正の数や負の数を代入し
て，式の値を求めるととも
に，「－ x」の文字が正の
数，負の数，０の３つの場
合を意味していることを
見いだすことができるよ
うにする。 

 
  「－ x」は負の数である。正しいだろうか。 
 
 

  いろいろな数値を代入し，式の値について考えよう。 
 
○「－ x」が負の数であることについて，正しいか正しくないかにつ
いて予想する。 
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８ 

 

 
○ xに様々な数値を代入する。 
★正の数や負の数の具体的な数値を代入させる。－ xは，－１× xで

あることを確認させる。 
○－ xは，代入する数値によって，様々な数を表していることを理解
する。 

○練習問題に取り組む。 
★文字に数を代入した式を考えさせる。 
 

 
〈考③〉 
観察・ノート

 
 
 
 
〈技⑤〉 
学習プリント

 

６ 本時の学習 （８時間扱い ６／８）                                                       

  ⑴ 目 標 

    ・文字や数，単位に着目した話合いを通して，文字を用いた式の意味を捉え，式が表して

いる数量関係を考えることができるようにする。 

 ⑵  授業仮説 

    ・様々な考え方に基づく文字式の比較・検討の際に，文字や数，単位に着目した考え方を

板書で整理することにより，式の意味や数量関係を捉える手がかりを考えることができ，

目標を達成することができるであろう。 

  ⑶  展 開                                                  

☆形成的評価を生かした手立て 

１単位時間の学習課題    １単位時間の問題文  ★努力を要する生徒への手立て 
 

 動活の徒生 動活の師教

 

 

 

 

 

 

 

見

付

け

る 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
１  「２ a ＋３b 」という式を提示する。 

「それでは，今日の問題です。今から式を書きま
す。」 

「さて，２ a ＋３b という式はどんなことを表してい
ますか。」 

 
 
２  よく分からない，条件が足りないなどの意見に

着目させ，問題としての条件不足に気付かせ
る。  
「確かに，式だけでは，何を表しているか分から

ないですね。」 
「それでは，どんなことが分かれば式が表して
いることを考えられますか。」 

 
 
 
３  旭川美術館の絵を提示し，問題の設定場面

を紹介する。 
「この写真を見てください。さて，何の建物でし
ょう。」 

 
「この写真は，旭川美術館です。問題の補足を
書きますね。」 

 
４  問題の不足部分を板書し，問題文を提示す

る。 
 
 
 
 

 
１ 「２ a ＋３b 」が表していることについて考える。
 
 

・よく分からない。 
・ a の２倍と b の３倍したものを足したもの。 
・式だけでは条件が足りない。 

 
２ よく分からない，条件が足りないなどの意見に
着目し，問題としての条件不足に気付く。 

 
 
 

・どんな状況なのかが，分かればよい。 
・問題文が分かればよい。 
・ a と b が何を表しているのかが，分かればよ

い。 
 
３ 旭川美術館の絵を見て，問題の設定場面を把
握する。 
・大学 
・病院 
・旭川美術館 

 
 
 
４ 問題文をノートに書く。 
 
 
 
 
 

旭川美術館の入館料は，大人 1人がa円，子ども 1人がb円である。 

２a＋３bという式はどんなことを表しているだろうか。 

第Ⅲ章



－47－

 

 

 

 

 

 

見

付

け

る 

 

 
「これで，２ a ＋３ b が何を表しているか考えら
れますか？」 

「それでは，問題文の下の行を２行空けて，自
分の考えをノートに書いてください。」 

 
５ 自力解決に取り組ませる。 
 

★考えを書けていない生徒に対して，２ a は２
× a であるといった文字式の表し方の約束
や，式が表している単位などを考えさせる。 

 
「２ a の２と a の間には何が隠れていますか？」 
「 a やb は何を表していますか？」 

  
６ 机間指導で生徒の考えを把握し，取り上げる。
 

☆３つの意見を意図的に取り上げる。（その１）
のような入館料というキーワードのない考え，
（その２）のような式の具体的な意味が示され
ていない考え，（その３）は必ず取り上げる。
また，（その３）を記述する生徒が多いと予想
される。その場合，（その１），（その２）の考え
を教師が紹介する形で提示する。 

 
７ 学習課題を提示し，板書する。 

 
 

   
「今日は，この３つの考えを基に，２ a ＋３ b が
表している意味について考えていきます。」 

 

 
・考えられます。 
・大丈夫です。 

 
 
 
５ 自力解決に取り組む。 

（その１） a 円×２とb 円×３を合わせたもの 
（その２）入館料 
（その３）大人２人と子ども３人の入館料 
 
 
・×（かける） 
・入館料。 

 
６ 指名された生徒は，黒板に考えを板書する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
７ 学習課題を把握し，ノートに書く。 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

求

め

る 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
８ ３つの考えの，よいと思う考えを選択させる。 

「ちなみに，３つの考えを見て，どれがよいと思
いますか。」 

「同時に挙手してもらいます。よいと思う数字を
指で示してください。」 

「（その３）が多いようですね。ということは，（そ
の１）や（その２）には考え方として，改善すべ
き点があるということですね。」 

 
９ （その１）の考えのメリット・デメリットについて考

えさせる。 
「それでは，（その１）から考えていきます。」 
「まずは，（その１）の改善点から考えていきま

しょう。」 
「改善すべき所はどこですか？」 

 
「なるほど，確かに，美術館の情報は足りない
ですし，文字の意味も説明されていないで
すね。」 

「（その１）の考えのよい所はありませんか。」 
 
 
 
10 （その２）の考えのメリット・デメリットについて考

えさせる。 
「続いて（その２）について考えていきましょう。」
「（その２）の改善点から考えていきましょう。」 

 
８ ３つの考えから 1 番よい考えを選択し，挙手す

る。 
 

・（その３）に挙手する生徒が多い。 
・（その１）に挙手する生徒は少ない。 
 
 
 

 
９ （その１）の考えのメリット・デメリットについて考

える。 
 
 
 

・美術館（入館料）の説明をする必要がある。 
・文字の意味を説明する必要がある。 

 
 
 

・円という単位を付けている。 
・「合わせて」という「＋（足す）」の記号の意味が

ある。 
 
10 （その２）の考えのメリット・デメリットについて考

える。 
 
 

文字式が表している意味の手がかりを考えよう。 
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求

め

る 

  

 

 
「どんなところを改善すべきですか。」 

 
 
 
 

「確かに，式に含まれる数値については説明さ
れていないので，大人や子どもの人数が分か
らないですね。」 

「それでは，これに対して（その２）のよい所はど
んなところですか。」 

 
11 （その３）の考えのメリット・デメリットについて考

えさせる。 
「最後に，（その３）について考えましょう。」 
「（その３）は一番よいと考えている人が多かっ
たので，よい所から考えていきましょう。」 

 
「ちなみに（その３）の改善点はありますか。」 
 
 
 

12 ２ a ＋３b という式が表していることを確認させ
る。 

「それでは，改めてこれまでの話合いを振り返っ
て，２ a ＋３b は何を表していますか。」 

「では，２ a ＋３b が表しているのは，大人２人と
子ども３人の合計の入館料ということになり
ます。」 

 
13 文字を用いた式が表していることを考えるた

めの手がかり（ポイント）をおさえる。 
「このように，式が表していることを考えていくた
めの手がかり（ポイント）は何ですか。」 

 
 

「なるほど。文字の意味を考える。式に含まれる
数値，「＋（足す）」などの記号の意味を考え
ることが大切な手がかり（ポイント）ですね。」 

 

 
・入館料だけだと，誰の入館料なのか分からな

いからもっと詳しく説明する必要がある。 
・文字の意味を説明する必要がある。 
・式の２，３の数の意味を説明する必要がある。 
・人数などがよく分からない。 

 
 
 

・シンプルにまとめられているのでよい。 
 
 
11 （その３）の考えのメリット・デメリットについて考

える。 
 

・ほぼ式が表している意味が含まれている。 
・（その２）の考えの足りない所が説明されてい

る。 
・「＋（足す）」の記号の意味が含まれていな

い。 
・特にありません。 
 

12  ２ a ＋３b という式が表していることを確認す
る。 
・（その３）に合計を加えたことです。 

 
 
 
 
 
13 文字を用いた式が表していることを考えるた 

めの手がかり（ポイント）を整理する。 
・文字の意味を考える。 
・文字式に含まれている数の意味を考える。 
・「＋（足す）」などの記号の意味を考える。 
・単位を考える。 

 

  

  

 

 

高

め

る 

 
14 本時の学習のまとめをする。 
 
 
 
 

「ここまで，ノートにまとめましょう。」 
 
15 教科書ｐ.55 の問 10 に取り組ませる。 
 

★つまずいている生徒に対して， a やb の文字
の意味を確認させる。 

 
「それでは，教科書 55 ページを開いてくださ
い。55 ページの問 10 をノートにやってくださ
い。」 

 
16 生徒に答えを発表させて，答え合わせをす

る。 
「考えをかけた人は挙手してください。」 

 
14 本時の学習のまとめを確認し，ノートに書く。 
 
 
 
 
 
 
15 教科書ｐ.55 を開いて，問 10 に取り組む。 
 
 
 
 
 
 
 
 
16 答え合わせをする。  
 
 

式に含まれる文字や数の意味，単位などを手がかりにすることで，文字を用いた式

が表していることを考えることができる。 
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高

め

る 

 
「○○さん⑴の答えを発表してください。」 
（同様に２，３も確認する） 

 
 

 
17 練習問題のプリントを配付して取り組ませる。 

「今から配付するプリントの問題に挑戦しましょ
う。時間は５分間です。」 
 

★作業の遅い生徒に対して，板書に着目さ
せ，１の問題に集中的に取り組むよう助言す
る。 

 
18 プリントを集めて，数名の生徒の考えを紹介

する。 
「時間ですので，後ろからプリントを集めてくだ

さい。」 
 
 
 

 
 
 
 

 
「それでは，授業を終わります。」 
 

 
⑴３ a （円） 大人３人分の入館料 
⑵ a ＋２b （円） 大人１人と子ども２人の合計の

入館料 
⑶ a －b （円） 大人と子どもの入館料の差額 

 
17 練習問題のプリントに取り組む。 
 
 
 
 
 
 
 
18 プリントを提出し，他の生徒の考えを聞く。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ⑷ 板書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【評価場面】 
〈考②〉学習プリント 
Ａ 文字を用いた式が表している意味について，式に含まれる数や「－（引く）」の記号を手がかりに

して，改善点を説明することができる。 
 
Ｂ 単位がｇである文字を用いた式が何を表しているか考え，表現することができる。 
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７ 本時の授業記録及び分析 

 動活の徒生 動活の師教 間時

13：25 

 

 

 

 

 

 

 

 

13：27 

 

 

 

 

 

 

13：28 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13：30 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13：31 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「２a＋３b 」という式を提示する。 
Ｔ 今日は，この式について考えます。 
 ※２a＋３b のカードを示す。 
Ｔ この式を，皆さんで読んでみましょう。
Ｔ それでは，２a＋３b という式はどんなこ
とを表していますか。 

Ｔ この式は，いろいろな意味が含まれてい
ますね。この状態で皆さん分かりますか。

 
○よく分からない，条件が足りないなどの意

見に着目させ，問題としての条件不足に気
付かせる。  

Ｔ この式はいろいろなことを表しているの
ですが，どんなことが分かれば，式が表し
ていることの意味を考えられますか。 

 
○旭川美術館の絵を提示し，問題の設定場面
を紹介する。 

Ｔ これは，何か分かりますか。 
※旭川美術館の写真を示す。 

 
Ｔ 拡大した写真も撮ってきました。どん。
  
Ｔ どこの美術館ですか。 
 
Ｔ そうそう，常盤公園の所の美術館です。
ちなみに，旭川美術館に行ったことのある
人は手を挙げてください。 

Ｔ それでは，今日は旭川美術館を題材に，
問題を考えていきたいと思います。問題文
を書きますね。 

 
○問題の不足部分を板書し，問題文を提示する。
 
   
 
 
Ｔ 旭川美術館の，美術館に入るために必要

なものは何ですか。 
Ｔ 入場料？美術館だけに？ 
Ｔ そう。入館料。 
Ｔ 大人１人が 円，子ども１人がb 円です。
 ※問題を板書する。 
 
○自力解決に取り組ませる。 
Ｔ 問題文を書き終わった人は，問題文の下
の部分に自分の考えを書いてください。 

Ｔ そうです。言葉で書いてください。 
 
★考えを書いていない生徒に対して，２ a

は２× aであるといった文字式の表し方の
約束や，式が表している単位などを考えさ
せる。 
 

Ｔ ところで，２aの２とaの間には何が隠れ
ていましたか。 

Ｔ そうだね。×が隠れていたね。 
 

 
 
 
Ｓ  ２a＋３b 。(全員) 
Ｓ  ２かけるa足す３かけるbです。(多数)
 
Ｓ   う～ん。よく分からない。(多数) 
Ｓ１ aが２個とb が３個かな。 
 

 
 
 
Ｓ２ 文章です。 
Ｓ３ 問題文です。 
Ｓ４ 単位です。 
 
 
 
Ｓ５ 家です。 
Ｓ６ 沖縄の家かな。 
Ｓ７ 学校です。 
Ｓ  あそこだ。(多数) 
Ｓ２ 美術館です。 
Ｓ８ 常盤公園の所だ。 
Ｓ９ 旭川美術館です。 
※６割程度が挙手。 
 
 
 
 
 
 
※問題文をノートに書く。 
 
 
 
 
Ｓ２ 入場料です。 
 
Ｓ10 入館料です。 
 
 
 
 
 
Ｓ11 考えを書いていいですか。 
Ｓ１ 先生。言葉で書くのですか。 
 
 
 
 
 
 
 
Ｓ12 「×（かける）」です。 
 
 
 

a

旭川美術館の入館料は，大人 1人が 円，子ども 1人がb円である。 

２a＋３bという式は，どんなことを表しているだろうか。 

a

机間指導において，手の止まっている
生徒(診断的評価において，Ｃ「努力を
要する」と判断したの生徒)に対して，
個別に助言している様子。この手立て
により，生徒はノートに考えを書くこと
ができていた。 
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13：33 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13：36 

 

 

 

 

 

 
○机間指導で生徒の考えを把握し，取り上げる。
 
☆３つの意見を意図的に取り上げる。(その
１)のような入館料というキーワードのな
い考え，(その２)のような式の具体的な意
味が示されていない考え，(その３)は，必
ず取り上げる。また，(その３)を記述する
生徒が多いと予想される。その場合，(その
１)，(その２)の考えを教師が紹介する形で
提示する。 

 
Ｔ それでは，自分の書いた，考えの下を２
行空けて，今から３つ考えを書きます。皆
さんの考え方が，だいたい３パターンに分
けられそうなので，３つの考えを黒板に書
きます。自分と似たような考えがあっても，
３つノートに書いてください。 

 ※(その１)の考えを板書する。 
 
Ｔ (その１)と(その２)の間も２行空けてく
ださいね。それでは(その２)です。 

 ※(その２)の考えを板書する。 
Ｔ こんな考え方です。 
 
Ｔ (その３)の考えも書きますよ。 
 ※その３の考えを板書する。 
 
Ｔ 皆さんは，この３つのどれかに近い考え
方ですね。 

Ｔ 全部書けた人，手を挙げてください。 
Ｔ あと少しですね。もう少し時間を取りま
す。 

 
 
 
 
 
○学習課題を提示し，板書する。 

 
 

Ｔ 今日は，この３つの考えを基に，２ a＋
３b という文字式が表している意味の手が
かり，ポイントについて考えていきます。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   
※「a円×２とb 円×３を合わせたもの」をノ
ートに書く。 

 
 
※「入館料」をノートに書く。 
Ｓ  え～。(多数) 
Ｓ６ 入館料の言葉だけですか。 
 
※「大人２人と子ども３人の入館料」をノー

トに書く。 
 
 
※挙手する。(ほぼ全員) 
 
 
 
 
 
 
 
※課題をノートに書く。 
 
 
 

13：37 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○３つの考えの，よいと思う考えを選択させ
る。 

Ｔ 今日は，この３つの考えを基に，式の表
している意味の手がかりを考えていきま
す。この３つの考えを見て，これは１番よ
いと思う考えがあると思います。まずは，
それを皆さんに決めてもらいます。 

Ｔ 一斉に１，２，３で挙手しましょう。 
 
Ｔ ありがとうございます。ほとんどが(その
３)で，(その１)が 1人だけですね。 

Ｔ ほとんどの人が(その３)がよいと考えて
いるということは，(その１)や(その２)に
は何か？ 

Ｔ 足りないとか，直した方がよい所がある
ということですね。 

 
 
 
 
 
 

 
※ほぼ全員が(その３)に挙手する。1人だけ，

(その１)に挙手する。 
 
 
Ｓ 足りないものがある。(多数) 
 
 
 
 

文字式が表している意味の手がかりを考えよう。 

多様な考え方に基づく文字式の比較・検討の際に，それらを板書で整理すること
が，本時の目標達成に向けた主な手立ての１つである。３つの考えを，同時に取り
上げて板書することで，生徒は自分の立場を明確にすることができていた。 

形成的評価により，(その３)の考え
を記述する生徒が多いと予想された。
(その１)，(その２)の２つの考えを意
図的に示し，比較・検討という場を設
定した。 

板書の工夫① 

仮説の分析① 
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13：39 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13：44 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
○(その１)の考えのメリット・デメリットに
ついて，考えさせる。 

Ｔ それでは，まずは，(その１)の改善点に
ついて話し合っていきます。 

Ｔ 改善すべき所は，どこですか？ 
 
 
 
Ｔ なるほど。 

※a円×２を黄色の丸で囲む 
これは，大人２人と表した方がいい。 

Ｔ 大人２人と表した方がよいということ
は？ 

Ｔ a円の人が２人いる？ 
Ｔ ということは，(その１)の何を直せばよ
いですか？ 

Ｔ 「×(かける)」を使うのは，よくないの
ですか？ 

Ｔ ここまでを整理すると，「 a円×２」は
どう表せばよいですか？ 

Ｔ 「b 円×３」は？ 
 ※大人２人，子ども３人と黄色で板書する。
Ｔ aとかb とかをそのまま使わないのです
ね。ところで，aの意味は？ 

Ｔ このように，「文字の意味」を，きちん
と説明した方がいいということですね。 
※「文字の意味」と黄色で板書する。 

Ｔ 他に直した方がよい所は，ありますか？
 
 
 
Ｔ 言っていること分かる？ 
Ｔ ×２や×３だけでなくて，数字の意味を
言うこと。この２，３の意味は何だろう？ 

Ｔ 数字の意味を，ちゃんと表さないといけ
ないのですね。 

 ※２と３を黄色の丸で囲み，「数の意味」
と黄色で板書する。 

Ｔ (改善点は)こんな所かな？ 
Ｔ 逆に(その１)で，いいぞって所あるか
な？褒められる所あるかな？ 

Ｔ 合わせてっていい？ 
Ｔ 合わせてって，何の意味？ 
Ｔ なるほど。「足すの意味」が,ちゃんと書
かれていますね。よい所は赤で書きます。 
※「＋の意味」と赤で板書する。 

Ｔ (その１)で,言い残したことはありませ
んか。 

 
○(その２)の考えのメリット・デメリットに
ついて，考えさせる。 

Ｔ 続いて(その２)について考えていきま
す。(その２)の改善点はありますか。 

Ｔ ありすぎますか。それでは，指摘できる
人は手を挙げてください。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
※10 名程度が挙手する。 
Ｓ３ 大人と子どもという言葉は，入れた方が

いい。a円×２を大人２人と表した方がい
い。 

 
 
 
Ｓ13 a円の人が２人いる。 
Ｓ  大人の人が２人いる。(多数) 
Ｓ14 aを使っている。 
Ｓ13 「×(かける)」を使っている。 
 
Ｓ  はい。（多数） 
 
Ｓ６ 大人２人。 
 
Ｓ４ 子ども３人。 
 
Ｓ２ 大人 1 人の入館料。 
 
 
 
 
Ｓ15 似たようなことなんですけど，２とか３

の意味が分からないとだめ。２とか３だけ
だと，意味が分からないから，ちゃんと意
味を言わないといけない。 

Ｓ  はい。(多数) 
Ｓ  人数です。(多数) 
 
 
 
 
 
 
Ｓ  ないです。(多数) 
Ｓ４ 「足すの意味」がある。 
Ｓ  いいです。（多数） 
Ｓ  足すです。(多数) 
 
 
 
Ｓ ありません。(全員) 
 
 
 
 
Ｓ  もう，ありすぎて。(多数) 
Ｓ６ 何円かも分からない。 
※５，６人が挙手する。 
Ｓ６ まず，入館料という単語だけだと，何円

かも分からないし，何人かも分からないの
で，大人何人かとか，何円かとか入れるべ
きです。 

Ｓ３ 文字を使った方がよい。 
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13：50 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
Ｔ 文字を使った方がいいの？ということ
は，aとかb とかを使った方がいいの？ 

 
Ｔ 「文字の意味」を，ちゃんと書いた方が
いいですね。 
※「文字の意味」と黄色で板書する。 

Ｔ 他にありませんか。 
Ｔ そうだね。「数の意味」も大切だね。 
 ※「数の意味」を黄色で板書する。 
Ｔ まだあるかな？ 
 
 
 
 
 
 
 
Ｔ 「まとめて」ということは，もう少し詳
しくってことかな？入館料だけだと何の入
館料か分からないからね。 

Ｔ 少なくとも，美術館は入れないとだめな
のだね？ 

Ｔ つまり，美術館って入れるためには，何
て(黒板に)書けばいいのかな？ 

Ｔ 問題の？ 
Ｔ もと？ 
Ｔ 方向性？ 
Ｔ なるほどね。問題の，今日は美術館だよ
っていうことかな。 

Ｔ うん。「問題の意味」にしようか。 
Ｔ 意味つながりだね。 
 ※「問題の意味」と黄色で板書する。 
Ｔ そうだね。足すもないね。 
 ※「＋の意味」と黄色で板書する。 
Ｔ かなり(その２)は叩かれていますね。一
方で，よい所はある？ 

 
 
Ｔ 確かに，単純ではあるよね。 
Ｔ それでは，よい所，赤で何て書いたらい
いですか？ 

Ｔ シンプルイズザベストですが，皆さんはた
くさんの問題点があると指摘していますね。 
※「シンプル」と赤で板書する。 

 
○(その３)の考え方のメリット・デメリット

について考えさせる。 
Ｔ 最後に，(その３)について考えましょう。

(その３)は完璧ですか？ 
Ｔ 足すの意味がないと…。 
 
 
 
 
 
Ｔ 「合わせた」と「合計」では，どっちが

よいのかな？ 
Ｔ どこに「合計」を入れたらよい？ 
 
 

 
Ｓ３ いや，そうではなくて，「文字の意味」

をちゃんと入れた方がいいということ。 
 
 
 
 
Ｓ16 「数の意味」もちゃんと入れるべきです。
 
 
Ｓ15 何を求めようとしているのか，分かりま

せん。入館料だけだと，ただ入館料を求め
たいのか，何の入館料を求めたいのかが，
分からないから。 

Ｓ３ 全部入れなければならない。 
Ｓ  確かに。(多数) 
Ｓ２ まとめて入れる。 
Ｓ５ そう，全部まとめて入れる。 
Ｓ６ 美術館の入館料です。 
 
 
Ｓ  そう。(多数) 
 
Ｓ７ 問題の。 
 
Ｓ２ 問題のもと。 
Ｓ10 方向性。 
Ｓ14 方向性？ 
Ｓ４ 「問題の意味」です。 
 
Ｓ９ 意味つながり。 
 
Ｓ16 足すもない。 
 
 
Ｓ１ すでに上の(問題に含まれているという

意味)時点で，大人１人 a円，子ども 1 人
b 円って決まっているわけだし，だから
単純明快に入館料でいいと思う。 

 
Ｓ  シンプルなところです。(多数) 
 
 
 
 
 
 
 
Ｓ  いや，合計がない。(多数) 
Ｓ３ 足すの意味がない。 
Ｓ10 「と」が分かりづらい。(大人２人「と」

子ども３人だけでは足すの意味になって
いないということ。) 

Ｓ６ 「と」の意味がない。 
Ｓ11 合わせた入館料。 
Ｓ13 合計の入館料。 
Ｓ  合計です。(全員) 
 
Ｓ  「３人の」の後だと思います。(多数) 
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13：52 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13：53 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
Ｔ これは，黄色と赤どっちで書いたらよ
い？黄色がまずい所で赤がよい所。 

 ※「合計」と黄色で板書する。 
 
○２a＋３b という式が表していることを，確

認させる。 
Ｔ それでは， ３つの考え方から，式の意味

について話し合ってきましたが，改めて振
り返ってみて２ a＋３b が表している意味
ってどれですか。 

Ｔ (その３)だけで，いいですか？ 
 ※(その３)を黄色で囲む。 
Ｔ なるほど。その通りだね。赤にしましょう。
 ※(その３)をさらに赤で囲む。 
Ｔ このように，２a＋３b は，大人２人と子

ども３人の合計の入館料を，表していると
いうことですね。 

Ｔ 初めから，これと一字一句同じ人いる？
 
Ｔ ちょっとだけ違うけどね。たくさんいま

すね。ありがとう。 
 
○文字を用いた式が表していることを，考え

るための手がかり(ポイント)を押さえる。
Ｔ それでは，今日は話合いを通して，どう
いう所をポイントにして，どういう所を手
がかりにして，式の意味を読み取っていけ
ばよいのかをさらに整理してみましょう。

 ※「文字式の意味を考える手がかり」と板書す
る。 

Ｔ 「文字式の意味」を考える手がかり，ポ
イントは何でしょうか。さて，キーワード
を，この意味はちゃんと考えないとだめだ
よって所は，何かな？ 

Ｔ 人数？  
 
 
 
Ｔ なるほど。単位を考えるということだね。
 ※「単位」と板書する。 
Ｔ Ｓ10君どうぞ。 
Ｔ 「文字が表している意味」だね。 
 ※「文字が表している意味」と板書する。
Ｔ 他にありませんか。 
Ｔ 「文の意味」？ 
Ｔ 「問題文の意味」。入館料だけじゃだめ

だよってことだね。 
 ※「問題文の意味」と板書する。 
Ｔ はい。どうぞ。 
Ｔ ん？今，プラスとかマイナスと言ってい
たけど。記号といえば。 

Ｔ 足す？ 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
Ｓ  黄色です。(多数) 
 
 
 
 
 
Ｓ (その３)。(多数) 
 
 
 
Ｓ13 合計を入れるといい。 
Ｓ10 先生(囲みの線の色は)赤だと思います。
 
 
 
 
 
Ｓ２ ちょっとだけ，表現が違うけど。 
※約半数が挙手する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※５，６名が挙手する。 
Ｓ２ 人数です。 
 
 
Ｓ２ 大人と子どもの人数です。 
Ｓ６ でも，必ずしも人とは限らないから，だ

めじゃない。 
Ｓ２ そうか。単位だ。 
 
 
Ｓ10 「文字が表している意味」です。 
 
 
Ｓ17 「文の意味」です。 
Ｓ  「問題文の意味」です。（５，６人） 
 
 
 
Ｓ10 記号。プラスとかマイナスとかの意味。
Ｓ10 足すです。 
 
Ｓ８ 引くもあります。 
 
 
 
 
 
 
 
 

板書の工夫②

文字や数，単位に着目した考え方を板書で整理することが，本時の目標達成に
向けた主な手立ての１つである。３つの考えを比較・検討していく際に，生徒か
ら出された考えのメリットを赤，デメリットを黄色のチョークで板書した。これ
らの板書を基にして，文字式の意味を考えるための手がかりについて考えること
ができた。 

仮説の分析② 
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Ｔ 「足す，引くの意味」だね。 
 ※「足す，引くの意味」と板書する。 
Ｔ もういいかな？先生は，まだあると思う

んだけど。 
Ｔ 「数の意味」だね。そうだね。数の意味

はちゃんと書いた方がよいですね。 
 ※「数の意味」と板書する。 
 

 
 
 
Ｓ18 「数の意味」です。 
 
 
 
 
 

13:59 

 

 

 

14:00 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
14:04 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14:09 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○本時の学習のまとめをする。 
Ｔ これらのことに着目すれば，式の意味を

読み取っていくことができますね。 
 
○教科書ｐ.55 の問 10 に取り組ませる。 
Ｔ それでは，今日学習したことを生かして，
教科書の問題をやってみましょう。教科書
55 ページの問 10 をやりましょう。 

 
★つまずいている生徒に対して，aやb の文字

の意味を確認させる。 
 
Ｔ 式の意味だからね。今日やった２ a＋３
ｂは，大人２人と子ども３人の合計の入館料で
しょ。だから３aってどんなこと表している？

Ｔ ３×aだよね。aは，何を意味している？
Ｔ だから，３ は，どうなるかな。 
 
○生徒に答えを発表させ，答え合わせをする。

Ｔ それでは，⑴番。 
Ｔ 「文字の意味」だとか「数の意味」がき
ちんと含まれていますね。 

Ｔ ⑵番できた人？ 
 
Ｔ これでいい？ 
 
Ｔ 合計は，いりますか。 
Ｔ 何で？ 
Ｔ 足すの記号があるからね。必要だね。大
人１人と子ども２人の合計の入館料ですね。 

Ｔ それでは，最後の⑶番できた人，手を挙
げてください。 

Ｔ これ難しかったよね。つまずいていた人，
結構いたものね。Ｓ20君どうぞ。 

Ｔ みなさん厳しいですね。 
 
Ｔ 引いた差？ 
 
○練習問題のプリントを配付して取り組ませる。
Ｔ それでは，最後に，今日勉強したことを
生かして，プリントの練習問題に取り組ん
でもらいます。教科書とノートをしまって
ください。 
※学習プリントを配付する。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
※まとめを確認し，ノートに書く。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｓ18 ３× 。 
 
 
Ｓ18 大人の入館料。 
 
 
 
Ｓ18 大人３人の入館 

料です。 
 
※６割が挙手。 
Ｓ19 大人 1 人と子ども２人の入館料。 
Ｓ４ (その３)では合計を入れているのに，こ

れには入れなくていいのですか。 
Ｓ10 いります。 
Ｓ10 足すがあるから。 
 
 
※半数が挙手。 
 
Ｓ20 大人 1 人と子ども 1人の合計の入館料。
Ｓ13 引くだよ。 
Ｓ１ 大人1人から子ども1人の入館料を引い

た差です。 
Ｓ４ 大人と子どもの入館料の差です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

a

a

本時の練習問題である学習プリントに取り組む活動は，目標達成状況を把握する
主な評価場面である。板書を手がかりにして生徒は，授業で扱った単位(円)と異な
る単位(ｇ)について表されている文字式の意味を考え，表現することができた。 

机間指導において，手の止まっている
生徒(診断的評価において「努力を要す
る」と判断した生徒)に対して，個別に
助言している様子。この手立てにより，
この生徒は正答を導き出すことができ
ていた。 

仮説の分析③ 

板書の工夫③
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14:14 

 
Ｔ それでは，５分間でやってもらいます。
Ｔ よーい，スタート。焦らなくていいから

ね。時間は十分にあるので，きれいな字で
しっかり書いてください。 

 
★作業の遅い生徒に対して，板書に着目させ，

１の問題に集中的に取り組むよう助言する。 
 
○学習プリントを集める。 
Ｔ 時間ですので，後ろからプリントを集め
てください。 

 
Ｔ それでは，授業を終わります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※学習プリントを提出する。 
 
 
 
 

  

◇本時の目標達成状況 

   主に練習問題(評価問題プリント)を解く場面において目標達成状況を評価し

た。今回は，数学的な考え方の質の高まりを判断するために，Ａ「十分満足でき

る」とＢ「おおむね満足できる」の評価問題を用意した。 

Ｂ「おおむね満足できる」の評価問題１の「単位がｇである文字を用いた式

が何を表しているか考え，表現すること」について，式を読み取るための手が

かりを全ておさえて記述できている生徒は，81％であった。 

   Ａ「十分満足できる」の評価問題２の「文字を用いた式が表している意味に

ついて，式に含まれる数や－(引く)の記号を手がかりにして，改善点を説明す

ること」について，３つの改善点を全て記述できている生徒は，41％であった。 

 

 

                

〈Ｂ「おおむね満足できる」と判断した生徒の学習プリント〉 

１ 野球ボール１個が aｇ，サッカーボール１個がbｇである。 

５a＋４bの式はどんなことを表しているか答えなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

机間指導において，手の止まっている
生徒(診断的評価において「努力を要す
る」と判断した生徒)に対して，個別に板書
されたことを参考にするよう助言した。この
手立てにより，この生徒は考えを記述する
ことができていた。 

授業で扱った単位(円)とは異なる単位(ｇ)
の問題について，式を読み取る手がかり(数の
意味，単位，問題の意味)をおさえて記述でき
ているのでＢ「おおむね満足できる」状況と判
断した。 

練習問題(評価問題プリント) 
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〈Ａ「十分満足できる」と判断した生徒の学習プリント〉 

 ２「鉛筆１本がa円，消しゴム 1 個がb円である。５a－３bという式が表して

いることを答えなさい。」という問題について，太郎君は次のように考えた。 

    〈太郎君の考え〉 

 

鉛筆から消しゴムを引いたもの 

 

  〈太郎君の考え〉の改善点について説明しなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお，Ａ「十分満足できる」と判断した生徒に対しては，上記のような評価

問題の記述に加え，ノートに記述した内容も加味して評価した。具体的には，

問題を提示した後の自力解決の場面で，下図のノートのように，２ a＋３bが表

している意味について，的確に表現しているということである。 

 

〈Ａ「十分満足できる」と判断した生徒のノート〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１は，手がかりを基に式の意味を考えさせる問題，２は，式
の意味から手がかりを検討する問題(逆思考)で改善点を複数説
明できているのでＡ「十分満足できる」状況と判断した。 

上記の学習プリントで，
Ａ「十分満足できる」状況
と判断した生徒のノート
である。自力解決の段階
で，式が表している意味を
記述できていた。 
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時時
間

具具体的
評価場面

評評価
方法

評評価規準
十分満足できる(Ａ)

評価規準
おおむね満足できる(Ｂ)

1 関 ①
マグネットの個
数を求める場面

観察
発言

画用紙の枚数とマグネットの個数の関係に関
心をもち，文字の必要性や意味について考
え，その考えを説明しようとしている。

画用紙の枚数とマグネットの個数の関係に関
心をもち，文字の必要性や意味について考え
ようとしている。

1 考 ①
マグネットの個
数を求める式を
考える場面

発言
ノート

画用紙の枚数とマグネットの個数の関係や法
則について，複数の考え方について帰納的に
考えることができる。

画用紙の枚数とマグネットの個数の関係や法
則について，帰納的に考えることができる。

2 知 ①
考えをノートに
書く場面

観察
ノート

言葉の式を基にして，文字を用いる必要性や
文字の変数としての意味を理解している。

2 技 ①
練習問題に取り
組む場面 ノート

言葉の式を基にして，個数や代金などの数量
の関係を，文字を用いて表すことができる。

3 技 ②
練習問題に取り
組む場面 ノート

「×」の記号を省略することや数を文字の前
に書くという約束にしたがって，正確に文字
を用いて式に表すことができる。

「×」の記号を省略することや数を文字の前
に書くという約束にしたがって，文字を用い
て式に表すことができる。

4 技 ③

考えをノートに
書く場面，練習
問題に取り組む
場面

観察
ノート

「÷」を含む式は，分数の形にすることで，
「÷」の記号を省略するという約束にした
がって，複数の表現で文字を用いて式に表す
ことができる。

「÷」を含む式は，分数の形にすることで，
「÷」の記号を省略するという約束にした
がって，文字を用いて式に表すことができ
る。

5 技 ④
学習プリントに
取り組む場面 学習プ

リント

文字式の表し方の約束にしたがって，複雑な
数量の関係を，文字を用いて正確に式に表す
ことができる。

文字式の表し方の約束にしたがって，様々な
数量の関係を，文字を用いて式に表すことが
できる。

6 考 ②

考えをノートに
書く場面，学習
プリントに取り
組む場面

学習プ
リント

文字を用いた式が表している意味について，
式に含まれる数や「－（引く）」の記号を手
がかりにして，改善点を説明することができ
る。

単位がｇである文字を用いた式が何を表して
いるか考え，表現することができる。

7 関 ②

式の意味につい
て話し合う場面 観察

発言

文字を用いた式を意欲的に活用したり，平地
の気温と上空の気温の関係から，およその気
温を求めるとともに，日常生活に適用しよう
としている。

文字を用いた式を意欲的に活用し，平地の気
温と上空の気温の関係から，およその気温を
求めようとしている。

7 知 ②
まとめや練習問
題に取り組む場
面

ノート
文字を数に置き換えることを「代入する」と
いうことや，式に数を代入した結果を「式の
値を求める」ということを理解している。

8 考 ③

考えをノートに
書く場面 観察

ノート

「－　 」に，様々な数値を見通しをもって
代入することができ，「－　 」の文字が正
の数，負の数，０の３つの場合を意味してい
ることを見いだすことができる。

「－　 」に，様々な数値を代入することで，
「－ 　」の文字が正の数，負の数，０の３つ
の場合を意味していることを見いだすことが
できる。

8 技 ⑤
学習プリントに
取り組む場面 学習プ

リント

文字を用いた様々な式に正の数や負の数を代
入して，途中計算を正確に書くなど効率よく
式の値を求めることができる。

文字を用いた様々な式に正の数や負の数を代
入して，式の値を求めることができる。

⑴⑴　単元の指導目標 ⑵⑵　単元の評価規準　

⑶⑶ 評価計画表（８時間扱い）

評評価規準の
観点・番号

数数学的な見方や考え方
　様々な事象について，数量の関係や法則などを文字や文字を用いた式でどのよ
うに表すのか見通しをもって考えたり，文字や文字を用いた式が表している数量
関係を論理的に考えたりすることができる。

数数学的な技能
　数量の関係や法則などを，文字を用いた式に表したり，文字を用いた式の意味
を読み取ったりするとともに，文字を用いた式に数を代入して，式の値を求める
ことができる。

数数量や図形についての知識・理解
　文字を用いることの必要性や意味を理解し，「代入」や「式の値」の意味を理
解している。

８　学習評価シート(抜粋)

　様々な事象を文字や文
字を用いた式で捉えた
り，それらの性質や関係
を見いだしたりするな
ど，数学的に考えを表現
することに関心をもち，
論理的に表現することを
通して，文字を用いるこ
との必要性や意味につい
て理解するとともに，数
量の関係や法則などにつ
いて，文字を用いて式に
表したり，式の意味を読
み取ったり，式の値を求
めたりすることができる
ようにする。

数数学への関心・意欲・態度
　様々な事象を文字や文字を用いた式で表すことに関心をもち，その必要性と意
味を考えたり，文字を用いた式を意欲的に問題の解決に活用して，式の値を求め
たりしようとしている。

x x
x x

第Ⅲ章



－59－

Ａ Ｃ Ｃ Ａ Ａ Ａ Ｃ

A A A A A A A

A C C A A A A

C C C

C C C A

C C A A A C C

A C C A A A A A A A A A

A A A A A A

A C C A A A A A A

C C C C

【【１単位時間の評価】

【【診断的評価】

考えの分かりやすい説明。
他者の考えを補充する説明を
していた。

どこから関係を見いだ
すか見付けられない。

２つの方法で式を考えた。

所定の時間内に練習問題ができない。

正答率が低い。
時間内に問題ができない。
問題の間違いが多い。

複数の解き方で解答していた。

速さや割合などの式が複雑になる式も正確に表していた。

逆思考の考え方ができていた。

文字式と日常生活とを結びつける発言をしていた。

代入した計算の間違いが多い。
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本学級は，授業で提示する問題や課題に対して，既習の知識・技能を活用しながら考え

ようとする情意面が育ちつつある。また，小学校で学習した数量関係について文字を用い

て表すことや，文字を未知数として捉えるなどの知識をほとんどの生徒が身に付けている。

しかし，文字の変数としての見方や，文字を用いた式が表す意味を読み取る力を高めてい

く必要があることが分かった。 

様々な事象を文字や文字を用いた式で捉えたり，それらの性質や関係を見いだしたりす

るなど，数学的に考えを表現することに関心をもち，論理的に表現することを通して，文

字を用いることの必要性や意味について理解するとともに，数量の関係や法則などについ

て，文字を用いて式に表したり，式の意味を読み取ったり，式の値を求めたりすることが

できるようにする。 

指導計画の主な時間における目標達成状況を，以下のように分析した。 

 

◎第１時の目標(「数学への関心・意欲・態度」と「数学的な見方や考え方」) 

・画用紙の枚数とマグネットの個数の関係に関心をもち，その関係や法則，文字の必要

性や意味について帰納的に考えることができるようにする。 

 

○目標達成状況 

「数学への関心・意欲・態度」の観点にかかわる目標達成状況を，主に観察・発言により評

価した。 

・画用紙の枚数とマグネットの個数の関係について，自分なりの方法で考えようとして

いた生徒は，100％であった。 

 

「数学的な見方や考え方」の観点にかかわる目標達成状況を，主に発言・ノートにより

評価した。 

・画用紙の枚数とマグネットの個数の関係について，考え方を示した図を活用しながら

帰納的に考えて，式をノートに記述できたり，式の意味を説明できたりしていた生徒は，

92％であった。 

 

以上のことから，第１時の目標達成状況(どちらの観点も達成)は，92％であると判断し

た。 

 

なお，目標を達成した生徒の学習状況は，以下の通りであった。 

・Ａ「十分満足できる」と判断した生徒の例 

〈関〉…自分の考えを分かりやすく発表したり，他者の考えの補足を説明したりして

いた。 

  〈考〉…マグネットの個数を工夫して求めるための式(「２×28＋２」「（28＋１）×

２」)を，ノートに２通り記述することができていた。 

９ 実践を終えて  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

診診断的評価にによる生徒の実態

単元の目標 

本時以外の目標達成状況の分析 
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★手立てを講じた後の生徒の学習状況 

〈関〉…マグネットの個数を求めるために，式だけではなく図を使って考えること

を助言することで，問題文にマグネットの図をかき加え，それらを数える

ことで求めようとしていた。助言することで，問題文にマグネットの図を

かき加え，それらを数えることで求めようとしていた。 

〈考〉…画用紙が５枚の時のマグネットの個数を求めるための図や式の板書を参考

にするよう助言することで，画用紙が 28 枚の時のマグネットの個数を工夫

して求めるための式を考えることができていた。 

 

◎第５時の目標(「数学的な技能」) 

・文字式の表し方の約束にしたがって，様々な数量の関係を，文字を用いて式に表すこ

とができるようにする。 
 

○目標達成状況 

「数学的な技能」の観点にかかわる目標達成状況を，主に学習プリントにより評価した。

・文字式の表し方の約束にしたがって，様々な数量の関係を，文字を用いて式に表すこ

とができていた生徒は，89％であった。 
 

以上のことから，第５時の目標達成状況は，89％であると判断した。 
 

なお，目標を達成した生徒の学習状況は，以下の通りであった。 

・Ａ「十分満足できる」と判断した生徒の例 

  〈技〉…複雑な式になる問題も正解していた。 

 

★手立てを講じた後の生徒の学習状況 

〈技〉…文字を使わない具体的な数量で考えさせることにより，文字を用いた式で表す

ことができていた。 

 

評価シートと，単元の指導後に行ったテストを踏まえ，単元の目標達成状況を以下のよ

うに把握した。 

〈〈数学への関心・意欲・態度〉 

主に，第１時のマグネットの個数を自分なりの方法で考えようとする活動，第７時の

文字を用いた式を活用し，平地の気温と上空の気温の関係から，およその気温を求めよ

うとする活動において，生徒の観察・発言を基に評価した。 

  その結果，様々な事象を文字や文字を用いた式で表すことに関心をもち，その必要性

と意味を考えたり，文字を用いた式を意欲的に問題の解決に活用して，式の値を求めた

りしようとしていた生徒は，100％であった。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総括的評価による単元の目標達成状況の把握と考察 
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〈〈数学的な見方や考え方〉 

  主に，第１時の画用紙の枚数とマグネットの個数との関係について帰納的に考え式に

表す活動，第６時の重さの数量関係について式が表している意味を読み取る活動，第８

時の「－ 」に様々な数値を代入して，代入する数値によっては負の数にならないこと

を考察する活動において，発言・ノート，学習プリントを基に評価した。また，単元の

指導後に行ったテストも加味して評価した。 

  その結果，様々な事象について，数量の関係や法則などを文字や文字を用いた式でど

のように表すのか見通しをもって考えたり，文字や文字を用いた式が表している数量関

係を論理的に考えたりすることができていた生徒は，89％であった。 

〈数学的な技能〉 

主に，第２時の言葉の式を基にして，個数や代金などの数量を文字を使って表す活動，

第３・４時の文字式の表し方の約束にしたがって文字を用いた式を表す活動，第５時の

文字式の表し方の約束にしたがって，様々な数量の関係を，文字を用いて式に表す活動，

第８時の文字を用いた様々な式に数を代入して，式の値を求める活動において，観察・

ノート・学習プリントを基に評価した。また，単元の指導後に行ったテストも加味して

評価した。 

その結果，数量の関係や法則などを，文字を用いた式に表したり，文字を用いた式の

意味を読み取ったりするとともに，文字を用いた式に数を代入して，式の値を求めるこ

とができていた生徒は，81％であった。 

〈数量や図形についての知識・理解〉 

主に，第２時の言葉の式を基にして，文字を用いた式を考える活動，第７時の文字を

用いた式に数値を代入して式の値を求める活動において，観察・ノートを基に評価した。

また，単元の指導後に行ったテストも加味して評価した。 

  その結果，文字を用いることの必要性や意味を理解し，「代入」や「式の値」の意味

を理解できていた生徒は，81％であった。 

 

以上のことから，単元の目標達成状況は，81％であると把握した。81％の生徒が目標

を達成できた理由は，日常生活とのかかわりのある問題場面を設定することで，生徒は

目的意識をもって問題や課題の解決に取り組むことができていたこと，解決方法を説明

する話合い活動を繰り返し位置付けたこと，板書をきっかけに論理的に考えることがで

きたからと考える。  

一方，19％の生徒が目標を達成できなかった主な理由は，計算のきまりなどの定着不

足が原因と考えられる。個々のつまずきに応じた具体的な手立ての工夫，機会があるご

とに計算のきまりを確認する場面の設定，全体で定着を図る時間を増やすことなどが必

要だったと思われる。 

単元終了後に 19％の生徒に確認のテストを行い，100％が目標を達成した。 

x
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第Ⅳ章 研究協力校の授業実践

○旭川市立青雲小学校 小学２年算数科

研究部 五十嵐 徹 教 諭

授業者 辻 郁 教 諭

○旭川市立永山小学校 小学３年国語科

研究部 山 内 恵 美 教 諭

授業者 堀 内 章 美 教 諭

授業者 難 波 広 寿 教 諭

○旭川市立北都中学校 中学１年社会科
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日 時 平成24年11月16日(金)５校時 実施

児 童 旭川市立青雲小学校第２学年１組 28名

指導者 辻 郁

〈学校の概要〉
青雲小学校は，石狩川・忠別川・美瑛川の合流点に近く，旭川市発祥の地といわれ「曙地区」を中心

としている。また，交通の基点であり，教育発祥の地として歴史的経過をもつ地域にある。

本校は「たくましい子ども」の育成を目指し，今年度は「思いやりの心と強い体でがまん強く学習に

はげむ子」を重点目標に，やさしい心を基盤として学習にはげむ子どもの育成に取り組んでいる。

「確かに考え，生き生きと表現する子どもの育成」

研
～算数科における言語活動を充実させた問題解決の在り方～

究
・実態把握と指導内容の分析を基に指導計画を工夫し，子どもに基礎的・基本的な内容を確実に身に付

の
させる。

内
・重視する算数的活動を明らかにし，言語活動を充実させることにより，集中して問題解決に向かい，

容
子どもが学習にはげむ授業を構築する。

・子どもの自己評価活動を工夫することにより，自分の成長を感じ，「わかる・できる，もっとやりたい!」

という意欲の向上を図る。

１ 単元名 「三角形と四角形」(啓林館 ２年)

２ 単元について
〈教材観〉

本単元にかかわる学習指導要領の目標及び内容(抜粋)は，次の通りである。
【学習指導要領】～第２学年(算数科)の目標と内容～
１ 目 標
⑶ 具体物を用いた活動などを通して，三角形や四角形などの図形について理解できるようにし，図形
についての感覚を豊かにする。

２ 内 容
Ｃ 図形
⑴ ものの形についての観察や構成などの活動を通して，図形を構成する要素に着目し，図形につい
て理解できるようにする。
ア 三角形，四角形について知ること。
イ 正方形，長方形，直角三角形について知ること。

〔算数的活動〕
エ 正方形，長方形，直角三角形をかいたり，作ったり，それらで平面を敷き詰めたりする活動。

これまで算数科では，１年生の「いろいろなかたち」の単元において，立体図形の面を写し取

る具体的な活動を通して，「まる」，「さんかく」，「しかく」などの形の学習をしてきた。また，「か

たちづくり」の単元においては，色板並べや棒並べ，点つなぎなどの具体的な操作活動を通して，

いろいろなものの形を作る学習をしてきた。

図形を構成する要素に着目した三角形・四角形の学習

研究協力校の授業実践 小学２年 算数科

第Ⅳ章
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　本単元では，三角形，四角形，正方形，長方形，直角三角形の定義や性質を理解し，三角形や

四角形，正方形や長方形の弁別，作図などの学習をする。また，それらの図形を平面に敷き詰め，

できる模様の美しさを感じとる活動を行う。これらの活動を通して，図形を構成する要素に着目

して，長方形，正方形，直角三角形の意味や性質について理解し，図形についての感覚を豊かに

するとともに，図形の性質を見いだしたり説明したりする過程で数学的に考える力や表現する力

を育てることがねらいである。

　なお，本単元では「三角形と四角形」の12時間扱いのうち，11時間分について取り上げた。
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〈児童観〉
本単元にかかわる診断的評価を行った結果，本学級の児童の実態は次の通りであることが分か

った。
「算数への関心・意欲・態度」については，これまでの学習状況及び事前アンケートにより評

価し，次のような結果を得た。
・算数の学習について「好き」，「どちらかといえば好き」と答えた児童は，７割であった。
・算数セットのブロックや色板などを使う操作活動に興味・関心をもっている児童は，９割であ
った。
・自分の考えを発表することを「好き」，「どちらかといえば好き」と答えた児童は，４割であっ
た。しかし，上記の割合以上に授業の様子からは自分の考えを発表する実態はあるとおさえている。
「数学的な考え方」については，これまでの学習状況により，次のような結果を得た。

・計算の方法や九九の構成など順番に沿って説明できる児童が多い。苦手とする児童は「まず」，
「次に」，「最後に」などの言葉や例文があると，自分で考えながら説明することができる。
・１年生の既習事項である「筒のような形」，「箱のような形」，「ボールのような形」の弁別理由
を記述する問題では，弁別した理由を正しく書けた児童は，４割であった。不正解のほとんどが，
「筒のような形」という言葉が分からない児童であった。
「数量や図形についての技能」については，これまでの学習状況により，次のような結果を得た。

・１年生の既習事項である「筒のような形」，「箱のような形」，「ボールのような形」を弁別する
問題では，９割の児童が正解していた。
・定規を使って直線を引く，角を合わせて紙を折る，形を写し取るなどの学習については，ほと
んどの児童ができていた。
「数量や図形についての知識・理解」については，これまでの学習状況や事前テストにより，

次のような結果を得た。
・四角形の中に三角形を４つ並べる問題は，９割の児童が正解していた。
・三角形の形の中から三角形を見付ける問題は，５割の児童が正解していた。
・同じ形にかき写す問題については，全ての児童が正解していた。

これらの結果により，本学級の児童は，算数への興味・関心が高く，具体物を使って学習する
ことを好む児童が多い。しかし，図形に関する数学的な用語については定着していない児童が多
く，図形の問題については既習事項についての理解に個人差があることが分かった。また，ほと
んどの児童が計算の方法などについては数学的な用語を活用してノートに書くことができること
も分かった。しかし説明することが苦手な児童については，説明するための例文があるとノート
に書くことができるが，それを発表することに抵抗感をもっていることが分かった。

〈指導観〉
三角形，四角形などに対する興味・関心を高め，図形を構成する要素に着目し，図形について

の感覚を豊かにしたい。また，三角形や長方形，正方形などの図形の定義や性質，数学的な用
語の定着を図り，図形の構成である直線(辺)や辺の長さ，角に着目しながら，基本的な平面図
形を弁別したり，三角形や四角形を作図したりできるようにしたい。弁別の際には，感覚的に
「～みたい」と捉えている形を，「～だから，○○形」というように，根拠を基に説明できるよ
うにしたい。
そのために，具体物に触れる活動，図形を作ったり，探したり，敷き詰めたりする算数的な活

動を通して，辺や角などの図形を構成する要素に着目させ，図形の定義や性質を理解できるよ
うにしていく。また，その定義や性質に基づき，弁別する活動を取り入れ，図形の定義や性質
についての理解をより確かなものにしていく。

３ 単元の目標
三角形，四角形，正方形，長方形，直角三角形に親しみをもち，具体的な操作活動を通してき

まりを見付け，直線の数や辺の長さ，直角に着目して，弁別する説明活動を行ったり作図したり
することにより，それらについて理解することができるようにする。

第Ⅳ章
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４ 評価規準
単元の評価規準

のていつに形図や量数のていつに形図や量数のへ数算

解理・識知能技度態・欲意・心関

三角形，四角形，正方 図形の定義や性質に基 点と点をつないだり， 三角形，四角形，直角，
形，長方形，直角三角形 づいて，長方形，正方形， 紙を切ったりして，三角 正方形，長方形，直角三
に親しみをもち，それら 直角三角形である理由を 形や四角形を作ることが 角形についての感覚を豊
について様々な経験をも 説明することができる。 できるとともに，方眼紙 かにするとともに，それ
とうとするとともに，知 を用いて，三角形や四角 らの意味について理解し
識や技能などを進んで用 形を作図することができ ている。
いようとしている。 る。

１単位時間の評価規準

①教室の中から，三角形 ①図形を構成する要素に ①点と点をつないで三角 ①動物を直線で囲む操
や四角形の形をしたも 着目しながら，長方形 形や四角形を作図する 作を通して，三角形
のを見付けようとして や正方形を弁別し，「直 ことができる。 と四角形の意味につ
いる。 角」や「辺の長さ」と ②１つの三角形や四角形 いて理解している。

②長方形，正方形，直角 いう言葉を使って，弁 の紙を２つに切って三 ②三角形と四角形を見付
三角形で平面を敷き詰 別した理由を記述する 角形や四角形を作るこ けるなど，図形につい
める活動を楽しみ，で ことができる。 とができる。 ての豊かな感覚をもっ
きる模様の美しさや平 ②図形を構成する要素に ③方眼紙を用いて，長方 ている。
面の広がりに気付いて 着目して，長方形，正 形，正方形，直角三角 ③直角の意味について理
いる。 方形，直角三角形であ 形を作図することがで 解している。

る理由を説明すること きる。 ④長方形の意味や性質に
。るいてし解理ていつ。るきでが

⑤正方形の意味について
理解している。

⑥直角三角形の性質につ
いて理解している。

５ 指導と評価計画
１単位時間の学習課題 １単位時間の問題文 ★努力を要する児童への手立て

動活習学な主標目導指時 評価規準
及び方法

◎動物を直線で囲む操
作を通して，三角形 どうぶつのまわりを点と点の直線でつないで，できた形
と四角形の意味につ をなかま分けしよう。
いて理解できるよう
にする。 ○絵を見て，どんな動物がいるかを概観し，動物の家を作

るという課題をつかむ。
。るせまかつを形のいたいだ，し認確をかるいが物動なんど★１

○できた形を直線の数に着目して，二つの仲間に分け「三
角形」と「四角形」の用語と定義について知る。

○「三角形」と「四角形」の練習問題をする。 〈知①〉
トンリプ習学。るせさ目着に数の線直★

○「三角形や四角形について調べていこう」という単元の
課題をつかむ。

◎三角形と四角形を見
付けるなど，図形に 三角形と四角形のきまりをみつけましょう。
ついての豊かな感覚
をもち，点と点をつ
ないで三角形や四角 どのような形を三角形・四角形というか考えて，点と点
形を作図することが をつないでかこう。

２ できるようにする。
○三角形と四角形の定義を確認する。
○三角形と四角形を見付け，その理由を説明する。 〈知②〉
★定義を確認し，「本数」，「直線」，「囲まれている」かどう ノート
かを考えさせる。

○点と点をつないで，三角形や四角形を作る。 〈技①〉
学習プリント

数学的な考え方
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◎１つの三角形や四角
形の紙を２つに切っ 紙を二つに切って，三角形や四角形を作りましょう。
て，三角形や四角形
を作ることができる
ようにする。 どのように切ったらいいか考えて，直線をひいてから作

ろう。

形角三，はたま，形角三のつ二，てい引を線直に形角三○３
と四角形に分けてから切る。

○二つの三角形や三角形と四角形の作り方について話し合
う。

○「辺」，「頂点」の意味を知る。
○四角形の紙を二つに切って，三角形や四角形を作る。 〈技②〉
★「辺」，「頂点」に着目しながら，どのように直線を引け 学習プリント
ばいいのか考えさせる。

◎教室の中から，三角
形や四角形の形をし
たものを見付けるこ
とができるようにす

４ る。
明する。

○教室の中で，三角形と四角形の形をしたものを見付け， 〈関①〉
・言発・察観。う合し話

★教科書の写真の中の図形を振り返らせる。 ノート

◎直角の意味について
理解できるようにす
る。

○紙を折って，本やノートの角の形を作る。
。るせら折てね重とんちきを目り折★５

○直角の意味を知る。
○本やノートの角の形が直角であることを確かめる。 〈知③〉
★きちんと角と直角を合わせさせる。 ノート
○三角定規を使って，身の回りから直角を見付ける。

◎長方形の意味や性質
について理解できる
ようにする。

○紙を折って四つの角の形が全て直角になっている四角形
を作る。

６ ○「長方形」という意味を知る。
○「辺」の長さについて長方形の性質を調べる。
★向かい合った「辺」の長さが同じことに気付かせる。
○長方形の紙を二つに切って長方形を二つ作る。
★「角の形」と「辺の長さ」に着目させながら，長方形を

作らせる。
〉④知〈。るすを題問習練の」形方長「○

学習プリント

◎正方形の意味につい
て理解できるように
する。

○長方形の紙を切って，できた形の角の形や辺の長さを調
７ べる。

★前時を振り返らせ，どのように調べたかを思い出させる。
○「正方形」という用語とその意味を知る。

〉⑤知〈。るすを題問習練の」形方正「○
学習プリント

８
◎図形を構成する要素

( に着目しながら，長

本
方形や正方形を弁別

時
し，「直角」や「辺

) の長さ」という言葉
を使って，弁別した

第Ⅳ章

身の回りから三角形と四角形の形をしたものをみつけよ
う。

○写真を見て，三角形と四角形を見付けて，その理由を説

本やノートのかどがどんな形かしらべよう。

紙をおって四角形を作り，できた四角形のへんとかどの
きまりをみつけよう。

長方形の紙をおって切り，できた四角形のきまりをみつ
けよう。

長方形や正方形をみつけましょう。また，そのりゆうを
考えよう。

○どこに着目したら長方形と正方形を見付けることができ
るか考える。
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理由を記述すること ○長方形と正方形を見付け，理由を考える。 〈考①〉

８ ができるようにす ★長方形と正方形を見付けるためにはどこに着目したらよ ノート

( る。 いか考え，定義や性質を思い出させる。

本
○自分の考えを発表する。

時
★途中まででも自分の考えを発表できるようにキーワード

) を与える。
〉①考〈。るすを題問習練○

学習プリント

◎直角三角形の性質に
ついて理解できるよ 長方形や正方形の紙を切ってできた形のきまりをみつけ
うにする。 よう。

○長方形や正方形の紙を切ってできた形の角や辺に着目し

９
て，形を調べる。

○「直角三角形」という用語と定義を知る。
〉⑥知〈。るけ付見を」形角三角直「○

★直角と思われる角に印を付けて，予想を立てさせてから ノート・発言
三角定規で確かめさせる。

○同じ直角三角形を２枚使って，三角形や四角形をいろい
ろ作る。

◎方眼紙を用いて，長
方形，正方形，直角
三角形を作図するこ
とができるようにす

10
る。

眼紙に指定された長方形・正方形・直角三角形をかく。
★かく順番を確認しながらかかせる。
○作図の仕方を話し合ったり，確かめ合ったりする。
○辺の長さを決めて，いろいろな長方形，正方形，直角三 〈技③〉

トンリプ習学。くかを形角

◎図形を構成する要素
に着目して，長方形， 切った色紙をならべて形を作り，できた形について考え
正方形，直角三角形 よう。
である理由を説明で
きるようにする。 ○色紙を折って切り，長方形，正方形，直角三角形を作る。

〉②考〈。るえ考を由理るなに形角三角直，形方正，形方長○
11

○色紙をもっと並べて，いろいろな長方形，正方形，直角 ノート
〉②考〈。る作を形角三

★直角三角形を４枚使って，長方形，正方形，直角三角形 学習プリント
を作るように指示する。

◎長方形，正方形，直
角三角形で平面を敷 色紙をならべてもようを作り，できたもようからいろい
き詰める活動を楽し ろな形をみつけよう。
み，できる模様の美

12 しさや平面の広がり ○模様を見て,同じ模様を作る。
に気付くことができ ★ひとまとまりの形に着目させ,その繰り返しであることに
るようにする。 気付かせる。

○敷き詰め模様からいろいろな形を見付け,発表する。 〈関②〉
言発・察観。る作を様模なろいろいで分自○

６ 本時の学習 (12時間扱い ８／12)
⑴ 目 標
・図形を構成する要素に着目しながら，長方形や正方形を弁別し，直角や辺の長さという言葉
を使って，弁別した理由を記述することができるようにする。

⑵ 授業仮説
・長方形や正方形の図形を構成する要素に着目しながら，弁別の根拠を説明する言語活動を行
うことにより，弁別した理由を記述することができ，目標を達成することができるであろう。

第Ⅳ章

きまりをまもって，方がん紙に長方形・正方形・直角三
角形をかこう。

○先に頂点を決め，後で直線でつなぐようにしながら，方
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⑶ 展 開
☆形成的評価を生かした手立て

１単位時間の学習課題 １単位時間の問題文 ★努力を要する児童への手立て

動活の童児動活の師教

１ 長方形と正方形を順に提示し，形の確認をする。１ 長方形と正方形を思い出す。
「この四角形は何という名前ですか。」 ・長方形です。
「この四角形は何という名前ですか。」 ・正方形です。

。るす握把を題問２。るす示提を題問２
「みんなで問題を読みます。」

見
付
け
る

３ 長方形や正方形を見付けるには，どこに着目 ３ 長方形や正方形を見付けるためには，どこに
したらいいのか見通しをもたせる。 着目したらいいのか考え，見通しをもつ。
「長方形や正方形を見付けます。どこを調べた ・角です。
らいいですか。 。すで辺・」

☆どんなものを使って調べたらいいか，調べる
手段の見通しをもたせる。

「角や辺を調べるには，どういうものを使いま ・三角定規です。
すか。 。すまえ数を数のトッドはさ長の辺・」

・定規で測ります。

４ 長方形・正方形を分けて，ノートに分けた理 ４ 長方形と正方形を分けて，早くできた児童は
。く書にトーノを由理たけ分。るせか書を由

「長方形と正方形に分けます。理由をノートに ・長方形○あ
書きましょう。 。角直なんみが角」

向かい合った二つの辺の長さが同じ。
・正方形

求 角がみんな直角。
め 辺の長さがみんな同じ。
る ★長方形や正方形を見付けるためにはどこに着

目したらよいか考え，定義や性質を思い出さ
せる。

【評価場面】
〈考①〉ノート
Ｂ 図形を構成する要素に着目しながら，長方形や正方形を弁別し，「直角」や「辺の長さ」
という言葉を使って，弁別した理由を記述できる。

。るす流交・表発５。るせさ流交・表発５
「自分の分け方を発表します。」 ・長方形は です。

「長方形の記号は何ですか。」 ・正方形は
「正方形の記号は何ですか。」 ・自分の答えを確認し，挙手する。
「自分の書いた答えを確認します。意見が分か
れた形は，後でみんなで確認します。」 ・角がみんな直角です。

「分けた理由を発表してください。どうして長 ・向かい合った二つの辺の長さが同じです。
方形ですか。 。すで角直なんみが角・」

「どうして正方形ですか。」 ・辺の長さがみんな同じ長さです。

６ 　と　について考える。

問題
長方形や正方形を
みつけましょう。
また，そのわけを
考えましょう。

第Ⅳ章

，○う，

○え，○き，

○お

○あ

○い ○か　と　の形について考えさせる。○い ○か

，○う，

○え，○き
○お

です。

６
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「 について，答えが分かれたので，みん
なで考えます。」

「　の形を○○形にした人は手を挙げます。 ・○○形です。角が直角だからです。
それはなぜですか。」

「違う考えの人は手を挙げます。それはなぜで ・どちらにも入らないと思います。角が直角で
すか。 。すでらかいなは」

「では，角を調べましょう。」 ・三角定規を当てて調べる。
・一つだけ直角ではない。

「直角ではないところがありましたね。正方形
でも長方形でもないということです。」

「　の形を○○形にした人は手を挙げます。 ・辺の長さは同じ。
それはなぜですか。」

「違う考えの人は手を挙げます。それはなぜで ・どちらにも入りません。辺の長さは同じだけ
すか。 。すでらかいなはで角直が角，ど」

「それでは，辺の長さを調べましょう。」 ・定規で測る。
・辺の長さは同じです。

「角を調べましょう。 。るべ調てて当を規定角三・」
・角は直角ではありません。

求 「辺の長さが同じだけど，直角ではないので，
め どちらの決まりもだめですね。正方形でも長
る 方形でもないということです。」

７ 定義や性質を確認しながら本時の学習をまと ７ 定義や性質を確認しながら本時の学習をまと
。るめ。るせさめ

「どうやったら，長方形や正方形を見付けられ ・決まりを使う。
ますか。 。るべ調を辺や角・」

きまりをつかって，かどやへんの長さをしらべると，長方形と正方形をみつけることができる。

。るすを題問習練８。るせさを題問習練８

【評価場面】
〈考①〉学習プリント
Ｂ 図形を構成する要素に着目しながら，長方形や正方形を弁別し，「直角」や「辺の長さ」
という言葉を使って，弁別した理由を記述できる。

９ 本時の学習を振り返らせる。 ９ 本時の学習を振り返る。
「教室の中から，長方形と正方形を見付けま ・自分の身の回りから，長方形・正方形を一

高 す。 。るけ付見つずつ」
め 「長方形一つ，正方形一つ見付けた人は座り ・ノート
る ます。 書科教・」

・絵本
・折り紙 など

⑷ 板書

第Ⅳ章
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○か

○か
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７ 本時の授業記録及び分析

動活の徒生童児動活の師教間時

13:45 ○長方形と正方形を順に提示し，形の確認を
する。

Ｔ この四角形は，何という名前ですか。 Ｃ 長方形です。
Ｔ では，この四角形は，何という名前ですか。 Ｃ 正方形です。

13:47 ○問題文を提示する。
Ｔ 今日の問題は，これです。心の中で読み

ます。

正方形や長方形をみつけましょう。また，そのりゆうを考えましょう。

Ｔ 問題文を読みます。はい。 Ｃ 正方形や長方形を見付けましょう。また，
その理由を考えましょう。

13:48 ○長方形や正方形を見付けるには，どこに着
目したらいいのか見通しをもたせる。

Ｔ この から の中から，今日は正方形や ちゃんと直線になっているか調べます。

長方形を見付けます。見付けるときに，ど
こを調べたらいいですか。

Ｔ ちゃんと直線になっているかを調べる。 Ｃ 付け足し。角が全部直角で辺も全部同じ長
付け足しはありませんか。 さだったら正方形で，角がみんな直角だけど，

辺は合わさってない方があったら，長方形。
Ｔ ということは，角と何を調べればいい。 Ｃ 辺です。
Ｔ 角と辺の長さを調べると長方形や正方形

が見付けられる。

☆どんなものを使って調べたらいいか，調べ
る手段の見通しをもたせる。

Ｔ 角を調べるためには，何を使って調べた Ｃ 三角定規です。
らよいですか。

Ｔ 他にありませんか。 Ｃ 辺と角を調べる。
Ｔ 辺と角を三角定規で調べる。では，辺は Ｃ 折って調べる。
どうやって調べたらいいですか。

Ｔ 今日は，教科書なので，折れるかな。 Ｃ 定規を使って，長さを測る。
Ｔ 今日は角と辺を三角定規や定規を使って

調べて，長方形や正方形に分けます。

13:55 ○長方形・正方形を分けて，ノートに分けた
理由を書かせる。

Ｔ ノートを開いてください。

Ｔ それでは の中から，正方形や長

方形を見付けて，下に記号を書いてその後
に理由も書いてください。

★長方形や正方形を見付けるためにはどこに
着目したらよいか考え，定義や性質を思い
出させる。

Ｔ どこを調べれば，見付けられるのでした Ｃ 辺の長さと角です。
か。

Ｔ 辺の長さが，どうなっているかを見てい
きましょう。

14:05 ○自力解決で出した答えを発表・交流させる。
Ｔ 一度やめます。手を置いてください。

図形を構成する要素に着目して弁別を
行うことが，本時の目標達成に必要な条
件である。調べる場所と道具について確
認することで，場所だけではなく，調べ
る方法についても見通しをもって活動に
取り組むことができた。

机間指導において，手の止まっている
児童に対して，個別に助言している様
子。この手立てにより，児童は，ノー
トに弁別した結果を書くことができた。

第Ⅳ章
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Ｔ この中で長方形は何にしましたか。 Ｃ です。

と

※ と板書し図形を長方形の仲間の所に

移動する。
※以下，他の図形についても長方形か正

方形のどちらの仲間になるか考えさせ，
移動する。

Ｔ 他にありませんか。 Ｃ

です。

Ｔ では，正方形はどうですか。 Ｃ です。

Ｔ これ(　）は，長方形と正方形だという人

がいるので，ちょっと後でみんなと考える
ね。

Ｔ 他にありませんか。 Ｃ です。

Ｔ では，確認していきます。 ※多数が挙手。

た人。

Ｔ は長方形に入れなかった人。

Ｔ (意見が分かれたため)では，これは後で
確認しましょう。
※図形をどちらでもない仲間へ移動する。
※他の図形についても再度確認した結果，
すべてにおいて意見が分かれたため，す
べての図形をどちらでもない仲間へに移
動する。

14:10 ○長方形や正方形の図形の要素を再確認させる。
Ｔ 皆さん。長方形の約束，決まりがありま

した。長方形の決まりを思い出してくださ 長さが同じです。
い。長方形の決まりを覚えている人。

Ｔ (板書したことを指さしながら)長方形の
決まりなんだよね。

Ｔ 正方形の決まりって何ですか。 Ｃ 角がみんな直角で，辺の長さが同じ。
Ｃ 付け足し。辺の長さがみんな同じ四角形を

正方形といいます。
Ｔ 正方形は，みんな角が直角で辺の長さが
みんな同じ。これが決まりでしたね。

14:12 ○図形を構成する要素に注目しながら，捉え
直しをしていく。

Ｔ では，皆さん。(黒板の右端に移った図形
を指し示しながら)この中から確認してい
きましょう。

Ｔ では， ※以下，三角定規，定規を使って，四つの角と

全部に合わせてください。 辺の長さについて確認をしていく。
Ｔ 終わった人は手を置きます。角はどうで Ｃ 直角です。

したか。
Ｔ 直角でしたね。では，辺の長さを調べま Ｃ 同じ。

す。向かい合っている二つの辺の長さが同
じなのか，辺の長さがみんな同じなのか。
確かめてください。

Ｔ どんなふうに同じでしたか。 Ｃ 向かい合っている二つの辺の長さが同じ。
Ｔ 向かい合っている二つの辺の長さが同じ。Ｃ 長方形です。

ということは，この はどちらですか。

☆ここでは自力解決によ
り，図形を弁別し理由を
ノートに記述する場面で
あった。しかし，授業中
の形成的評価による見取
りから自力解決から集団
解決に変更した。

☆このように集団で解決するよう授業
の展開を変更したが，全員の考えが一
致しなかった。そのため，正方形，長
方形の定義を振り返り，図形を構成す
る要素に着目させる発問を行った。

分類した図形を並べ，形の違いを比

較できるよう板書を工夫した結果，児

童は図形を構成する要素に着目できる

ようになり，定義や性質を基に図形を

弁別できるようになった。

板書の工夫①
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○あ

○あ

○あ

○き

を長方形にし

※２名ほど挙手。

○あ

○あ

。三角定規を持って，四つの角

○あ

○き

○き

○う

と○え ○か

と○お

Ｃ みんな角が直角になっていて，向かい合っ
ている辺の
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Ｔ 長方形です。
※図形を長方形の所に移動する。

Ｔ では， の角と辺の長さを調べます。

Ｔ はどうでしたか。教えてください。

。じ同なんみがさ長の辺Ｃ。はさ長の辺Ｔ
Ｔ ということは，これはどちらですか。 Ｃ 正方形です。(多数)
※図形を正方形の所に移動する。

Ｔ を調べます。どうぞ。

Ｔ はどうでしたか。教えてください。

みんな同じ。
Ｔ 辺の長さがみんな同じだった。 Ｃ 辺の長さは違った。
Ｔ 向かい合っている辺の長さが同じ。とい Ｃ 長方形です。

うことは，これはどちらですか。
※図形を長方形の所に移動する。

Ｔ では， はどうですか。調べてください。

Ｔ はどうでしたか。

Ｔ 長方形。角がみんな。 Ｃ 直角です。
Ｔ 直角で，向かい合っている。 Ｃ 辺の長さが同じ。
Ｔ 辺の長さが同じ。なので，長方形です。
※図形を長方形の所に移動する。

Ｔ では， について調べてください。

。すで形方正Ｃ。かたしでうどＴ

Ｔ ( の図形を手に持って)向きを変える

と，みんな角が直角で，辺の長さが同じで
すね。
※図形を正方形の所に移動する。

Ｔ では， について調べたいと思います。

。るす手挙が名数※。人たしに形方長Ｔ
。るす手挙が名数※。人たしに形方正Ｔ

Ｔ まず，角を調べてください。

Ｔ を調べた人。角がどうでしたか。

Ｔ 斜めになっている。直角だった？ Ｃ なっていない。違う。

Ｔ 違った。では，この は長方形に。

Ｔ 入らない。角が直角でなかった。両方と
も違うんだ。

Ｔ では，

しょう。
Ｔ 辺の長さを調べた人。 Ｃ みんな同じ。
Ｔ みんな同じだった。ということは，どっ Ｃ 角です。

ちだろう。辺の長さがみんな同じだから，
正方形でいい？もう一つ調べることがあるね。

Ｔ では，角を調べてください。 ※調べながら「違う」の声が出てくる。

Ｔ では， はどうでしたか。

Ｔ 角が斜めになっている。 Ｃ 付け足します。つぶれている。
Ｔ つぶれている。ということは。
※図形を長方形の所にかざし，答えを促す。 Ｃ (長方形に)入らない。
※同様に正方形の所にかざし，答えを促す。 Ｃ (正方形に)入らない。

Ｔ 辺の長さがみんな同じだけれど，角が直
角でなくてつぶれているから，入らないん
だ。

Ｔ 分けることができましたね。 と は正

方形でも長方形でも。
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Ｃ みんな角が直角。

Ｃ 角がみんな直角になっていて，辺の長さが

Ｃ 長方形です。

Ｃ こっちの方が，斜めになっている。

Ｃ 入らない。

。まず，辺の長さを調べてみま

Ｃ 違う。角が斜めになっている。

Ｃ ない。
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Ｔ ない形なんですね。
Ｔ 正方形や長方形を見付けるためには，ど Ｃ まず，角がみんな直角かどうかを調べて，
うやったら見付けられるのかな。 次に，向かい合っている２つの辺の長さが同

じか，みんな同じなのかを調べると長方形か，
正方形か分かる。

Ｔ ということは，角や辺を。 Ｃ 調べる。
Ｔ 調べる。角や辺を調べると長方形や正方 Ｃ できる。
形を見付けることができるということだね。

14:22 ○調べて分かったことを基にまとめる。
Ｔ まとめをノートに書いてください。 ※まとめ，正解をノートに書く。
Ｔ 赤で正しい答えを書いてください。

14:24 ○練習問題をさせる。
Ｔ ノートを閉じます。
※練習問題のプリントを配付する。

Ｔ 名前を書きます。ここにある問題をやっ ※各自，練習問題に取り組む。
てもらいます。よーい，スタート。

14:29 ○本時の学習内容を振り返らせる。
Ｔ 長方形は，角が直角で向かい合う辺が同
じ。正方形というのは，角が全て直角で，
辺の長さがみんな同じ。これを正方形とい
います。

Ｔ 自分の机の周りから，長方形と正方形を ※各自，長方形や正方形を探す。
探してみてください。

Ｔ 長方形はありましたか。 Ｃ 教科書。
Ｔ では，正方形はありましたか。 Ｃ 床。

Ｔ 床のタイル。そうですね。では，この次
の時間，もう少し勉強しましょう。

◇本時の目標達成状況
主に練習問題(評価問題プリント)を解く場面において目標達成状況を評価した。

弁別を正しく行えた児童は71％であった。71％の児童のうち，図形を構成する要素
に着目して弁別した理由を説明でき，目標を達成することができたと考えられる児
童は41％であった。

〈Ｂ「おおむね満足で
きる」と判断した児
童の学習プリント〉

本時の練習問題であるプリントに取り組む活動は，目標達成状況を把握する主
な評価場面である。板書を手がかりにして児童は，授業で扱った正方形と長方形
を構成する要素に着目しながら弁別を行い，その理由を記述することができた。

「直角」や「辺の

長さ」という言葉を

使って理由を説明す

ることができている

ので，Ｂ「おおむね

満足できる」状況と

判断した。

第Ⅳ章
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時時
間

具具体的
評価場面

評評価
方法

評評価規準
十分満足できる(Ａ)

評価規準
おおむね満足できる(Ｂ)

1 知 ①
学習プリントに取り組
む場面

学習プ
リント

動物を直線で囲む操作を通して，三
角形と四角形の意味について理解し
ている。

2 知 ②
三角形と四角形である
理由をノートに書く場
面

ノート
三角形と四角形を見付け，理由を説明するな
ど，図形についての豊かな感覚もっている。

三角形と四角形を見付けるなど，図形に
ついての豊かな感覚をもっている。

2 技 ①
学習プリントに取り組
む場面

学習プ
リント

点と点をつないでいろいろな三角形や四角形
を作図することが確実にできる。

点と点をつないで三角形や四角形を作図
することができる。

3 技 ②
学習プリントに取り組
む場面

学習プ
リント

「三角形と四角形を作る」など示された条件
に応じて，紙を２つに切り三角形や四角形を
作ることができる。

一つの三角形や四角形の紙を二つに切っ
て三角形や四角形を作ることができる。

4 関 ①
三角形と四角形を見付
け，理由を話し合う場
面

観察
発言

ノート

教室の中から，三角形や四角形の形をし
たものを見付けようとしている。

5 知 ③
考えをノートに書く場
面

ノート 直角の意味について理解している。

6 知 ④
学習プリントに取り組
む場面

学習プ
リント

長方形の意味や性質について理解してい
る。

7 知 ⑤
学習プリントに取り組
む場面

学習プ
リント

正方形の意味について理解している。

8 考 ①

考えをノートに書く場
面，学習プリントに取
り組む場面

ノート
学習プ
リント

図形を構成する要素に着目しながら，長
方形や正方形を弁別し，「直角」や「辺
の長さ」という言葉を使って，弁別した
理由を記述することができる。

9 知 ⑥

考えをノートに書く場
面，直角三角形につい
て話し合う場面

ノート
発言

向きが変わっても直角に着目して直角三角形
と捉えることができるなど，直角三角形の意
味について十分に理解している。

直角三角形の性質について理解してい
る。

10 技 ③
学習プリントに取り組
む場面 学習プ

リント

作った図形がその図形になる根拠をもち，色
紙を並べて，長方形，正方形，直角三角形を
確実に作ることができる。

方眼紙を用いて，長方形，正方形，直角
三角形を作図することができる。

11 考 ②

考えをノートに書く場
面，学習プリントに取
り組む場面

ノート
学習プ
リント

図形を構成する要素に着目して，長方
形，正方形，直角三角形である理由を説
明することができる。

12 関 ②

敷き詰め模様を作る場
面

観察
発言

長方形，正方形，直角三角形で平面を敷き詰
める活動を楽しみ，並べる決まりを変えなが
ら様々な敷き詰め方を表現したり，だんだん
大きくなる正方形を見付けたりするなど，模
様の美しさや平面の広がりに気付いている。

長方形，正方形，直角三角形で平面を敷
き詰める活動を楽しみ，できる模様の美
しさや平面の広がりに気付いている。

８　学習評価シート(抜粋)

三角形，四角形，正方
形，長方形，直角三角形
に親しみをもち，具体的
な操作活動を通してきま
りを見付け，直線の数や
辺の長さ，直角に着目し
て，弁別する説明活動を
行ったり作図したりする
ことにより，それらにつ
いて理解することができ
るようにする。

数数学への関心・意欲・態度
　三角形，四角形，正方形，長方形，直角三角形に親しみをもち，それ
らについて様々な経験をもとうとするとともに，知識や技能などを進ん
で用いようとしている。

((1)　単元の指導目標 ((2) 単元の評価規準　

((3) 評価計画表（12時間扱い）
評評価規準の
観点・番号

数数学的な考え方
　図形の定義や性質に基づいて，長方形，正方形，直角三角形である理
由を説明することができる。

数数量や図形についての技能
　点と点をつないだり，紙を切ったりして，三角形や四角形を作ること
ができるとともに，方眼紙を用いて，三角形や四角形を作図することが
できる。

数数量や図形についての知識・理解
　三角形，四角形，直角，正方形，長方形，直角三角形についての感覚
を豊かにするとともに，それらの意味について理解している。
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Ｃ Ａ Ａ Ｃ Ａ Ｃ Ｃ Ａ Ｃ Ｃ Ａ

C C C C C C C

A A A A

A A A A A A A A

A A A A A A A A A A A A A A A A A A A

C C C C C C C C C C C C C C C C C C C

C C C C C C C C C C C C C C C

C C C C C C C C C C C C C C C C C

A A A A A A A A A A A A A A A A A A

A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A

C C C C C

A A A A A A A A A A

【【診断的評価】

【【１単位時間の評価】 「 ３ 本」 ， 「 ４ 本」 ， 「 直線」 などの
言葉を使う こ と が出来ない。

三角形と 四角形を見付
け， 数学的な用語を使っ
て説明でき た。

点と 点をつないで， い
ろ いろ な三角形と 四角
形を正確に作図するこ
と ができ た。

条件に合わせて， 正確
な三角形と 四角形を作
るこ と ができ た。

「 直角」 ， 「 辺の長さ 」 など数学的
な用語を使っ て， 定義や性質を説明
するこ と ができ なかっ た。

正確に説明するこ
と ができ なかった。

弁別はでき るが理由を
記述でき ない。

直角三角形の定義は説明でき るが，
長方形と 正方形の定義や性質につ
いては混乱し ていた。
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本実践では，「８ 学習評価シート」のように，次のような児童の変容を捉えることが

できた。 

★① 定義の意味が理解できない児童に対し，個別にキーワードを与え，確認することで，

定義の違いが分かるようになった。 

★② 作業に取り組むことに時間がかかったり，ノートに書くことが遅かったりする児童

に対し，個別に細かく声かけをすることや板書内容を確認させることで，素早く作業

に取り組んだり，時間内に書いたりすることができるようになった。 

★③ 長方形や正方形の形と名称が一致できない児童に対し，毎時間個別に形と名称を比

較させたり確認させたりすることで，正しく図形を理解することができるようになっ

た。 

 

☆① 「角」や「辺」などの数学的な用語を使って定義を表すことができない傾向があっ

たため，全体にそれらの用語を提示することで，正しく定義で表すことができるよう

になった。 

☆② 「角」や「辺」の調べ方や，直角三角形の作図方法が分からない傾向があったため，

それらの方法について全体で確認し，さらに個別でも確認することで調べたり，作図

したりすることができるようになった。 

☆③ 自分の考えを整理して発表することができない傾向があったため，「まず」，「次

に」，「そして」などの言葉を使って説明するよう心掛けさせることで，自分の考え

を整理して発表できるようになった。 

本学級の児童は，算数への興味・関心が高く，具体物を使って学習することを好む児童が多

い。しかし，図形に関する数学的な用語については定着していない児童が多く，図形の問題に

ついては既習事項についての理解に個人差があることが分かった。また，ほとんどの児童が計

算の方法などについては数学的な用語を活用してノートに書くことができることも分かった。

しかし説明することが苦手な児童については，説明するための例文があるとノートに書くこと

ができるが，それを発表することに抵抗感をもっていることが分かった。 

  
本実践を終えての成果と課題は，以下の通りである。 

〈成果〉 
・自力解決でのつまずきを基に，形成的評価による見取りから，集団解決における言語

活動を充実させたことによって，筋道を立てて考えることができ，目標達成の手立て
となった。 

 ・定義の確実な定着を図るために，指導計画に長方形や正方形，直角三角形を弁別する
活動を繰り返し位置付けることにより，「角」や「辺」などの数学的な用語を使って，
定義を表現できる児童が増えた。   

〈課題〉 
 ・正方形や長方形を見付けることはできるが，算数的な用語を使って説明したり，他の

似たような形に当てはめて考えたりすることや図形に対する感覚を豊かにすること
が不十分であった。定義を用いて図形を捉える活動や，図形遊びをする活動など個に
応じて指導を工夫する必要があった。 

９ 実践を終えて 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

診断的評価(★)形成的評価(☆)を生かした指導と児童の変容  

診断的評価による児童の実態

単元の成果と課題
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日 時 平成24年10月31日(水)５校時 実施

児 童 旭川市立永山小学校第３学年１組 34名

指導者 堀 内 章 美
〈学校の概要〉

学 旭川駅より北東に９㎞，JR宗谷線，国道39号線，道道鷹栖・東神楽線などの交通の要
校 所である。また，校下は永山開拓発祥の地であり，現在は商業地，工業地，住宅地及び
の 農地(減少傾向にある)で占められている。また，緑豊かな環境に包まれ，隣接する永山
様 中央公園や神社の自然林が四季折々の変化を楽しませてくれる。自然豊かな環境に恵ま
子 れ，693名の児童が学んでいる。

研 『進んで学び，考え，豊かに表現する子どもの育成』
究 ～思考力・判断力・表現力等をはぐくむ学習指導～
の ・授業展開において，目標達成につながる学習課題の設定や，発問・指示，表現の場を
内 工夫することにより，子ども一人一人の読解力を高め，論理的に考えながら課題解決
容 に取り組む子を育てる。

１ 単元名 「せつめいのしかたを考えよう」(光村図書 ３年)
教材名 「すがたをかえる大豆」

２ 単元について
〈教材観〉

本単元にかかわる学習指導要領の目標及び内容(抜粋)は，次の通りである。

【学習指導要領】～第３学年(国語科)の目標と内容～
１ 目 標
⑶ 目的に応じ，内容の中心をとらえたり段落相互の関係を考えたりしながら読む能力を身に付けさ
せるとともに，幅広く読書しようとする態度を育てる。

２ 内 容
Ｃ 読むこと

⑴ 読むことの能力を育てるため，次の事項について指導する。
イ 目的に応じて，中心となる語や文をとらえて段落相互の関係や事実と意見との関係を考え，
文章を読むこと。

エ 目的や必要に応じて，文章の要点や細かい点に注意しながら読み，文章などを引用したり要
約したりすること。

〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕
⑴ ｢Ａ話すこと・聞くこと｣｢Ｂ書くこと｣及び｢Ｃ読むこと｣の指導を通して，次の事項について指

導する。
イ 言葉の特徴や決まりに関する事項
(カ) 表現したり理解したりするために必要な文字や語句について，辞書を利用して調べる方法

を理解し，調べる習慣を付けること。

これまで説明的な文章では，「イルカのねむり方」と「ありの行列」では，まとまり(段
落)に気を付けて読むとともに，「問題提起」から「実験観察・考察」，そして「結論」を導
き出す仮説検証型の文章を学習した。また，「はじめ・中・おわり」の組み立てや，「問い」，
「答え」で構成される文章の読み方，「はじめに」，「次に」，「しばらくすると」，「やがて」
などの順序や時を表す言葉についても学習してきた。さらに，説明内容を一言で言い表し
た題名や挿絵の活用など，分かりやすい説明の工夫についても学習してきた。

本単元では，私たちにとって身近な食べ物である「大豆」を取り上げた説明文について，
「問い」のない段落構成や段落の関係を捉えて「はじめ・中・おわり」の文章構成を見付

分かりやすい説明の仕方を学びながら

文章を読み取る学習

研究協力校の授業実践 小学３年 国語科
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け，事例を挙げて説明する工夫について学習する。また，本単元で身に付けた「説明の
仕方」を使い，次の単元「食べ物のひみつを教えます」では，食べ物について説明する文
章を児童自らが書くことになる。これらの活動を通して，目的に応じた分かりやすい説明
の仕方を身に付け，書く活動への意欲付けを図ることがねらいである。

なお，本単元では「せつめいのしかたを考えよう」13時間扱いのうち，「すがたをかえる
大豆」６時間分について取り上げた。

〈児童観〉

本単元にかかわる診断的評価を行った結果，本学級の児童の実態は，次の通りであること

が分かった。

「国語への興味・関心・態度」については，これまでの学習状況により評価し，次のよう

な結果を得た。

・全体的に文章を読むことは好み，読書への抵抗感もほとんどなく，どのような文章に対し

ても興味をもって読むことができる児童は，ほぼ全員であった。

・深く読み進める学習については苦手と感じる児童が多いが，これまでに学習した説明文「イ

ルカのねむり方」と「ありの行列」では，意欲的に学習に取り組むことができる児童は，

ほぼ全員であった。

「読む能力」については，これまでの学習状況により評価し，次のような結果を得た。

・説明文の前単元において段落の要約に取り組み，中心となる文章を探したり，順序を表す

きっかけとなる接続語を見付けたりする学習を行った。その中で，「はじめ・中・終わり」

の構成や書かれる内容についても，しっかりと理解できる児童が多かった。

・「はじめ・中・終わり」の構成を理解している児童は９割，また，「つなぎ言葉」を見付け

ることができる児童は，７割であった。

「言語についての知識・理解・技能」については，これまでの学習状況により評価し，次

のような結果を得た。

・「つなぎ言葉」や「順序を表す言葉」などの意味について，理解している児童は，８割で

あった。

これらの結果により，本学級は，国語に対しての興味・関心はある程度高く，読書量も多
い。しかし，説明文の文章を読み取る際の言葉の意味や使い方については，不十分だと言え
る。また，自分の考えを文章にする力も満足できるとはいえないことが分かった。

〈指導観〉
本単元では，「はじめ・中・おわり」の全体の組み立てや，段落相互の関係，中心文や接

続語の働きに注意しながら読むことによって，分かりやすい説明の仕方を身に付けさせたい。
そのために，文章全体の組み立てや中心文，接続語，写真などを整理した表を用いて，「す

がたをかえる大豆」の分かりやすい説明の仕方を視覚的に捉えさせていく。また，これまで
学習してきた説明文との比較を行いながら，説明される内容によって「中」の書き方も変わ
ることに触れていく。さらに，一つの段落には一つの内容が書かれていることを読み取りな
がら，文章全体の組み立てや分かりやすい説明の仕方の理解を図っていく。言葉の意味調べ
についても，常に辞書を使って取り組めるよう，関心や意欲の継続を図っていく。

３ 単元の目標
大豆がすがたを変えることを説明した文章に興味・関心をもち，段落相互の関係から「は

じめ・中・おわり」の文章構成を捉えたり，中心文や接続語の働きを捉えたり，具体例を挙
げる説明の仕方を見付けたりするなど，目的に応じて分かりやすい説明の仕方を考えること
ができるようにする。
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４ 評価規準
単元の評価規準

国語への
読む能力

言語についての

能技・解理・識知度態・欲意・心関

文章の内容に関心をも 段落相互の関係から文章全体の組み立てを捉え，中心文を 表現したり理解したりする

ち，文章構成を理解しな 確かめながら説明されていることを整理し，説明の仕方を考 ために，必要な語句について，

。るいてべ調てし用利を書辞。るいでん読らがなえ。るいてしとうも読らが

１単位時間の評価規準
①大豆が様々な食べ方を ①教材文を「はじめ・中・終わり」の大きく三つに分け，「中」 ①「中」の五つの段落で書か

されていることに関心 の段落の中心文を捉え，具体例を整理しながら読み取り， れている具体例をノートに

をもち，はじめて知っ まとめ るす理整。るいて 中で，分からない

たことや興味をもった ②「中」の五つの段落のつながりについて中心文や整理した 語句の意味を国語辞典で調

こと，分かりやすい説 具体例を基に，分かりやすく説明するための各段落の配置 べている。

明の仕方について感想 順序の工夫と，各段落の中での書き方の工夫を考えながら

をもちながら進んで教 読むことができるようにする。

材文を読もうとしてい ③既習の説明文を想起し，文章全体にかかる「問い」が書か

，りたえ考ていつに由理のとこいないてれ。る 「問い」を入れる

としたらどんな言葉が当てはまるかを考えたりしながら読ん

でいる。

④接続語や写真の使用，文末表現の書き方に着目して，「す

がたをかえる大豆」の分かりやすい説明の仕方について考

えながら読んでいる。

⑤既習の説明文と「すがたをかえる大豆」とを読み比べ，「分

かりやすい説明の仕方」について，自分の考えをまとめて

いる。

５ 指導と評価計画
１単位時間の学習内容 単元の学習課題 ★努力を要する児童への手立て

点観価評動活習学な主標目導指時
及び方法

〉①関〈を方べ食な々様が豆大◎
されていることに関心 観察・発言・

をもち，はじめて知っ 学習プリント

たことや興味をもった
見 こと，分かりやすい説 ○題名や写真などから，内容を想像し，交流する。
付 明の仕方について感想 ○教師の範読を聞いて，書き方の工夫などにも目を付け，
け １ をもちながら進んで教 初発の感想を学習プリントにまとめ，発表する。
る 材文を読もうとするこ

とができるようにする。

分かりやすいせつめいのし方を見つけよう

◎教材文を「はじめ・
中・終わり」の大き
く三つに分け，「中」
の段階の中心文を捉

「はじめ・中・おわえ，具体例を整理し

求
ながら読み取り，ま

め ２ 〉①読〈。るめとまにトンリ
るきでがとこるめと

る
ようにする。

観 察・ 学習

説明されていることを解説する。 プリント

○難しい表現や言葉を抜き出し，辞書を活用して調べる。
★意味の分からない言葉にサイドラインを引き，その言 〈言①〉

葉を見ながら調べるよう助言する。 観察

文章全体の組み立てについて考えよう。

「すがたをかえる大豆」を読んで，感そうをこうりゅうし

合おう。
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★初めて知ったことや分かりやすく説明してあることに重
点を置いて書くように助言する。

○形式段落に分ける。
○文章全体の大まかな内容を捉えながら，

り」の三つに分け，それぞれの部分の役割をおさえる。
○「中」の各段落で説明している内容を整理しながら学習プ

★段落初めの接続語に着目させ，段落ごとに別の事例が
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◎「中」の五つの段落の
つながりについて中心
文や整理した具体例を
基に，分かりやすく説
明するための各段落の ○「中」の五つの段落の中心文を捉えて，各段落中の書き方
配置順序の工夫と，各 の工夫をおさえる。

３ 段落の中での書き方の ★各段落の最初の一文の書き方に着目させる。
工夫を考えながら読む ○短冊状にした中心文と写真を本文通りに並べ，書かれてい
ことができるようにす る順序を確かめる。
る。 ○短冊状にした中心文と写真を並び替えながら，筆者はどう 〈読②〉

してこの順番で説明していったかを考える。 発 言・ 学習

★写真を見せて，出来上がった料理に含まれる大豆の大きさ プリント

や形に気付かせながら考えさせる。

◎既習の説明文を想起
求 し，文章全体にかかる
め 「問い」が書かれてい
る ないことの理由につい ○「はじめ・中・おわり」に書かれていたことを確認し，既

て考えたり，「問い」 習の説明文との類似点や相違点を見付ける。４
を入れるとしたらどん ○「はじめ」の部分に「問い」の入らない話題提示の仕方が
な言葉が当てはまるか あることを理解する。
を考えたりしながら読 ○「おわり」の部分に書かれている内容から，「問い」を入れ 〈読③〉
むことができるように るとしたら，どこにどんな文が入るか考えて書く。 発 言・ 学習

する。 ★「問い」の文が思い付かない児童には，例を示す。 プリント

◎接続語や写真の使用，
文末表現の書き方に着
目して，「すがたをか
える大豆」の分かりや ○写真を使った説明の効果を考える。

５ すい説明の仕方につい ○具体例を示す際に「一つ目は」，「二つ目は」とはせず，接（

て考えながら読むこと 続語を用いた理由を考える。
本 ができるようにする。 ★豆の形に着目させて順序を考えさせる。
時 ○文末の「でした。」「ました。」は，どのようなときに使うか 〈読④〉）

を考える。 発 言・ 学習

★文末を「でした。」「ました。」と「です。」「ます。」に換え プリント

て違いを考えさせる。

◎既習の説明文と「すが
たをかえる大豆」とを
読み比べ，「分かりや
すい説明の仕方」につ

高
いて，自分の考えをま ○これまで学習してきた表を用いながら,説明の分かりやすさ 〈読⑤〉

め ６
とめることができるよ について児童の発言を基に観点ごとにまとめていく。 発 言・ 学習

る
うにする。 ★取り組みやすい観点を示して考えさせる。 プリント

「分かりやすいせつめいのし方」には，次の方法がある。
①「はじめ・中・おわり」の文章構成 ②「問い」のない構成
③接続語や文末表現の工夫 ④写真の活用

６ 本時の学習(６時間扱い ５／６)
⑴ 目 標
・接続語や写真の活用，文末表現の書き方に着目して，｢すがたをかえる大豆｣の分かりや

すい説明の仕方について考えながら読むことができる。
⑵ 授業仮説

・児童が接続詞を比較し，考えることができるような発問の工夫をすることにより，説明
文｢すがたをかえる大豆」の分かりやすい説明の仕方を考えることができ,目標を達成
できるであろう。

｢中｣のだんらくの並び方にかくされた分かりやすいせつめ
いのし方を見つけよう。

｢はじめ｣のぶ分に｢問い｣がないりゆうを考えよう。

分かりやすいせつめいのし方が，ほかにもないか考えよう。

｢すがたをかえる大豆｣の分かりやすいせつめいのし方につ

いて考えを出し合おう。
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⑶ 展 開
☆形成的評価を生かした手立て

力努★容内習学の間時位単１ を要する児童への手立て
動活の童児動活の師教

１ 模造紙板書を示しながらこれまでの学習を振り返る。 １ これまでの学習を大まかに振り返り，想起する。
「これまで，『はじめ・中・おわり』のまとまりに分け

たり，『中』を詳しく読んだり，『問い』がないのはな
ぜかなどについて考えてきました。」

。るす握把を題課の時本２。るす示提を題課の時本２
「『すがたをかえる大豆』で使われている説明の仕方に

は他にどんなものがあるかみんなで考えを出し合って
ほしいと思います。」

分かりやすいせつめいのし方がほかにもないか考えよう。

３ 写真を使った説明の効果を考えさせる。 ３ 写真を使った効果について考える。
「写真は何のために使われていますか。」 ・文章だけではよく分からないから。

・見たことない物も写真で分かるから。
「見て分かるように工夫されていますね。」 ・文章と写真が一緒だと何が書いてあるか分か

りやすい。
☆初発の感想から「写真があるから説明が分かりやすい」

という意見を取り上げる。

４ 具体例が示す際に「一つ目は」，「二つ目は」とはせず， ４ 具体例が示す際に「一つ目は」，「二つ目は」
。るえ考を由理たい用を語続接，ずせはと。るせさえ考を由理たい用を語続接

「『中』の五つの段落は，大豆が小さくなっていったり，
調理の仕方が難しくなっていったりするように書かれ
ていたね。」

「順番がより分かりやすくなるために，文章をつなぐ言 ・「一番分かりやすいのは」
葉がそれぞれの段落で工夫されていますが，何だと思 ・「次に」
いますか。 ・」 「また」

・「さらに」
・「これらのほかに」

「これらは，文章をつなぐ言葉ですが，皆さんは，説明
することが三つあれば一つ目，二つ目，三つ目と書き
ますよね。」

・分かりやすいところから説明しているのが分
かるから。

・「さらに」は，もっとある感じがする。
・「さらに」，「次に」，「これらのほかに」とい

う言い方で，別の方法があるということを表

している。

「『終わり』の段落には『このように』，『その上』と文 ・まとめている。

章をつなぐ言葉が書いてありますが，これらはどんな感 ・付け足している。

じがしますか。」

「つなぎの言葉にも気を付けるとより分かりやすい説明

の仕方につながりそうですね。」

☆段落相互の関係を捉えさせる。

★豆の形に着目させて順序を考えさせる。

【評価場面】
<読④>発言・学習プリント

Ａ 接続詞や写真の使用に着目しながら，「すがたをかえる大豆」の分かりやすい説明の仕方に使い
方について考えながら読むことができる。

Ｂ 接続詞の書き方に着目しながら，「すがたをかえる大豆」の分かりやすい説明の仕方に使い方に
ついて考えながら読むことができる。

主発問

「『一つ目は』，『二つ目は』と使うのではなく，『一

番分かりやすいのは』，『次に』，『また』，『さら

に』，『これらのほかに』が使われている理由は

何でしょう。」

第Ⅳ章
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５ 文末表現の書き方に注目させる。
「文章の書き初めに工夫があれば，文章の書き終わり方

にも工夫があります。『でした。』，『ました。』を使う
のはどのようなときですか。

。すできとく書をとこの前・
」

「『でした。』，『ました。』と『です。』『ます。』では，ど
のように違いますか。

。いなはでとこたし・
」 ・今もやっている。

「今のことや説明をするときは『です。』，『ます。』を使
」，「ます。」を使う。

うとよいですね。」

★文末を「でした。」，「ました。」と「です。」，「ます。」
に換えて違いを考えさせる。

６ 本時の学習をまとめ，発表させる。
「説明文を書くときに工夫したらよいことを三つ確認で

きました。それらを自分の学習プリントにまとめてみ
写真を使うと見たときに分かりやすい。

よう。
・

」
「つなぎ言葉」を使うと，内容を付け足した
り，まとめたりすることができる。

・文の終わりの書き方を工夫すると，今も行っ
ていることや既に分かっていることを表現す
ることができる。

７ 次時の学習内容を知らせる。
「次の学習では，文章全体で『分かりやすい説明の仕方

についてまとめていきます。」

⑷ 板書

７ 本時の授業記録及び分析

動活の童児動活の師教間時

13:10 ○模造紙板書を示しながらこれまでの学習を振り返る。

Ｔ それでは，今日は今までずっと豆について勉強してきましたが， Ｃ はい。

今日は今まで二つ見付けていた「分かりやすい説明の仕方」の後，

幾つかを見付けてきたんだよね。

Ｔ 今まで，中身を読み取ってきたんですが，「分かりやすい説明の仕方」

の技を見付けて，そしてこの後に作文を書くためによく中身を読ん

できたんだったよね。

Ｔ １の段落から８の段落まで読み取って，三つに分かれてたんです Ｃ 中心文です。

が，「初め・中・おわり」，前にやったのもそうだったよね。この説

明文の「初め」は何でしょう？

。すで示提題話Ｃ？文心中」め初「Ｔ

Ｔ 「話題提示」でしたね。

。すで豆大Ｃ？かすで何，は」題話「Ｔ

Ｔ 大豆だよね。

Ｔ そして，「中」の部分でいろんな工夫が書いてあって，「おわり」 Ｃ まとめです。
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５ 文末表現の書き方に注目する。
・したことを書くときです。

・昔のことを書くときです。

・説明するときは「です。

６ 本時の学習をまとめ，発表する。
・

７ 次時の学習内容を知る。
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。すで想感の者筆Ｃ？かすで何は

Ｔ 「まとめ」ですね。そうだね，筆者の感想，筆者の考えでした。

Ｔ 「中」の段落の並び方に隠された「分かりやすい説明の仕方」も

見付けてきました。二つ見付けたんだったよね。あそこに書いてあ

ります。

※模造紙板書を指し示す。

Ｔ 一つ目は「説明する順序を整理するやり方」，二つ目は，「先に中

心文を書いて後に詳しい説明を書くというやり方」を見付ました。

Ｔ そして，今までの習った説明文と今回習った大豆の説明文は一番 Ｃ 問いがない。

何が違うかと言うと？

Ｔ そうだね，「問い」がない説明文なんだね。「ありの行列」のとき

にも，「イルカのねむり方」のときにも「問い」が書いてあって，最

後に「答え」が書いてあったんだけど，これは(大豆の説明文では）

ちょっと違ったんだよね。

Ｔ じゃあですね，今まで（「分かりやすい説明の仕方」を)二つ見付

けました。

13:14 ○本時の学習課題を提示する。
。む読で員全を題課※。うょしまみ読はでＴ

分かりやすいせつめいのしかたがほかにもないか考えよう。

。いはＣ。ねすでうそりあか何だまＴ

13:16 ○写真を使った説明の効果を考えさせる。

☆初発の感想から｢写真があるから説明が分かりやすい｣という意見を取

り上げる。

Ｔ 一番最初に感想を書いたときに，幾つか見付けてきたことで，ぱ

っと見たら分かるの何だ？

Ｔ 何が書いてあって，「分かりやすいな」って言っていたっけ？ Ｃ 写真です。

Ｔ 「写真」ですね。「写真」があって分かりやすかったんだね。

Ｔ じゃあ「写真」のことについて見てみましょうか。

Ｔ 「写真」はあるのとないのとではどう？あった方がいいね。文章

だけ読んでいても分かる？分からないだったよね。

。腐豆Ｃ。れこ，…ばえ例Ｔ

※豆腐の写真提示

Ｔ 豆腐ですね。これに何がついていたか分かった？ Ｃ 作り方。

Ｔ こうなってると(並んでいたら，豆腐ってこうやって作るんだなっ

て)分かりましたね。

てし出りぼしを身中てっ使を布Ｃ？たっだんるいてしを何はちっこＴ

。たい。す指を真写の方り作の腐豆※

)人３～２(。腐豆Ｃ？たっだ何？は身中のそＴ

。りがにの豆大Ｃ？のう言て何。ねう違？たっだ腐豆，は身中Ｔ

。養栄の豆大Ｃ？りがにの豆大Ｔ

Ｔ 大豆の栄養？

Ｔ 大豆のすりつぶしたのが入いっていたんだね。

Ｔ これ「作り方」が書いてありましたね。だから，こうやって並ん

でいれば，豆腐ってこうやって作るんだなって分かるんだね。知ら

なかった人いたもんね，豆腐の作り方。

※提示した写真を黒板にはる。

Ｔ 後，「写真」と関係して分かりやすかったこと何だったかな。「写真」 Ｃ その写真が貼られている場所に，

とこうなっている分かりやすいよって言ってくれた人いたよね。 写真と関係する文章が書いてあっ

たことです。

Ｔ そうだよね。豆腐の作り方と豆腐(の文章)が書いてある上のところ Ｃ はい。(全員)

に文章が書いてあったんだよね。ということは写真と文章と合わせ

初発の感想から「写真の使用
のよさ」に気付いた児童の考え
を取り上げた。そこから，「写
真の使用」，「写真と文章の位
置関係」，「どんな写真を用い
ているか」，「写真の順番」の
それぞれのよさに着目させた。
その結果，写真を用いることの
よさについて理解させることが
できた。
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れば，もっと分かりやすいということかな。

Ｔ イルカの文章のときや，ありの文章のときって写真でした？ Ｃ 写真はない。絵です。

Ｔ 絵と文章と一緒に書いてあったね。ということはこれ一つ分かり Ｃ はい。（２～３人）

やすい文章を書くときの「分かりやすい説明の仕方」に入れていい

ですか？

。いはＣ？なかるえ使れそもちた私Ｔ （２～３人）

※分かりやすい説明の仕方③のカードを黒板に貼る。

。すで葉言ぎなつＣ？たっだ何葉言のきとぐなつを落段と落段Ｔ

Ｔ 「つなぎ言葉」にはどんなものがあるんだった？これ一個ずつ言 Ｃ ｢次に｣です。

。すで｣はのいすやりか分番一｢Ｃ。かうよみてっ

※児童から出てきた「つなぎ言葉」のカードを黒板に貼っていく。 Ｃ ｢また｣です。

。すで｣にらさ｢Ｃ。す示し指をドーカの書板※

Ｃ ｢それらのほかに｣です。

Ｔ 「一番分かりやすいのは｣って書いてありましたが，どんなこと書

いてありますか？その段落って。

？豆煮Ｃ？は初最番一Ｔ

Ｔ 煮豆だったね。そのままの形のものからいったんだね。

Ｔ そうすると，一番分かりやすいのは？誰が一番分かりやすいんだっけ？ Ｃ 読んでいる人。

Ｔ 読んでいる人だよね。そうだよね。読んでいる人が一番分かりや

すいんだよね。

Ｔ 学習プリントにこの５つの｢つなぎ言葉｣を書いてみましょう。 ※つなぎ言葉を学習プリントに記入

する。つなぎ言葉をどんなときに

使うのかを考えて記入する。

☆段落相互の関係を捉えさせる。

Ｔ 今まで作文を書くときにこうやって書いていたことない？

？番順Ｃ

？ちっこ？ちっどが番順Ｔ

※板書の「つなぎ言葉」の「一つ目」「二つ目」のところを指す。

Ｔ 説明するときには，こっち(「一番分かりやすいのは」の方)使っ Ｃ 説明文の状態。

た方がいい？

Ｔ 「一つ目は」 記日にいたみたっ言が生先，今Ｃ？きとなんどてっ」は目つ二「

みたい(作文)に書くようなとき。

Ｔ 「楽しかったこと」の三つだからでない？前に書いていたよね。

Ｔ 「楽しかったこと」もあるし，「私の好きな物は三つあります。」

ってやっても同じだよね。

Ｔ 好きな物の「一つ目は，二つ目は，三つ目は」って言うときには

こっちを使うの？

※板書の「一つ目は」の方を指す。

。う使にきとるすを明説Ｃ？はちっこＴ

※板書の「一番分かりやすいのは」を指す。

例文を提示したことで，児童は，接続詞が段落相互をつなぐときに，順序を表す
場合があることやそうでない場合があることを具体的に考えることができたといえる。
ただ，｢一番分かりやすいのは｣という接続詞を扱う際に，｢何が一番分かりやすい

のでしょうか？｣と発問した方が，｢前の段落に書かれていた『大豆の食べ方の工夫』
が分かりやすい｣など，文中の言葉を手がかりとして思考すると考える。そのことで，
前の段落とのつながりも意識して思考し，より目標を達成することにつながると考
える。

Ｔ 「私は夏休みの思い出が三つあります。一つ目は，海へ行った

ことです。二つ目は，バーベキューをしたことです。三つ目は，

花火を見に行ったことです。」と書いたことない？書いたよね。

Ｔ 説明文を書くときにこれ（一つ目，二つ目）どういうときに使うの？

Ｔ 「一つ目は」，「二つ目は」という書き方とどう違うんだろうね。

仮説の分析

【主発問】発問の工夫
児童の実態に合わせて児

童がこれまで作文や日記を
書いてきた経験と結びつけ
て具体的な文を例示し，思
考を促すようにした。また，
それと本文の接続詞を比較
させることにより，接続詞
の意味の違いに気付かせる
ようにした。
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★豆の形に着目させて順序を考えさせる。

。すで豆大るすりた煮，りたっいＣ

）てし用活を真写の書板紙造模（

）名３～２（？ままの形のそＣ

？たっだ豆大，るてっなうどＴ

Ｔ 形はどうなの？

Ｔ その形のままだったんだね。読んでいる人たちに分かりやすいの

は，その形のままの物から説明した方がいいんだよってみんなも言

。すで」夫工るべ食ていひに粉「Ｃ

。ねよたいてっ

Ｔ では次にきたのは，あっちでいうと？

※教室横の模造紙板書を指す。

Ｔ そうですね。これ，どういうつながりが，あるんだった？次にく

るのと。

Ｔ つながりあったしょ。どうだった？表の一番下あたり。

Ｔ こっちのつながりとこっちのつながりとどう？

※「さらに」と「これらのほかに」のカードを指す。

Ｔ 「さらに」って小さな生物の姿をかりたものだったよね。最後に「こ

れらのほかに」ってあって，取り入れた時期や育て方の工夫があったん

だよね。

Ｔ こっちの「つなぎ言葉」を使った方が，どんな分かりやすさがあった

のかな？

※板書の「一番分かりやすいのは」の接続詞の方を示す。

Ｔ つながりは，ひとつながりだよね。

Ｔ そして，大豆の何を書いてあったんですか？

Ｔ 作り方も書いてあったんだよね。

Ｔ その作り方の並び順はどうだったっけ？

。すで順の方り作な単簡Ｃ

。つやたれくてっ言てっよだ法理調Ｔ

Ｔ 調理方法はどういう順番になっているのかな？

Ｔ 簡単なことから難しいものになっているんだね。調理方法がね。

Ｔ 次々と難しくなっていったり，説明には難しい中身が来たりね。とい

う，つなぎ方をするためにはこっち，つながっている？

Ｔ こっち？

※板書の「一番分かりやすいのは｣の接続詞の方を指す。

「二Ｔ これは，ひとまとまりだね，きっと。「好きなもの」とか，「楽しかっ

たこと」とか。

Ｔ こっちは一つのものを順番に，次々に説明していく方法かな？

。いなか書Ｃ

。す指を方の」はのいすやりか分番一「書板※

Ｔ ということは，私たちが書くときに「一つ目」，「二つ目」って書く？

Ｔ こっちの方がいい？

※板書の「一番分かりやすいのは｣の接続詞の方を指す。

Ｔ ということは，こうしてもいいってこと？

※つなぎ言葉の順番を入れ替えて提示する。

Ｔ これ，違うくなっちゃうからね。

Ｔ これ，何大事にしていけばいいんだ？

Ｔ ここの「一つ目」「二つ目」，「三つ目」入れ替えたらどう？

Ｔ こうするとどう？

※板書の「つなぎ言葉」（一つ目，二つ目のカードの順番を入れ替えて

提示する。）

。めだＣ

？らかだつやなき好番一？めだもれこＴ

（入れ替えに対して）Ｔ でもこっちは？入れ替えてもいい？

※「一番分かりやすいのは」，「次に」の方の「つなぎ言葉」のカード

を指す。

Ｔ ますます入れ替えてたらだめなのはこっちだよね。

Ｔ 粉にひいて食べる工夫と納豆のところを入れ替えてもいいんだっけ？

い

？とういとかぜな。ねよたっだんなめだ

｣ってなると文章がぐちゃぐちゃ

になって読めなくなるから。

Ｔ そうだね，順番だ。順序よくいかないとだめなんだよ。やっぱり。難 Ｃ 使えます。

しい方と簡単な方を入れ替えてぐちゃぐちゃになったら分かりづらいか
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ら，順序よくいけばいいんだ。使えますかこれ。

Ｔ 私たちが「米」とか「とうもろこし」とかそういうので説明しよう Ｃ 使えそう。（４～５人）

と思ったときに使えそうでか。

Ｔ 「つなぎ言葉」を「分かりやすい説明の仕方④」にしていいですか？ Ｃ はい。（２～３人）

※分かりやすい説明の仕方④のカードを黒板に貼る。

※｢順序よく書くための言葉｣と板書する。

Ｔ 分かりやすい説明の仕方，の三つ目は「写真」を四つ目は「つなぎ

言葉」って書いて分かりやすいわけを書いておいてください。

※学習プリントに書くよう指示する。 ※学習プリントに分かりやすい説明

※机間指導 の仕方③，④の内容と理由を記入

する。

13:50 ○文末表現の書き方に注目させる。

Ｔ まだ他にもあった？分かりづらいんだけど。一番最初に読んでい

るときに気が付いている人がいたんだよね。

Ｔ 丁寧な書き方をしている。丁寧な書き方，書き方についてみてみよう

か。

※板書で文末表現を比較する本文を提示する。

Ｔ これ教科書の一番最後の終わりのところなんだけどどちらも同じです Ｃ 右側の文章は「いろいろな姿で

か？ちょっと読んでみるよ。「このように大豆は…ました。他に…」何が 食べられていました。」って書いて

けるあ？かたしまい違 ど，左側は「います。」って

書いてある。右側は「ました。」っ

て書いてある。

Ｔ 「でした。」，「ました。」ってどんなときに使うの？ Ｃ 「でした。」は，分かっていたこ

とで，「ました。」は調べたこと。

Ｃ 「でした。」や「ました。」は日

Ｔ じゃあ，「です。」「ます。」は？こっちだったら，大豆はもう今まで

に食べられてきたけど今は？食べられてないように書かれているね。

Ｔ じゃあ，「でした。」や「ました。」ってどんなときなんだろうね？あっ

たこと？前にあったこと？

Ｔ こっちは，「今も」ってことかな。

Ｔ これね，文章の最初に工夫してあるのが｢つなぎ言葉｣なんでしょ。

こっちは最後だよね。

Ｔ これね，「文末」と言います。書き方の最後を「文末」と言います。

これね，「分かりやすい説明の仕方」の五つ目に入れていいですか。

Ｔ 文末も大事だよね。｢お米｣のことを書く人，｢とうもろこし｣を書く

人，今もあるよね。ということはこういう書き方をしないといけないよ

ね。

Ｔ 「イルカ」のこととか「あり」のこととかは，もう終わったことを書

いていたから「でした。」，「ました。」だったね。じゃあ，「です。」，「ま

す。」しか使ってはいけませんか？

Ｔ そんなことないもんね。終わったことは，（「でした。」「ました。」

を指して)こっち。今のことは（「です。」「ます。」を指して)こっちでも

使えますね。

Ｔ では，これから書くときに，文末も工夫すると分かりやすい書き方に 。いはＣ

？かすでいいてしと，るな

※分かりやすい説明の仕方⑤のカードを黒板に貼る。

Ｔ じゃあ，五つ目に「文末」って書いて，分かりやすいわけを書いて

ください。

※学習プリントに書くように指示する。

★板書を見ながら特定の工夫の観点を例示し，理由を尋ね，他にも工夫

がないかを考えさせる。

13:58 ○本時の学習をまとめ，発表させる。

Ｔ まだもしかすると，「分かりやすい説明の仕方」があるかもしれないので，
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違うところで見付けているんだという人は空いているますに書いておいてく

ださい。二つ以上ある人は，はみ出て書いてもいいですから。

14:00 ○次の学習内容を知らせる。

Ｔ 次の時間は，全体を通して，「こうすれば分かりやすくなるんでは

ないか」ということを，もうちょっと詳しくやって，いよいよ，「とう

もろこし」とか「魚」だとか自分が選んだ食べ物の説明文を書いていき

ましょう。

本時の学習課題について学習プリントにまとめる活動は，目標達成状況を把握す
る主な評価場面である。児童は，接続詞の使い方に着目し，分かりやすい説明の仕
方について黒板にまとめたことを書くことができた。しかし，関連付けて書いてい
る児童は少なかった。

◇本時の目標達成状況

主に学習プリントに分かりやすい説明の仕方③，④を記入する場面において，

目標達成状況を評価した。接続詞の使い方に着目し，分かりやすい説明の仕方に

ついて書いたり発表したりすることができ，目標を達成することができたと考え

られる児童は，71％であった。

なお，71％のうち，自分の言葉で「分かりやすいわけ」について記入すること

ができ，Ａ「十分満足できる」と判断した児童は，21％であった。

〈Ｂ「おおむね満足できる」と

判断した児童の学習プリント〉

〈Ａ「十分満足できる」と判

断した児童の学習プリント〉

学習プリントの「分

かりやすい説明のしか

た③～⑤」に，自分の

言葉で記入することが

できているので，Ａ「十

分満足できる」状況と

判断した。
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時時
間

具具体的
評価場面

評評価
方法

評評価規準
十分満足できる(Ａ)

評評価規準
おおむね満足できる(Ｂ)

1 関 ①

「すがたを変える大豆」を
読んで，初めて知ったこと
や，文章表現の分かりやす
さについての感想を学習プ
リントに書く場面

観察
学習プ
リント
発言

大豆が様々な食べ方をされていること
に関心をもち，はじめて知ったことや
興味をもったこと，分かりやすい説明
の仕方について感想をもちながら進ん
で教材文を読もうとしている。

大豆が様々な食べ方をされている
ことに関心をもち，はじめて知っ
たことや興味をもったこと，分か
りやすい説明の仕方について感想
をもちながら教材文を読もうとし
ている。

2 読 ①

文章全体を「はじめ，中，
終わり」に分け，中の五つ
の段落で書かれている具体
例を学習プリントに整理す
る場面

観察
学習プ
リント
発言

教材文を「はじめ・中・終わり」の大
きく三つに分け，「中」の段落の中心
文を捉え，具体例を整理しながら読み
取り，要点を外さないようにまとめて
いる。

教材文を「はじめ・中・終わり」
の大きく三つに分け，「中」の段
落の中心文を捉え，具体例を整理
しながら読み取り，まとめている。

2 言 ①

「中」の五つの段落で書か
れている具体例を学習プリ
ントに整理する中で，分か
らない語句の意味を国語辞
書で調べている場面

観察
学習プ
リント

「中」の五つの段落で書かれている具
体例を学習プリントに整理する中で，
分からない語句の意味を進んで国語辞
典で調べている。

「中」の五つの段落で書かれてい
る具体例を学習プリントに整理す
る中で，分からない語句の意味を
国語辞典で調べている。

3 読 ②

学習プリントに整理した具
体例を基に，五つの段落の
つながりについて話し合う
場面

発言
学習プ
リント

「中」の五つの段落のつながりについ
て中心文や整理した具体例を基に，分
かりやすく説明するための各段の中で
の書き方の工夫を要約し，考えながら
読んでいる。

「中」の五つの段落のつながりに
ついて中心文や整理した具体例を
基に，分かりやすく説明するため
の各段の配置順序の工夫と，各段
落の中での書き方の工夫を考えな
がら読んでいる。

4 読 ③

既習の説明文と読み比べ，
文章全体にかかる「問い」
が書かれていないことの理
由についてまとめる場面

発言
学習プ
リント

既習の説明文を想起し，文章全体にか
かる「問い」が書かれていないことの
理由について考えたり，「問い」を入
れるとしたらどんな言葉が当てはまる
か複数の観点から考えたりしながら読
んでいる。

既習の説明文を想起し，文章全体
にかかる「問い」が書かれていな
いことの理由について考えたり，
「問い」を入れるとしたらどんな
言葉が当てはまるかを考えたりし
ながら読んでいる。

5 読 ④

接続詞や写真の使い方に着
目しながら，「すがたを変
える大豆」の説明の仕方に
ついて学習プリントに書き
出す場面

発言
学習プ
リント

接続詞や写真の使用に着目しながら，
「すがたをかえる大豆」の分かりやす
い説明の仕方に使い方について考えな
がら読むことができる。

接続詞の書き方に着目しながら，
「すがたをかえる大豆」の分かり
やすい説明の仕方に使い方につい
て考えながら読むことができる。

6 読 ⑤

既習の説明文と「すがたを
変える大豆」とを読み比
べ，「分かりやすいせつめ
いのしかた」についての自
分の考えを学習プリントに
書きまとめる場面

発言
学習プ
リント

既習の説明文と「すがたをかえる大
豆」とを読み比べ，「分かりやすいせ
つめいのしかた」について，構造化し
て自分の考えをまとめている。

既習の説明文と「すがたをかえる
大豆」とを読み比べ，「分かりや
すいせつめいのしかた」につい
て，自分の考えをまとめている。

((１)単元の指導目標
　大豆がすがたを変えることを
説明した文章に興味・関心をも
ち，段落相互の関係から「はじ
め・中・おわり」の文章構成を
捉えたり，中心文や接続語の働
きを捉えたり，具体例を挙げる
説明の仕方を見付けたりするな
ど，目的に応じて分かりやすい
説明の仕方を考えることができ
るようにする。

８　学習評価シート(抜粋)

((２)単元の評価規準　
国国語への関心・意欲・態度

評評価規準の
観点・番号

  文章の内容に関心をもち，文章構成を理解しながら読もうとして
いる。

読読む能力
　段落相互の関係から文章全体の組み立てを捉え，中心文を確かめ
ながら説明されていることを整理し，説明の仕方を考えながら読ん
でいる。

言言語についての知識・理解
   表現したり理解したりするために，必要な語句について，辞書
を利用して調べている。

((３)評価計画表（６時間扱い）
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A C C A C A A A

A C C A A A

A C A A A A

A A

A A

A C C A C C C C A A A C A A C

A A A A

【【１単位時間の評価】

【【診断的評価】

時間がかか
った。

工夫についてノ ート にまとめていた。

中心文を見付けていた。

言葉をたく さん調べ
ていた。

内容に則した発表
ができた。

大豆の大きさに目を
付けていた。

分かり やすい説明の仕
方を見付けることがで
きた。

シート に書く 内容が
理解できない。

接続詞や写真の使用に着目しな
がらまとめていた。

構造化して自分の考え方を
まとめていた。
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９ 実践を終えて

本学級は，国語に対しての興味・関心はある程度高く，読書量も多い。しかし，説明文の
文章を読み取る際の言葉の意味や使い方については，不十分だと言える。また，自分の考え
を文章にする力も満足できるとはいえないことが分かった。

診断的評価による児童の実態

本実践では，「８ 学習評価シート」のように，次のような児童の変容を捉えることがで
きた。
★① 初発の感想を学習プリントに記入できない児童に対し，個別に感想を引き出させる支

援をすることで，感想をもち，学習プリントに記入することができた。
★② 辞書の引き方を忘れている児童に対し，個別に辞書の引き方を確かめさせることで，

自分で言葉の意味を調べることができた。
★③ 「分かりやすい説明の仕方」を整理できない児童に対し，個別に説明しながら順を追

って学習プリントに記入させることで，まとめの表を仕上げることができた。

☆① 接続詞があることで，段落のつながりが順を追って進められていることに気付くこと
ができない傾向があったため，全体に写真を使って説明することで気付くことができる
ようになった。

☆② 「はじめ」の部分になぜ「問い」がないのかを考えるときに，どのように考えればよ
いかが見いだせない傾向があったため，全体に「中」にはどのような内容が書かれてい
るのかを確認することで，仮説検証型ではない解説型の文章だと考えることができるよ
うになった。

☆③ 「分かりやすい説明の仕方」について，どのように学習プリントに記述するとよいか
方法が見いだせない傾向があったため，全体でまとめるポイントを確認することで，学
習プリントに記入できるようなった。

診断的評価(★)形成的評価(☆)を生かした指導と児童の変容

本実践を終えての成果と課題は，以下の通りである。

〈成果〉

・次の単元で実際に説明文を書く活動があることを知らせていたため，どうすれば分かり

やすく文章を書くことができるかという目的意識をもたせることができた。

・模造紙板書では，接続詞を段落ごとに分類して掲示をしたり，例文を黒板に提示して文

末表現の比較をしたりすることで，児童の思考を整理することができた。
〈課題〉

・児童の思考を促す発問を十分に吟味できなかったため，思考が深まらなかった。

・診断的評価が不十分だったため，適切な手立てを行うことができなかった。

単元の成果と課題
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日 時 平成24年10月18日(木)５校時 実施

生 徒 旭川市立北都中学校第１学年１組 28名

指導者 難 波 広 寿

〈学校の概要〉

学
本校は，旭川市のほぼ中心部に位置し，校区は北を牛朱別川，南を宮下通りにはさま

校
れ，国道39号線を境に東側には住宅街，西側には町工場や商店街が広がる市内中心部の

の
比較的歴史の古い地域である。生徒は知新小学校と朝日小学校の卒業生がほぼ半数ずつ

様
を占め，各学年２クラスずつ，および特別支援学級２クラスの全校生徒193名の小規模校

子
である。生徒の学習に対する意欲は総じて高く，与えられた課題に取り組む姿勢も真面

目だが，自分で考えたりするなどの応用力に欠ける面が見られる。

研
本校では，「主体的に学び，自らの考えを表現できる生徒の育成 ～知識・技能の習得

究
と活用力を育む授業づくり～」を研究主題とし，目指す生徒像として，基礎的・基本的

の
な知識・技能を確実に身に付けて，わかる喜びを実感し，身に付けた知識・技能を活用

内
して，できる喜びを実感し，よりよく問題を解決して，学びの楽しさを深める生徒を掲

容
げている。その実現のために，生徒の実態を把握し，知識・技能を重点化し，形成的評

価を生かした学習過程を工夫するなどして，日々の実践に取り組んでいる。

１ 単元名 「ヨーロッパ連合への道のり」(教育出版 地理)

２ 単元について

〈教材観〉

本単元にかかわる学習指導要領の目標及び内容(抜粋)は，次の通りである。

【学習指導要領】～地理的分野の目標と内容～
１ 目 標
⑵ 日本や世界の地域の諸事象を位置や空間的な広がりとのかかわりでとらえ，それを
地域の規模に応じて環境条件や人間の営みなどと関連付けて考察し，地域的特色や地
域の課題をとらえさせる。

２ 内 容
⑴ 世界の様々な地域
ウ 世界の諸地域

世界の諸地域について，以下の(ア)から(カ)の各州に暮らす人々の生活の様子を的
確に把握できる地理的事象を取り上げ，それを基に主題を設けて，それぞれの州の地
域的特色を理解させる。

(イ) ヨーロッパ

これまで地理的分野では，「わたしたちの地球と世界の地域構成」の単元で，地球儀や世

界地図を活用し，緯度と経度，大陸と海洋の分布，主な国々の名称と位置，地域区分などを

取り上げ，世界の地域構成を大観する学習をしてきた。また，「人々の生活と環境」では，世

界各地における人々の生活の様子とその変容について，自然及び社会的条件と関連付けて考

ＥＵの地域間格差を資料から読み取る学習

研究協力校の授業実践 中学１年 社会科
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察し，世界の人々の生活や環境の多様性を理解する学習をしてきた。

本単元では，世界の諸地域について，各州に暮らす人々の生活の様子を的確に把握できる

地理的事象を取り上げ，それを基に主題を設けて，それぞれの州の地域的特色を理解する学
習の中で，ヨーロッパ州の地域を大観し，ＥＵの地域統合を主題として設定し，資料を読み
取り，多面的・多角的に考察し，その地域的特色を理解することがねらいである。

なお，本単元では「世界の諸地域」31時間扱いのうち，「統合を強めるヨーロッパの国々」

の６時間分について取り上げた。

〈生徒観〉

本単元にかかわる診断的評価を行った結果，本学級の生徒の実態は次の通りであることが

分かった。

「社会的事象への関心・意欲・態度」については，これまでの学習状況及び事前アンケー

トにより評価し，次のような結果を得た。

・アフリカ州の学習に対しては，授業中の発言も多く，独立年ごとに白地図を塗り分ける作

業にも全員が意欲的に取り組んでいた。

・世界のいろいろな国について知ることは楽しいと答えていた生徒は９割であり，特に，韓

国など近年，交流が盛んな国について興味・関心のある生徒が多かった。

「社会的な思考・判断・表現」については，これまでの学習状況により評価し，次のよう

な結果を得た。

・アジア州の学習において，近年，中国に多数の外国企業が進出している理由について，労

働者の賃金の面から説明することができた生徒は，８割であった。

・アフリカ州の学習において，なぜアフリカ大陸の国々の国境に直線的なものが多いのかと

いう問いに対して，かつての植民地支配と関連付けて考えることができた生徒は，半数に

満たなかった。

「観察・資料活用の技能」については，これまでの学習状況により評価し，次のような結

果を得た。

・アジア州の学習において，降水量の分布地図から，湿潤地域と乾燥地域を読み取ることが

できた生徒は，３割程度にとどまった。これは，湿潤地域が青く塗られていたことから，

海と陸地の区別がつかなかった生徒が多いことが原因である。

・アフリカ州の学習において，資料からアフリカ州の国々の独立年を読み取り，その年代ご

とに白地図を色で塗り分ける作業を時間内に終えることができた生徒は，９割であった。

また，そこから1960年に独立した国が一番多いことを読み取れた生徒は，９割であった。

「社会的事象についての知識・理解」については，事前テストにより評価し，次のような

結果を得た。

・全ての生徒がヨーロッパの国名を１つ以上書けたが，「ＥＵ」を知っていると答えた生徒

は６割であった。

・ＥＵ加盟国で使われている通貨を「ユーロ」と答えることができた生徒は，３割であった。

・ＥＵ加盟国間では国境をパスポートなしで行き来できることを知っていた生徒は，６割で

あった。

これらの結果により，本学級の生徒は，歴史の学習や調査活動への興味・関心は高いが，

知識や技能の個人差は大きく，歴史的事象を関連付けて考えることができない生徒が多いと
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いうことが分かった。

〈指導観〉

本単元では，ヨーロッパ州に関する様々な資料を読み取る力を身に付けさせたい。また，

ヨーロッパ州の地域的特色を理解し関心を高め，複数の資料や社会的事象を比較したり，

関連付けたりして考えることができるようにしたい。

そのために，一つ一つの資料を丁寧に解説しながら読み取らせたり，自分で確認したり

しながら資料を作成させていく。また，複数の資料を並べさせて共通点を読み取らせたり，

前時までの授業を振り返らせたりしながら，社会的事象の関連付けを図っていく。

３ 単元の目標

ヨーロッパ州の自然環境やヨーロッパ連合の成り立ちと拡大について，有用な情報を適切

に選択して読み取り，ヨーロッパ州の農業・工業・環境問題などの地域的特色に対する関心

を高め，その知識を身に付けることで，地域統合を基に経済格差の拡大について，多面的・

多角的に考察し，表現することができるようにする。

４ 評価規準

単元の評価規準

社会的事象への 社会的な 観察・資料活用の 社会的事象についての

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

ヨーロッパ州の地域的特 ロシア連邦の鉱産資源の ヨーロッパ州に関する様 ヨーロッパの農業につい
色に対する関心を高め，そ 輸出によるヨーロッパ連合 々な資料から，自然環境(地 て，自然環境との関係から
れを意欲的に追究し，とら との関係や，経済格差の拡 形・気候)や宗教の分布，ヨ 地域的特色を理解し，工業
えようとしている。 大について考察し，表現し ーロッパ連合の成り立ちと について，資源分布との関

ている。 その拡大，域内における地 係や工業地域の変化，地域
域間格差の状況を適切に読 間格差について理解してい
み取っている。 る。

１単位時間の評価規準

①ヨーロッパの環境問題と， ①ロシア連邦の鉱産資源の ①「ヨーロッパ州の地勢と
それに対する人々の努力 輸出によるヨーロッパ連 ，「ヨーロッパの気候
について関心を高め，と 合との関係や，経済格差
らえようとしている。 の拡大について考察し，

表現している。
候）や宗教の分布を適切

②ヨーロッパ連合の成り立
ちとその拡大に関する資
料から，有用な情報を適
切に選択し，域内におけ
る地域間格差を読み取る
ことができている。

５ 指導と評価計画

１単位時間の学習内容 単元の学習課題(主題)及びまとめ ★努力を要する生徒への手立て

動活習学な主標目導指時 評価規準
及び方法

◎「ヨーロッパ州の地
勢と国々」，「ヨーロ ヨーロッパ州の自然環境や宗教の分布，主な国々の

１ ッパの気候区分」や 位置と名前を地図を使って確認しよう。
「ヨーロッパの主な
宗教」から，ヨーロッ
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①ヨーロッパの農業につい
て，自然環境との関係か
ら気候に合った作物を栽
培していることを理解し
ている。

②ヨーロッパ連合の工業に
ついて，資源分布との関
係や工業地域の変化，地
域間格差について理解し
ている。

区分」や「ヨーロッパの主
国々」

な宗教」から，ヨーロッパ
州の自然環境（地形・気

に読み取っている。

○知っているヨーロッパの国名を挙げる。
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パ州の自然環境 (地
形・気候) や宗教の

１
分布を適切に読み取
ることができるよう し，ヨーロッパの地形，気候区分 〈技①〉
にする。 学習プリント

入する。
見 ★生徒同士で交流させ，教え合わせる。
付
け ◎ヨーロッパ連合の成
る り立ちとその拡大に ヨーロッパ連合の成り立ちとその拡大について調べ，

関する資料から，有 特徴を読み取ろう。
用な情報を適切に選
択し，域内における ○「世界のＧＤＰに占める割合」のグラフを提示し，気
地域間格差を読み取 付いたことを発表させる。

２ ることができるよう ★全体での資料の読み取りを通して，比べ方のポイント
にする。 に着目させる。

○ＥＵ各国の一人当たり国民総所得を確認させる。
★あらかじめ国民総所得別に斜線などの入ったプリント
を用意する。

○ＥＵの地域間格差を資料から読み取らせる。 〈技②〉
★国民総所得とは何のことかを説明し，どの地域にどん 学習プリント

な国が多いか，などに着目させる。

◎ヨーロッパの農業に
ついて，自然環境と ヨーロッパ州の農業について，自然環境との関係か
の関係から気候に合 らまとめ，利点と問題点をまとめよう。
った作物を栽培して
いることを理解でき ○ヨーロッパ各国の代表的な食べ物を挙げる。

３ るようにする。 ★日常食べている料理の中から考えさせる。
○ヨーロッパの農牧業について，それぞれの農業の方法
や主な作物を学習プリントにまとめる。

★教科書の本文を見てまとめるように指示する。
○ヨーロッパの農業と自然環境との関係を学習プリント 〈知①〉
にまとめる。 学習プリント

★ヨーロッパの気候区分の地図と見比べさせる。

◎ヨーロッパ連合の工
業について，資源分 ヨーロッパ州の工業について，資源分布や工業地域
布との関係や工業地 の立地の変化からまとめ，利点と問題点をまとめよ
域の変化，地域間格 う。
差について理解でき
るようにする。 ○ドイツの近代工業の発達に，ライン川の水運と石炭，

求 鉄鉱石が重要な意味をもっていたことを理解する。
め ４ ★地図で炭田と鉄鉱石の分布を確認させ，初期の工業地
る 域と一致することを理解させる。

○エネルギー革命の結果，工業地域の立地がどのように
変化してきたかを考える。

★石油はどこで採掘され，どのように輸送されるかを考
えさせる。

○ドイツにおける外国人労働者の増加の要因と問題点に 〈知②〉
ついて考える。 学習プリント

★ＥＵの地域間格差について振り返るよう指示する。

◎ヨーロッパの環境問
題と，それに対する ヨーロッパ州の環境問題と，それに対する人々の努
人々の努力について 力について調べ，利点と問題点をまとめよう。
関心を高め，とらえ
ることができるよう ○酸性雨についてどのようなことを知っているか，学習
にする。 プリントに記入し，発表する。

５ ★教科書の写真を見て記入するように指示する。
○ヨーロッパ州で国を越えた環境保全活動が盛んなのは 〈関①〉
なぜかを考え，発表する。 観察・発言

★ヨーロッパ州の地図で小国が密集していることを確認
させる。

○再生可能なエネルギーにはどのようなものがあるかを
考え，発表する。

★風力発電機や太陽光パネルなどの写真を見せる。

ヨーロッパ連合による地域統合の利点と問題点を考えてみよう。
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★食べ物，スポーツなどから連想させる。
○地図帳を使って位置を確認する。
★地図帳の索引の使い方を確認する。
○教科書の資料を活用
の分布，宗教の分布を読み取らせ，学習プリントに記
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◎ロシア連邦の鉱産資
源の輸出によるヨー ロシア連邦の歴史や自然環境について調べ，ヨーロ
ロッパ連合との関係 ッパ連合とのつながりについて考え，ヨーロッパ連
や，経済格差の拡大 合による地域統合の利点と問題点を考えてみよう。
について考察し，表
現できるようにする。 ○ロシア連邦の気候や農業について，学習プリントにま

とめる。
★地図帳や教科書の資料等を活用するように助言する。

高 ○ソビエト崩壊について，学習プリントにまとめる。
め ６ ★教科書の本文を見てまとめるように指示する。
る ○ロシア連邦の鉱産資源を通したＥＵとの関係や，国内 〈思①〉

の経済格差の拡大について考え，発表する。 学習プリント
★輸出品目のグラフを示し，考えさせる。 ・発言

６ 本時の学習(６時間扱い ２／６)

⑴ 目 標

・ヨーロッパ連合の成り立ちとその拡大に関する資料から，有用な情報を適切に選択し，

域内における地域間格差を読み取ることができるようにする。

⑵ 授業仮説

・有用な情報を適切に選択できるように発問を工夫することにより，地域間格差に気付く

ことができ，目標を達成することができるであろう。

⑶ 展 開

☆形成的評価を生かした手立て
１単位時間の学習内容 単元の学習課題(主題) ★努力を要する生徒への手立て

動活の徒生動活の師教

１ ヨーロッパ連合について，知っていることを挙げさせな １ ヨーロッパ連合について，知っていることを挙げなが
がら，実際のユーロ紙幣やパスポートなどを提示して関心 ら確認する。

。ういとＵＥ・。るせたもを
「ヨーロッパ連合について知っていることはあるかな。」 ・共通の通貨(ユーロ)を使っている。

・国境を自由に行き来できる。

。るす認確を容内習学２。るす示提を容内習学２

「今日は，ＥＵの成り立ちと拡大について，資料を使って

調べていきます。」

３ 学習プリント１を配付し，加盟国と加盟年を確認させる。 ３ 加盟年ごとに色を塗り，ＥＵが次第に拡大していった
様子を確認する。

「ヨーロッパ連合に加盟している国を加盟した年ごとに色 ・どんどん増えている。
を塗り分けて確認してみましょう。」

「現在，全部で何か国でしょうか。 。だ国か72在現・」

４ 学習プリント１から，拡大の様子を読み取らせる。 ４ ＥＵがどのように拡大していったかを読み取る。
「一番，たくさんの国が加盟したのは何年でしょう。」 ・2004年。
「それらの国は，西ヨーロッパの国でしょうか。東ヨーロ ・東ヨーロッパの国々。
ッパの国でしょうか。」

５ 資料「世界のＧＤＰに占める割合」のグラフを提示し， ５ 資料「世界のＧＤＰに占める割合」のグラフを見て，

ヨーロッパ連合の地域統合によって，人・金・モノの移動が自由になった。その結果，

域内が一つの国内市場のようになり，大国に匹敵する経済規模をもつようになった。し

かし，東欧諸国の加盟によって，地域間の経済格差が拡大し，豊かな国に貧しい国の労

働者が流入して，豊かな国の労働者の賃金を引き下げてしまうなどの問題点が生じてき

ている。

ヨーロッパ連合の成り立ちと拡大について調べ，特徴を読み取ろう。

第Ⅳ章
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。るす表発をとこたい付気。るせさ表発をとこたい付気
「次に，この資料を見て，気付いたことを発表しましょう。」 ・ＥＵが一番多い。

・中国やアメリカなど一国よりもＥＵの方が多い。
・ＥＵの一つ一つの国は少ない。

☆何を表しているグラフなのか，一つ一つの項目の意味は
何か，などを全体で確認する。

★全体での資料の読み取りを通して，比べ方のポイントに
着目させる。

６ 学習プリント２を配付し，ＥＵ各国の一人当たり国民総 ６ 国民総所得別に色分けをする。
所得を確認させる。

★あらかじめ国民総所得別に斜線などの入ったプリントを
用意する。

７ 学習プリント３を配付し，学習プリント１・２から，Ｅ ７ 学習プリント１・２から，ＥＵ内の地域格差を読み取
，るす入記に３トンリプ習学，り。るせら取み読を差格域地の内Ｕ

・ＥＵ内でも豊かな国と貧しい国がある。
・最近，ＥＵに加盟した東欧の国々の方が，国民総所得
が少ない。

★国民総所得とは何のことかを説明し，どの地域にどんな
国が多いか，などに着目させる。

。るす認確を題問習学の元単８。るす示提を題問習学の元単８

９ ＥＵによる地域統合の利点と問題点について考えさせる。 ９ ＥＵによる地域統合の利点と問題点について考えてプ
リントに記入する。

「それでは，現時点で考えられるＥＵによる地域統合の利 ・域内の他の国に旅行するのが便利。
点と問題点をプリントに書いてみましょう。」 ・他の国にも働きに行ける。

・経済格差がある。

10 次回以降の学習について提示する。 10 次回以降の学習について確認する。
「次回からは，農業，工業，環境などの様々な面から，Ｅ
Ｕの利点と問題点を確認していきたいと思います。」

⑷ 板書

主発問
「学習プリントの１と２を机の上に並べて置いてみまし
ょう。両方を見比べて，色分けの意味を思い出しながら，
読み取れることを学習プリント３に書いてみましょう。」

【評価場面】
〈技②〉学習プリント
Ａ 二つの資料を関連付けて，ヨーロッパ連合の域内における西欧諸国と近年加盟した東欧諸国の地域間格差の状況

を読み取ることができている。

Ｂ ヨーロッパ連合の成り立ちとその拡大に関する資料から，有用な情報を適切に選択し，域内における地域間格差

を読み取り，学習プリントにまとめることができている。

ヨーロッパ連合による地域統合の利点と問題点を考えてみよう。

第Ⅳ章
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７ 本時の授業記録及び分析

動活の徒生動活の師教間時

13:30 ○ヨーロッパ連合について，知っていることを
挙げさせながら関心をもたせる。

Ｔ 今日はそのヨーロッパの国々がまとまって Ｓ はい。
つくっているヨーロッパ連合を勉強していき
たいと思います。

Ｔ さて，ヨーロッパ連合をアルファベットで Ｓ ＥＵ。(全員)
省略して言うと？

Ｔ このＥＵの国々で共通して使っている通貨 Ｓ ユーロ。(全員)
は？
※ユーロ紙幣を提示する。 Ｓ (ユーロ紙幣を見て)おぉ！

Ｔ ちなみにこの50ユーロは，今１ユーロが100
円くらいだから，日本円で何円くらい？

Ｔ あと，ＥＵの特徴として，普通は国と国の Ｓ パスポート。(多数)
間を行き来するときに必要なものは？
※日本のパスポートを提示する。

Ｔ そう，ＥＵの国同士では，このパスポート
無しで行き来できるということです。

Ｔ それでは，今日はこのＥＵについて，いろ Ｓ はい。
いろと調べていきたいと思います。

13:33 ○学習内容を提示する。

Ｔ それでは，これからいくつかの資料を使っ
て，この課題を追究していきたいと思います。

13:34 ○学習プリント１を配付し，加盟国と加盟年を
確認させる。

Ｔ 資料集64ページの下半分，「ＥＵへのあゆ ※資料集を準備する。
み」を見てください。

Ｔ 現在，ヨーロッパの多くの国が加盟してい Ｓ ベルギー・オランダ・ルクセンブルク。(ほ
るＥＵですが，一番最初にこういった組織を ぼ全員)
つくろうとなった時に，三つの国の話合いか
ら始まりました。どことどことどこ？

Ｔ そう。そしてさらに，そこに加わった国が Ｓ ドイツ・フランス・イタリア。(ほぼ全員)
三つあります。どことどことどこ？

Ｔ そうだね。全部で６か国になって，1967年
にヨーロッパ共同体，ＥＣというのができま
した。

Ｔ このＥＣができたときに入っていた６つの ※色鉛筆を準備する。
国を赤で塗ってみましょう。

。る塗を色らがなし力協で内班※。るすを導指間机※
Ｔ 班内で分からない人がいたら，お互いに教 Ｓ ベルギーどこかなぁ。

。よだこといさ小Ｓ。ねてっ合え
Ｓ あったー。

Ｔ 全部の国，見つかったね？ Ｓ はい。
Ｔ 次に1973年三つの国が加わりましたね。イ
ギリスとデンマークとアイルランド。その次，
1981年にはギリシャが加わったね。その後，
1986年にはスペインとポルトガルが加わって，
1993年にＥＵになったんだね。

Ｔ この資料を見ながら，加盟した年ごとに， Ｓ はい。
オレンジ，黄色，黄緑，緑，水色，青と塗っ
てください。

Ｔ じゃあ，班内に困っている人がいたら助け ※班内で協力しながら色を塗る。

ヨーロッパ連合の成り立ちと拡大について調べ，特徴を読み取ろう。
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てあげるんだよ。はい，スタート。
。てし貸ジンレオ)て見を面画(Ｓ。るす導指間机※

Ｓ ここもイギリスなの？
Ｓ (教えてもらって)あったー。

13:51 ○学習プリント１から，拡大の様子を読み取ら
せる。
※学習プリントの⑵～⑷の問題に取り組ませる。※問題に取り組む。

Ｔ 現在，ＥＵに加盟している国の数。全部で Ｓ 27か国。(半数程度)
何か国？

Ｔ 色を塗った中で，一番多くの国がＥＵに加 Ｓ 2004年。(ほとんど全員)
盟した年は何年？

Ｔ それでは，2004年に加盟した国々って，何 Ｓ 西ヨーロッパ。(４割程度)
ヨーロッパの国？

)名数(？パッローヨ東Ｓ？パッローヨ西Ｔ
Ｔ どっちだ？東？西？
Ｔ もう一回，地図を見て。上は？ Ｓ 北。(数名)

)度程割２(。南Ｓ？は下Ｔ
)度程割４(。西Ｓ？は左Ｔ
)上以数半(。東Ｓ？は右Ｔ

Ｔ よし，じゃあもう一回聞くよ。2004年に加 Ｓ 東ヨーロッパ。(半数以上)
盟した国々は？

Ｔ 東ヨーロッパの国々がたくさん加盟したね。
Ｔ ＥＵに27か国も加盟して，同じお金を使っ Ｓ う～ん…
て，国境をパスポートなしで行き来できます。Ｓ７ 勢力を拡大するため。
じゃあどうして，大きな一つの国のようにな

ったの？
Ｔ いいとこついた。では，そのことを考える

ための資料をみんなに見せるので，こっちを
向いてください。

13:56 ○資料「世界のＧＤＰに占める割合」のグラフ
を提示し，気付いたことを発表させる。

☆何を表しているグラフなのか，一つ一つの項
目の意味は何か，などを全体で確認する。

Ｓ 円グラフ。(７割程度)

Ｓ お金持ちな国。

Ｓ 貧乏な国。(半数程度)

Ｔ これ，何グラフ？
Ｔ そうだね。これは世界の各国のＧＤＰっ

ていうのを表しているんだ。
Ｔ ＧＤＰって何だろう。
Ｔ ＧＤＰ(国内総生産)とは，国内で，1年

間に新しく生みだされた生産物やサービ
スの金額の総和のことです。

Ｔ つまり，その国全体の1年間の「もうけ」
を全部あわせたもの。

Ｔ ＧＤＰが多い国ってのは，もうけが多い
国ってことは，お金持ちな国？貧乏な国？

Ｔ そう。豊かな国だってことだね。じゃあ，
ＧＤＰが少ない国は？

Ｔ そういうことになるね。で，こっちの円
グラフを見てほしいんだけど，世界のＧ
ＤＰに占める割合のグラフだね。

グラフの種類とタイトルを確認し，
そのグラフがＧＤＰを表していること
を示した。さらに，ＧＤＰという語句
を「もうけ」という言葉を使って説明
した。その結果，生徒はＧＤＰによっ
て，その国が豊かであるか貧しいかを
判断することができるようになった。

第Ⅳ章



－99－

★全体での資料の読み取りを通して，比べ方の
ポイントに着目させる。

Ｔ じゃあ，１番もうかっている国や地域はど Ｓ ＥＵ。(４割程度)
こ？

Ｔ そうだね。ＥＵが１番。２番は？ Ｓ アメリカ。(３割程度)
。他のそＳ？は目番３Ｔ

Ｔ いやいや，その他は除いて。日本だね。
Ｔ ちょっとまってよ。アメリカや日本や中国 Ｓ 違います。

は一つの「国」だね。ＥＵって一つの国だっ
け？

Ｔ 全部でいくつの国だっけ？ Ｓ 27。(３割程度)
Ｔ そう。じゃあ，バラバラにしてみたらどう Ｓ あ～，ちょっとずつ。
なるか…。
※ＥＵ各国のＧＤＰを示したグラフを提示す
る。

Ｔ ちょっとずつになっちゃったね。ＥＵの中 ※うなずく。
でＧＤＰが１番高いドイツの国でも全世界の
5.8％ってことは，アメリカにもかなわない
し，日本や中国にもかなわないね。

Ｔ 一つ一つの国はあまりもうけがないんだけ Ｓ はい。(数名)
ど，みんなまとまればさっきのグラフみたい
に１番になるっていうことなんだ。

Ｔ じゃあ，その「もうけ」について，もっと
詳しく調べていきたいので，２枚目の地図を
塗ってもらいます。

14:00 ○学習プリント２を配付し，ＥＵ各国の一人当
たり国民総所得を確認させる。

Ｔ 今度はみんなに塗ってもらうのは，ＥＵの

それぞれの国の一人あたりのＧＮＩです。Ｇ

ＤＰとは違うけど，ほとんど意味は一緒で，

その国民一人が１年間にどれだけもうけてい

るかってことを表しているんだ。
Ｔ 下の表を見て。ＧＮＩの少ない順に並んで

います。ブルガリア，ルーマニア…，一番多
いのはルクセンブルクってなってるよね。

Ｔ ということは，ＥＵの国の中で，一人当た Ｓ ブルガリア。(ほぼ全員)
りのもうけが，一番少ないのはどこの国？

)度程割６(。国のち持金お
Ｓ ルクセンブルク。(８割程度)？国のこどはのい多Ｔ

Ｔ そして，横に色分けの仕方が書いてある。
一人あたりのＧＮＩが３万ドル以上の国，…
ってどんな国？

Ｔ そう。その国々は赤で。そして１万５千か
ら３万までは黄色で。１万５千より少なかっ
たら青で塗ってほしいんだけど。

グラフの読み取りにおいて，一人で
は読み取れない生徒に対して，全員で
読み取りを行っている様子。この手立
てにより，生徒は一つ一つの質問に対
する答えを確認して，どのように読み
取ればよいかを理解できた。

第Ⅳ章

Ｓ



－100－

★あらかじめ国民総所得別に斜線などの入った
学習プリントを用意する。

※机間指導して，希望する生徒，作業が遅れ Ｓ 一応，もらっておきます。
がちな生徒に学習プリントを渡す。

14:08 ○学習プリント３を配付し，学習プリント１・
２から，ＥＵ内の地域間格差を読み取らせる。

Ｔ 終わった人は，このプリントに今塗った地
図から分かることを書いてみて。
※机間指導して，できていない生徒の手助け
をする。

。（地図を見て）ぉおＳ。るす示表を図地※

★国民総所得とは何のことかを説明し，どの地
域にどんな国が多いか，などに着目させる。

Ｔ この色の国は何ヨーロッパの国？ Ｓ 東ヨーロッパの国。
Ｔ この色の国は豊かな国？貧しい国？ Ｓ 貧しい国。
Ｔ 今の色を見比べてごらん。 Ｓ あっ！

Ｔ 何人かに発表してもらいます。 Ｓ７ 主に東ヨーロッパは，一人あたりのＧＮ
Ｉが少ないが，西ヨーロッパのベルギー・
オランダ・ルクセンブルクあたりはＧＮＩ
が多い。

※拍手。
Ｔ 同じようなことを書いた人。 ※多数挙手。
Ｔ もう一人。発表したい人は？ Ｓ27 金額の話なんですけど，加盟国の中でも

特に東側が金額が低くて，西が高いってい
う「時差」がある。

Ｓ？」差時「Ｔ 27 「誤差」？
Ｓ？？」差誤「Ｔ 27 「差」がある。

Ｔ そう。「差」がある。お金持ちな国と貧乏 ※拍手。

ＥＵ内の地域間格差を読み取る活動は，目標達成状況を把握する主な評価場面で
ある。ここでは，主に診断的評価で努力を要すると評価された生徒を中心に見取っ
た。特に上記のＳ14 のように，資料が読み取れずに手が止まっている生徒に個別に
支援を行った。さらに，ＥＵ内の地域間格差について読み取ることができた生徒を
見取り，発表させた。

主発問
Ｔ ちょっと，最初に塗ったプリントと今

塗ったプリントを出してほしいんだ。そ
して，並べて見比べてみてほしいんだけ
ど。それぞれの色の意味を考えて，この
２枚を見比べて分かったことを，プリン
トの⑹に書いてください。

形成的評価により，資料を読み取る
ことや複数の社会的事象を関連付けて
考えることが苦手だと予想されたの
で，読み取りのポイントである色の意
味に着目させ，２枚の資料を比較させ
るために並べて置くよう発問を工夫し
た。

机間指導において，手の止まってい
る生徒に対して，個別に助言している
様子。この手立てにより，生徒はＥＵ
加盟国間の経済格差に気付くことがで
きた。

発問の工夫

机間指導において，手の止まってい
る生徒や作業の遅い生徒に対して，個
別にあらかじめ色分けされた学習プリ
ントを配付している様子。この手立て
により生徒は時間内に資料を仕上げる
ことができた。

第Ⅳ章
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な国があるってことを「格差」がある，と言
います。

14:22 ○単元の学習問題を提示する。

○次回以降の学習について提示する。

Ｔ では，次の時間からは，ＥＵという組織を Ｓ はい。

つくってよかった点(利点)と困っている点

(問題点)を考えていきたいと思います。

◇本時の目標達成状況
主にＥＵ内の地域間格差を読み取る場面において，目標達成状況を評価した。
ＥＵ内での東西の経済格差を読み取ることができ，目標を達成することがで

きたと考えられる生徒は，93％であった。
なお，93％のうち，２つの資料を比較し，加盟年度が遅い国の方がＧＮＩが

低いと読み取ることができ，Ａ「十分満足できる」と判断した生徒は，44％で
あった。

〈Ｂ「おおむね満足できる」と判断した生徒の学習プリント〉

〈Ａ「十分満足できる」と判断した生徒の学習プリント〉

２つの資料を比較し，加盟年度が遅い国の方が

ＧＮＩが低いと読み取ることができているの

で，Ａ「十分満足できる」状況と判断した。

本時の主発問が本時の目標達成に向けた主な手立てである。Ｓ７・Ｓ27 のように，

ＥＵ加盟国間の経済格差を資料から読み取り，２枚の資料の比較から，東ヨーロッ

パの国にＧＮＩの少ない国が多いことに気付くことができた。

仮説の分析

ヨーロッパ連合による地域統合の利点と問題点を考えてみよう。

第Ⅳ章
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((３)評価計画表(６時間扱い)
時時
間

具具体的
評価場面

評評価
方法

評評価規準
十分満足できる(Ａ)

評価規準
おおむね満足できる(Ｂ)

1 技 ①

地形・気候区分・
宗教分布を学習プ
リントに記入する
場面

学習
プリ
ント

「ヨーロッパ州の地勢と国々」，「気候区
分」や「主な宗教」から，人々の食生活や
生活習慣と関連付けて，ヨーロッパ州の自
然環境（地形・気候）や宗教の分布を適切
に読み取っている。

「ヨーロッパ州の地勢と国々」，
「ヨーロッパの気候区分」や「ヨー
ロッパの主な宗教」から，ヨーロッ
パ州の自然環境（地形・気候）や宗
教の分布を適切に読み取っている。

2 技 ②

ＥＵの地域間格差
を資料から読み取
らせる場面

学習
プリ
ント

「ヨーロッパ連合加盟国の拡大」と「ＥＵ
の一人当たり国民総所得」を関連付けて，
ヨーロッパ連合の成り立ちとその拡大，
西欧諸国と近年加盟した東欧諸国の地域格
差の状況を読み取っている。

3 知 ①

ヨーロッパの農業
と自然環境との関
係を学習プリント
にまとめる場面

学習
プリ
ント

ヨーロッパの農業について，自然環境との
関係から気候に合った作物を栽培している
ことを理解し，地中海式農業や混合農業，
酪農についてその方法やおもな作物を説明
できる。

ヨーロッパの農業について，自然環
境との関係から気候に合った作物を
栽培していることを理解している。

4 知 ②

ドイツにおける外
国人労働者の増加
の要因と問題点を
考える場面

学習
プリ
ント

ヨーロッパ連合の工業について，資源分布
との関係や工業地域の変化，地域格差につ
いて理解し，ＥＵ内での各国の分業につい
て説明できる。

ヨーロッパ連合の工業について，資
源分布との関係や工業地域の変化，
地域格差について理解している。

5 関 ①

ヨーロッパ州で国
を越えた環境保全
活動が盛んな理由
を発言する場面

観察
発言

ヨーロッパの環境問題と，それに対する人
々の努力について関心を高め，自然の力を
生かした発電や温室効果ガスの排出量の削
減など人々の生活との関連からとらえ，意
欲的に発言しようとしている。

ヨーロッパの環境問題と，それに対
する人々の努力について関心を高め，
とらえようとしている。

6 思 ①

ロシア連邦とＥＵ
との関係や経済格
差を考え，発表す
る場面

学習
プリ
ント
発言

ロシア連邦の鉱産資源の輸出によるヨー
ロッパ連合との関係や，経済格差の拡大に
ついて，ヨーロッパ各国との地理的な近さ
やソ連崩壊後の民主化と関連付けて考察
し，表現している。

ロシア連邦の鉱産資源の輸出による
ヨーロッパ連合との関係や，経済格
差の拡大について考察し，表現して
いる。

８　学習評価シート(抜粋)

((２)　単元の評価規準　
社社会事象への関心・意欲・態度

((１)　単元の指導目標

　ヨーロッパ州の自然環境
やヨーロッパ連合の成り立
ちと拡大について，有用な
情報を適切に選択して読み
取り，ヨーロッパ州の農
業・工業・環境問題などの
地域的特色に対する関心を
高め，その知識を身に付け
ることで，地域統合を基に
経済格差の拡大について，
多面的・多角的に考察し，
表現することができるよう
にする。

評評価規準の
観点・番号

　ヨーロッパの農業について，自然環境との関係から地域的特色を理解
し，工業について，資源分布との関係や工業地域の変化，地域格差につ
いて理解している。

　ヨーロッパ州の地域的特色に対する関心を高め，それを意欲的に追究
し，とらえようとしている。

社社会的な思考・判断・表現
　ロシア連邦の鉱産資源の輸出によるヨーロッパ連合との関係や，経済
格差の拡大について考察し，表現している。

資資料活用の技能
　ヨーロッパ州に関する様々な資料から，自然環境(地形・気候)や宗教
の分布，ヨーロッパ連合の成り立ちとその拡大，域内における地域格差
の状況を適切に読み取っている。

社社会的事象についての知識・理解

第Ⅳ章

ヨーロッパ連合の成り立ちとその拡
大に関する資料から，有用な情報を
適切に選択し，域内における地域間
格差を読み取っている。
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Ｃ Ｃ Ａ Ａ Ａ Ｃ Ｃ

C C A C C C A C C A C

A A A A C A A A A C A A A A

C C A C C C C C C A A A C A C C

A C C A C A C A A A A A A A C C

A A A A A A

A C C C C A A A A A C

【【診断的評価】

【【１単位時間の評価】

グラフなどの資料が読み取れない。

自然と農業を関連付けるのが困難。

資料を読み比べることができない。

積極的に発言。
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９ 実践を終えて

本学級の生徒は，歴史の学習や調査活動への興味・関心は高いが，知識や技能の個人差が

大きく，歴史的事象を関連付けて考えることができない生徒が多かった。

診断的評価による生徒の実態

本実践では，「８ 学習評価シート」のように，次のような生徒の変容を捉えることがで
きた。

★① ヨーロッパの農業と自然環境との関係を考えることのできない生徒に対し，個別に農
業区分と気候区分の地図を見比べさせ，どこに着目して考えればよいかを助言すること
で，農業と自然環境の関連性に気付き，学習プリントにまとめることができるようにな
った。

★② ドイツにおける外国人労働者の増加の要因と問題点について考えられない生徒に対
し，個別にＥＵの地域間格差について振り返るように指示することで，ドイツのＧＤＰ
が高く東欧諸国は低いことを思い出し，学習プリントにまとめられるようになった。

★③ ロシア連邦の鉱産資源を通したＥＵとの関係や，国内の経済格差の拡大について考え
ることのできない生徒に対し，個別に輸出品目のグラフを示し，着眼点を助言して考え
させることで，学習プリントに記述できるようになった。

☆① 社会的事象に関する基本的な知識や理解が定着していない傾向があったため，全体に
難しい語句を平易な言葉に置き換えて説明したり，繰り返し確認したりすることで理解
することができるようになった。

☆② 資料を読み取ることが苦手な傾向があったため，全体にグラフや地図がどのようなこ
とを表しているのかを説明し，各項目の意味などの着目するポイントを示すことで，資
料を読み取ることができるようになった。

☆③ 複数の社会的事象を関連付けて考えることが苦手な傾向があったため，複数の資料を
比べるように指示したり，身近なものから考えさせたり，既習事項を振り返らせたりす
ることで，ヨーロッパとロシアの関連性について，まとめることができるようになった。

診断的評価(★)形成的評価(☆)を生かした指導と生徒の変容

本実践を終えての成果と課題は，以下の通りである。
〈成果〉

・地図やグラフなどの資料を自分で色分けして作成することによって，生徒は特徴に気付
き，資料を読み取る力を身に付けることができた。

・複数の資料を比較させることによって，社会的事象の関連性に気付き，多面的・多角的
に考えることができた。

〈課題〉
・資料の作成と読み取りに十分に時間をかけたため，読み取ったことから考察する時間を
とることができなかった。

・全ての生徒をＢ「おおむね満足できる」状況の評価にする手立てに重点を置いたため，
Ａ「十分満足できる」状況の評価に高めるための手立てを講じることができなかった。

単元の成果と課題

第Ⅳ章
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上川教育研修センターでは，第15次研究の研究主題を「学力の確実な育成を図る指導と評価

の在り方」と設定し，目標達成に向けた授業構築についての研究を推進してきた。

２年次は主に，「形成的評価を生かし，学習評価シートを活用して目標達成状況を計画的に

評価しながら，目標・指導・評価の一体化を図ること」に重点を置いて，授業実践を通し，理

論の検証をしてきた。その結果，本研究の成果と課題を次のように明らかにすることができた。

１ 成 果

⑴ 研究内容１について

① 問題解決的な学習過程を基盤に，児童生徒の実態や学習指導要領から，新たに身に付

けさせる学ぶ意欲，知識や技能，考え方などの力をバランスよく指導計画に位置付け

ることにより，単元の目標達成につなげることができた。

② 指導目標を，新たに身に付けさせる学ぶ意欲，知識や技能，考え方などの力から重点

化して具体的に設定し，評価規準を，目標を達成した児童生徒の姿として関連付けて

設定することにより，指導内容を明確にすることができた。

⑵ 研究内容２について

① 学習したことを活用して目標を達成する場面において，板書に，児童生徒の思考した

ことを分類したり，キーワードを明らかにして整理したりすることにより，振り返り

の手立てとして有効に機能した。

② 学習評価シートを活用して，診断的評価や形成的評価に基づく指導の改善を行うこと

により，指導案の中に個へ働きかける「★」と全体へ働きかける「☆」の指導を位置

付けることができ，目標達成に向けての有効な手立てを明らかにすることができた。

⑶ 研究内容３について

① 算数・数学科の「数学的な考え方」や音楽科の「音楽表現の創意工夫」などの評価場

面において，評価場面を複数回(複数時間)設定することや，観察で見取った「動きの少

ない児童生徒」への支援や「特徴的な様子が見られる児童生徒」など対象を絞って見取

ることにより，効率的・効果的な評価を進めることができた。

２ 課 題

○ 教科や学習内容に応じ，より児童生徒の思考の流れに沿った問題解決的な学習過程の充

実。

○ 児童生徒の思考の流れを分かりやすく整理する板書とノート指導との関連。

○ 「関心・意欲・態度」や「思考・判断・表現」などの見えにくい学力の評価方法や評価

場面の充実。

○ 学習評価シートを活用した効果的・効率的な評価の進め方についての一層の改善。
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 当センターでは，本年度 1 単位時間の目標達成状況及び，単元の目標達成状況の割合につ 

いて，以下のように算出しています。 

 なお，Ａ評価を｢十分満足できる｣状況，Ｂ評価を｢おおむね満足できる｣状況，Ｃ評価を｢努

力を要する｣状況とおさえ，Ｂ評価となった児童生徒を目標が達成されたものと判断していま

す。 

 

◇１単位時間の目標が１観点の場合 

・１単位時間の目標には，１つの観点しか含まれていません。そのため，その観点がＢ評価

あるいは，Ａ評価と判断した児童生徒を目標が達成されたものと判断しています。 

 

〈計算式〉 

(Ａ評価の児童生徒数＋Ｂ評価の児童生徒数)÷学級の人数×100＝１単位時間の目標達成率 

 

◇１単位時間の目標が２観点の場合 

・１単位時間の目標には，２つの観点の内容が含まれています。そのため，２つの観点とも

にＢ評価以上となった児童生徒を目標が達成されたものと判断しています。 

 

〈計算式〉 

(２観点ともＢ評価以上の児童生徒数)÷学級の人数×100＝１単位時間の目標達成率  

 

◆単元の目標達成状況の割合 

・観点ごとに総括的評価した結果を踏まえ，４観点全てにおいてＢ評価以上であった児童生

徒を単元の目標が達成されたものと判断しています。 

 

〈計算式〉 

(４観点ともにＢ評価以上の児童生徒の人数)÷学級の人数×100＝単元の目標達成率  

 

☆総括的評価について 

 単元末に行う総括的評価は，１単位時間ごとに児童生徒の学習状況を記録した｢学習評価シ

ート｣と，単元の指導後に行ったテストの結果を踏まえ，観点別学習状況の評価の観点(４観

点)に基づいて評価しています。したがって，単元全体を通した児童生徒の変容や知識・技能

等の高まりも併せて評価しています。そのため，１単位時間の形成的評価により判断された

評価(Ａ評価，Ｂ評価，Ｃ評価)が，そのまま各観点の総括的評価になるわけではありません。

特に，｢関心・意欲・態度｣は，単元の導入時と単元末とでは，児童生徒の変容が期待でき，

児童生徒の学習状況を適時記録し，総括的評価に生かすことができるよう工夫しています。 

✍Column－５    目標達成率の算出について 
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あ と が き

当センターでは，昨年度より「学力の確かな育成を図る指導と評価の在り方」を研究主題と

し，３か年計画で第15次研究に取り組みました。

２年次である本年度は，本研究で構築した研究理論の具体化を図り，より多くの学校で，よ

り多くの先生方に使っていただける研究を目指して修正を加えてきました。

また，理論と実践の一体化を図るために，研究員(旭川市立共栄小学校，旭川市立旭川中学

校)と研究協力校(旭川市立青雲小学校，旭川市立永山小学校，旭川市立北都中学校)による授

業実践を通して，理論の検証に取り組んでまいりました。研究員の授業につきましては，今年

度初めて公開という形で，多くの先生方からご意見・ご質問をいただきました。

その成果を研究紀要第38号にまとめることができました。これもひとえに，北海道教育庁上

川教育局並びに旭川市教育委員会の皆様の貴重なご指導とご助言，研究協力校の先生方の優れ

た実践，そして研究員所属校や参観いただいた先生方のご支援とご協力によるものと心より感

謝申し上げます。

不十分な部分もあるとは存じますが，本紀要を校内研修，個人研究，日常実践などに広く活

用していただくとともに，多くの皆様のご批正，ご指導をいただけましたら幸いに存じます。

平成25年度は，本年度までに構築した研究のまとめを行い，より多くの実践を加え，研究の

成果について上川管内の先生方の期待に応え，これまで以上に研究を充実していくことができ

るよう全力を尽くしたいと考えております。

研究事業部長 玉 井 一 行

主 要 参 考 文 献

◇ 学習指導要領，学習指導要領解説(文部科学省)

◇ 初等教育資料，中等教育資料(文部科学省)

◇ 中央教育審議会答申(文部科学省)

◇ 中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会 報告(文部科学省)

◇ 評価規準の作成，評価方法等の工夫改善のための参考資料(国立教育政策研究所)

◇ 上川教育研修センター研究紀要 第37号(上川教育研修センター)

◇ 平成23年度旭川市立小学校指導と評価の手引(旭川市教育委員会)

◇ 平成24年度旭川市立中学校指導と評価の手引(旭川市教育委員会)

研 究 協 力 校

旭川市立青雲小学校 校長 小 谷 要 次

旭川市立永山小学校 校長 森 谷 一 夫

旭川市立北都中学校 校長 秦 幸 雄
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所  長    山 下 尚 年 

副 所 長    鷲 見 正 雄 

事 務 部 長    渡 邉 修 二 

研究事業部長    玉 井 一 行   旭 川 市 立 新 富 小 学 校 

研 究 員    貝 谷 雅 敏   旭 川 市 立 東 栄 小 学 校 

               北 川 真 美   旭 川 市 立 神 楽 小 学 校 

               小 野 義 幸   東 神 楽 町 立 東 聖 小 学 校  

相 澤 朋 子   旭 川 市 立 共 栄 小 学 校 

               菅 原   大   旭 川 市 立 旭 川 中 学 校 

               堀 川 誠 二   東神楽町立東神楽中学校  

指 導 員    藤 本 友 紀   旭 川 市 立 神 楽 岡 小 学 校  

               伊 藤 文 江   旭 川 市 立 聖 園 中 学 校 

               吉 野 法 行   旭 川 市 立 光 陽 中 学 校 

吉 田 明 弘   旭 川 市 立 緑 新 小 学 校 

担当指導主事    飯 塚 俊 郎   上川教育局義務教育指導班 

               末 木 良 典   旭川市教育委員会教育指導課 

事 務 係    小 林 晴 美 

               笹 谷 青 子 
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